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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　真昼の街角に一つの理り不ふ尽じんが蠢うごめいていた。


　それは──白く明るい日常の中に、たった一本だけ打ち込まれた闇やみ色いろの楔くさび。


「──かげぇ」


　トリスタン市の街並そのものに然さしたる変化は無い。


　石いし畳だたみ。煉れん瓦が壁。人間。街灯。自動車。蒸気機関。煙えん突とつ。野の良ら犬いぬ。路面電車。時と計けい台だい。


　その他──諸もろ々もろ。


　いずれもこの街では、誰だれもが飽あきる程に見み慣なれた景観の構成要素である。


　昨さく日じつも。先月も。去年も。それらはごく当たり前のものとしてそこに在あった。そこに在って、互たがいに結び付き、何の変へん哲てつも無い退たい屈くつな風景を描えがき出し続けてきた。勿もち論ろん、新しん陳ちん代たい謝しやの如ごとき些さ細さいな変化は在れど──街の中に横たわる日常風景は大きな変化も無く同じ趣おもむきを保っている。


　だが……


「かげぇ──」


　日常は──『当たり前』は脆もろい。


　多くの人々はそれを知らない。知っていても忘れている。


　それは哀かなしい程に繊せん細さいで、脆ぜい弱じやくなものだという事を──たった一つの非日常の混入によって、いとも容易たやすく破は綻たんしてしまう程度のものでしかないという事を。


「かげぇ──」


　打ち込まれた楔は亀き裂れつを生む。


　それは互いに絡からみ合い、意味を成していた日常の要素を分断する。当然と誰もが信じていた諸々のものが呆あつ気けなく意味を失い──別の意味を帯びる。たった一点の染みが、白しろ無む垢くのドレスを無価値な古ふる着ぎに変えてしまうかの様に。たった一つの例外が、真理と信じられていた法則を無意味な譫たわ言ごとに変えてしまうかの様に。


　日常を浸しん食しよくする非日常の断片。


　だがそれだけで安あん寧ねいの象しよう徴ちようたる見慣れた景け色しきは、見る者の理性を蝕むしばむ狂きよう気きの抽ちゆう象しよう画がとして、そこに立ちはだかる事になるのだった。


「きゅっきゅーん？」


　それはまるで影かげの様だった。


　黒いいびつな平面が、煉瓦造りの建たて物ものの側面に張り付きながら移動してゆく。


　まるで厚みを感じさせない闇色の領域が、するすると壁の上を這はい回る様子は──確かに類似のものを何か既き存そんの存在に求めるならば『影』と表するしか無かろう。


　ただし、それは影ではない。


　断じて違ちがう──光源の方向にまるで関係なく自ら動き回り、自らの内に闇やみよりもなお濃のう密みつな暗黒を凝こごらせるそれが、そんな凡ぼん庸ような言葉で示し得る程度の代しろ物ものである筈はずが無かった。


　そして何より──


「かがやくたい～よぉ～」


　それは声を発していた。


　いや……愉たのしげに歌ってすらいた。節ふしを付けて。韻いんを踏ふんで。ずるずると壁へき面めんを這いながら、その真ん中に生まれた裂さけ目の様な口を開いて──


「のぉぼぉる～まぁちぃ～」


　それだけでも異常な光景ではある。


　だが……その『影』が通った後には、それ以上の理不尽と不条理がこれでもかという位に振ふりまかれていた。


　表通りからやや奥おくに引っ込こんだ路地。


　そこに点々と飛び散る無数の──紅。


　手とか。脚あしとか。首とか。


　辛かろうじて人間の形を──その一部分を残しているものも在る。だが大半は元が何だったのかさえ分からない位に破は壊かいされていた。


　それは死人とは最も早はや呼べまい。死体とすら言えまい。どう見てもそれらはもう──ただの挽ひき肉にくであり血けつ痕こんでしかなかった。


　無論これは人間業ではない。


　殺人などという言葉で説明しきれるものですらない。爆ばく弾だんや重機を用いてようやく可能となる様な……文字通りに破壊だ。


　そこに人間の尊厳は無い。喜き怒ど哀あい楽らくも無い。条理とか常識とか、そういったものとまるで無む縁えんに吹ふき荒あれるそれは──既すでに『行こう為い』ではなく『現象』だった。


　自存する災さい厄やく。


　闊かつ歩ぽする狂気。


　突とつ如じよとして発生し、人々の生活を脅おびやかすそれを──有識者は『魔法中毒患者ソーサリイ・アデイクト』と呼び、庶しよ民みんはただ単純に『魔族メレヴエレント』と呼ぶ。


　だが言葉は違ちがえど、指し示す事実は一つしかない。


　それは魔法に冒おかされた人間のなれの果て。


　そして人間の──天敵。


「きゅっきゅーん～きゅっきゅーん～」


　上じよう機き嫌げんに歌いながら、魔族は他に動くものも無い路地をするすると進んでいく。


　既に警報は出されている。警察によって現場封ふう鎖さと避ひ難なん誘ゆう導どうも行われている。故に逃にげられる者はとっくに逃げ出していた。殺されたのは──そして殺されるのは、不幸にも何らかの理由で逃げ遅おくれた者ばかりだ。


　だが……


「すぱっとかぁげが～　ぱきっとかぁげがあー……あ？」


　怪け訝げんそうに途と切ぎれる魔族の歌に代わり……こつんこつんと硬かたい足音が路地に響ひびく。


　近付いてくる。


　何者かが。


　命知らずにも──この狂気と血けつ臭しゆうに満ちた路地へと。


　やがて……


「──よお」


　足音は一つの異い形ぎようを、この非日常に浸食された空間へと運んできた。


　いや。それは不定形で厚みの無い魔族に比べれば、遥はるかにまともな──常識的な形をしてはいた。


　四し肢しが在る。頭部が在る。胴どう体たいが在る。


　実に真っ当な人の形を、それは備えてはいた。


　だがそれでも尚なお、その姿を、異形と評するのは、その輪りん郭かくの詳しよう細さい故だった。肉ではなく布でもなく──鋼を思わせる硬こう質しつの直線と曲線の集合体。人間の形を基にしつつも、そこから無機的な方向に逸いつ脱だつした形。


　まるで──鋼鉄の鎧よろいを身に帯びた、旧世紀の騎き士しの如ごとくに。


　だが戦争に美意識を持ち込んでいた時代の防具と……それは明らかに異なっていた。そこに装そう飾しよく性は無い。愛想も無ければ外け連れんも無い。工作機械を、あるいは銃じゆう器きや発動機をそのまま人型に組み直したかの様な素っ気なさが──だが実用本位であるが故に滲にじみ出る冷れい徹てつな機能性が、その人型を異様なものに見せている。


「かげっ──」


　魔族が壁から己の身体を引き剝はがした。


　それは二次元世界の存在たる影が、三次元空間に立ち上がったかの様な──奇き怪かいで、そして何ど処こか滑こつ稽けいな情景である。


「随ずい分ぶんと自己主張の激しい影だな？」


　異形の人型は、そう言った。


　その顔は鋼鉄の仮面に覆おおわれて見えない。


　声からして中身が男だとは解わかる。だが年ねん齢れいは不ふ詳しようだ。声質は若く聞こえるが──口調には何処か人生にくたびれた老人の様に、ひどく物もの憂うげな響ひびきが在った。


　そして。もう一つだけ明確な点が在る。


　この男は尋じん常じような感性の持ち主ではなかった。


　魔族の奇怪な姿や、その背後に点々と残る殺さつ戮りくの痕こん跡せきを見ても、鎧の男に焦あせる様子や怯おびえる様子が無かったからだ。歩調にも口調にも緊きん張ちよう感は無い。まるで見慣れた場所を散歩しているかの様に……平然たる態度である。


「かげすきーかげすきー」


　魔族はゆらゆらと揺ゆれながら、石畳の路面を滑すべり、鎧の男に近付いていく。


　迫せまり来くる怪かい物ぶつを前に──しかし鎧の男は慌あわてず騒さわがず淡たん々たんとした口調で言った。


「影──か」


　ふと鎧の男は頭上を見上げる。


「影が這い回るにゃ、此こ処こは少々明るすぎやしないか？」


　確かにその頭上からは真昼の陽光が降り注いでいて──足あし下もとに刻まれた彼かれ自身の影は、最低限の大きさを余よ儀ぎなくされている。べったりと石畳の上に広がる魔族を影と呼ぶには不自然極まり無い状じよう況きようではあった。


「あかるい？」


　魔族は言った。


「あかるいかも。かももも。あかるいあかるい。あかるいなかにかげすきぃ。きゅるっるー。きゅるっるー。かげすきぃ」


「いやいや」


　鎧の男は言った。


「遠えん慮りよするなよ」


　言いながら右手に携たずさえていた道具を──まるで騎き兵へい槍やりの如ごとく長大で、しかし機き関かん銃じゆうの如く複雑で機械的な輪りん郭かくを備えた異様な得え物ものを──操作した。


「俺おれがもうちょっとお前に相応ふさわしい場所に連つれてってやろう──例えば」


「かげげえげげげげ」


「ゴミ箱の中とかな？」


　じゃかっ──と、まるで暴徒鎮圧銃ライアツト・ガンの装そう塡てん音の如く、歯車や発バ条ネの作動する音が威い嚇かく的に響く。


　だが魔族はまるで気にした様子も無い。


　鎧の男の方へと不用意に接近し、何処か呑のん気きとも言える口調で言った。


「まりょくの」


　瞬しゆん間かん──辺りに立ちこめる空気が変わる。


　何かに空間そのものが、怯えるかの如ごとく。


「だいしゃりん！」


　何の脈みやく絡らくも無く──それは起こった。


　鎧の男の周囲に十数本の『棘とげ』が生えたのだ。壁面から。地面から。黒く薄うすく長い──剣の様な突とつ起き物が鎧の男を取り囲む様にして出現──鋭えい利りなその先せん端たんはいずれも鎧の男を向いていた。


　そう。それは確かにわずかに斜ななめに傾かしいだ車輪の様にも見えた──中心の『軸アクセル』である鎧の男を、四方八方から円を描えがいて突つき刺さす『輻スポーク』の群れに。


　鎧の男を貫つらぬくべく一いつ斉せいに走る鋭するどい突起。


　装そう甲こうを帯びていると言っても全身隈くま無なくではない。関節の可動を確保する為ために、その装甲には幾いくつもの隙すき間まが存在する。そこに一本でも黒い剣が食い込こめば、鎧の男にとっては致ち命めい的てきである筈はずだった。


　だが──


「──顕イグジスト」


　呟つぶやく様な声と共に奇き蹟せきが生まれた。


　稲いな妻ずまの速度で真紅の光線が走る。


　虚こ空くうより湧わき出る様にして発生したそれは、瞬しゆん間かん的てきに分ぶん岐きし、互いに絡み合い、網あみ状じようの面を成し──半球状に鎧の男を取り囲む。


　そこに食い込む黒い棘の群れ。


　耳みみ障ざわりな異音が響く。


　黒い凶きよう器きは──鎧の男に突つき刺ささる寸前で停とまっていた。


　真紅の光る網がそれらを全すべて絡からめ取ったのだ。いや──それどころか、次の瞬間、岩がん盤ばん掘くつ削さく機の様に回転を始めたその網によって強制的にへし曲げられ、棘の群れは微み塵じんに砕くだけて消しよう滅めつした。


　恐おそらくそれらは……地面や壁面をくぐって伸のばされた魔族の一部だったのだろう。


「かげえっ!?」


　路面に倒たおれ伏ふす様にして再び平面状態に戻もどると、魔族は素早く移動──近くにそびえる建物の壁面を登り始めた。


　魔族に逃とう走そうは無い。


　そもそも死の恐きよう怖ふというものを魔族は知らない。強大な魔法の力によって無限に再生を続けるその肉体は、如い何かなる生物よりも死から遠い。脳組織の五割以上を破壊されない限り彼等らは死なないのだ。


　壁面を登るのは──せいぜい頭上から襲おそいかかろうという程度の考えなのだろう。


「…………」


　だが鎧の男は、鋼鉄の仮面に覆われた顔をわずかに動かしただけだった。


　やはりその物もの腰ごしには焦あせりも怯えも無い。素早く手が動き、長大な道具──いや、銃じゆう口こうも刃やいばも無いが、それは明らかに武器だった──を再操作。


　そして。


「イグジスト！」


　二度目のその叫さけびを引き金として──魔族の這い回る建物の壁面に、爆ばく発はつの花が咲さいた。





　　　　●　　●　　●





　それは現い在まからおよそ半世紀前。


　一人の学者がこう宣のたまった。


「迷信という闇の中に閉じこめられてきた素晴らしい技術を、今こそ理性の灯火の下に引き出そう」


　当初──学者の言葉は、猜さい疑ぎと嘲ちよう笑しようを以もつて多くの人々に迎むかえられた。


　当時は誰もが、そんなものの実在を信じてはいなかったからだ。





　──魔法ソーサリイ。





　だが学者は、それを実際に数多くの人々と観測装置の前で行使して見せた。一切の奇き術じゆつや詐さ術じゆつを許さぬ状じよう況きよう下かで使われたそれは、紛まごう事無き事実──本物であったのだ。


　そこから世界は一変する。


　魔法は──多少の才能の差は当然に在ったが──幾いくつかの前処理さえ経れば、誰にでも使える普ふ遍へん的な技術として、急速に広まっていった。


　医い療りよう。工業。芸術。農業。そして軍事。


　経済効率を主な理由として、ありとあらゆる分野に魔法技術は浸しん透とうし……結果として旧態依い然ぜんとした既存の技術は、その多くが施し設せつや修得体制ごと駆く逐ちくされていった。


　ごく一部の人間を除き、誰もがこの『夢の新技術』に酔よった。そこからもたらされる輝かがやかしい未来に世界全体が浮うかれていた。


　そして。


　学者の実験から二十五年を経たある冬の日。


　唐とう突とつに全すべては破綻したのだ。


　北歴一八二四年。


〈イエルネフェルト事変〉発生。


　後に『魔法中毒患者ソーサリイ・アデイクト』あるいは『魔族メレヴエレント』と呼こ称しようされる事になる怪物の大量発生事件は、人類社会に深刻な損害を発生させた。


　発ほつ端たんとなったアルマデウス帝てい国こくにおいては、三十年あまりの時間を経た現在ですら正確な死傷者数と被ひ害がい総額は算出されておらず──帝国政府もその努力を放ほう棄きして久しい。


　そう。魔法は夢の新技術などではなかった。


　それは文字通りに悪あく魔まの技だったのだ。


　魔法は人間の在り方を汚お染せんする。


　度重なる魔法の行使は、人間の存在そのものを浸食し別のものに変えてしまう。


　それが俗ぞく称しよう『魔族』だ。


　呪じゆ素そ──かつてはこの世界に存在しなかったその魔法による汚染要素は、二十五年に及およぶ魔法の無計画な大量行使と、そして何よりも〈イエルネフェルト事変〉そのものにより世界中に振りまかれてしまった後だった。


　呪素は世界中隅すみ々ずみにまで浸透し、偏へん在ざいする事となった。


　水の中に。空気の中に。食物の中に。そして人間の中に。既にありとあらゆる人間の体内に一定濃のう度どで蓄ちく積せきされてしまったそれは、人間にそれまで通り魔法を使う事を許さなかった。汚染された人々は簡単な魔法を一つ使うだけでも、人間である事を放棄してしまう事になったからだ。


　だが……


　それでも人類は魔法を捨て去る事は出来なかった。


〈イエルネフェルト事変〉で疲ひ弊へいした社会を立て直すには、どうしても強大な魔法の力が必要だったのだ。また魔法以前に培つちかわれてきた多くの技術体系は、既に取り戻もどす事さえも困難な過去の遺物となりつつあった。


　故に……人々は辛うじて魔族化を防ぐ事の出来る『人間の鋳い型がた』を開発した。


　俗ぞくに〈モールド〉と呼称される魔法行使用特とく殊しゆ拘こう束そく作業服。


　回数制限付きながら、このモールドに『人間としての在り様』を拘束されている間のみ、人間は人間として魔法を使う事が出来るのだった。


　そして──現在。


　魔法使いとはこの特殊拘束作業服を身にまとい、人間と人間以外の境界線上ぎりぎりを渡わたっていく者達たちの事を指す様になる。


　鋼の拘束服ストレイト・ジヤケツトに存在そのものを緊きん縛ばくされながら魔法を使い続ける者達を──一つ間ま違ちがえば最悪の怪物として暴れ出しかねない者達を、人々は皮肉混じりに『ストレイト・ジャケット』と呼んだ。





　　　　●　　●　　●





「──で」


　病室の壁にもたれかかり、若干呆あきれた口調でジャックは言った。


　ジャック・ローランド。


　ＪＲ総合機器研究所唯ゆい一いつの所員にして、所長たる若き機械技術者。


　彼は、一見すれば少女と見間違うかの様な、繊細で秀しゆう麗れいな顔立ちの青年だ。


　その容姿には骨太さや汗あせ臭さなど微み塵じんも感じられない。機械油と金属粉に汚よごれた作業服よりも、豪ごう奢しやなドレスでも着せた方が遥はるかに似に合あいそうな容姿である。


　もっともジャック本人は、そういう他ひ者とからの評価を余り喜ばないが。


「これかい？」


「ええ……」


　頷うなずくのは栗くり色いろの長い髪かみと眼鏡めがねが特とく徴ちようの、小こ柄がらな女性である。


　綺き麗れいな容姿である。可愛かわいいと評する者も居るかもしれない。


　未いまだ若い──というより少女の様に幼く見えるその童顔のせいで、身に帯びる労ろう務む省しよう魔ま法ほう管かん理り局きよくの制服が今ひとつ似合っていない印象が在った。制服を着ていても、こなれていないというか──何ど処こか女学生の仮装じみた雰ふん囲い気きになってしまう。


　だがその外見に反して彼かの女じよは専門試験を通過した上エ級リ官ー吏ト──この社会において、魔法の行使を管理する役目を負った、魔法管理局の役人だ。


　ネリン・シモンズ二級魔法監かん督とく官かん。


　ジャックとは仕事絡がらみで顔なじみの人物である。


「最近は彼も少し自重する傾けい向こうが見えてきていたので……私わたしも油断していました」


「いや……別にシモンズ監督官のせいじゃないでしょ」


　この生き真ま面じ目めな監督官は、言葉通り責任を感じているのだろう──やや落ち込こんだ口調で言うネリンに、ジャックは肩かたを竦すくめてそう応じた。


「レイの自業自得──とまでは言わないけどさ」


　病室には、ジャックとネリンの間に挟はさまる様にして、一台のベッドが置かれている。


　そしてそこに……一人の青年が横たわっていた。


　レイオット・スタインバーグ。


　戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストだ。


　ただし彼は年齢不詳、出生地不明、名前すら本名かどうか怪あやしい上に魔法士としては無も資ぐ格り──つまり本来は魔法管理局としては真っ先に取り締しまり対象とする様な人間である。


　だがその卓たく越えつした技能と実績は本物だ。


　故に罪を問うよりは、むしろ利用する方が何かと都合が良いと魔法管理局が判断した結果、彼は半ば野放しとなっており──それでも最低限の管理をする為にと配された、事実上の担当官がネリンなのだった。
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「状況判断を誤ったのはレイの責任でしょ」


　ジャックは眠ねむり続けるレイオットを眺ながめながらそう言った。


　中ちゆう途と半はん端ぱに長く伸のびた髪は、包帯を巻かれた結果として綺麗に束ねられていた。普ふ段だんから鼻先に引っかけているサングラスは外されて、ベッド脇わきの卓に置かれている。勿論──トレード・マークの様に着ているくたびれた蒼あおいコートも同様だ。


　こうしていると、レイオットもごくごく普ふ通つうの青年に見える。


　普段は全身から胡う散さん臭くささを放散している様な感じなのだが──どうもあれは斜しやに構えた言動と衣装に因るところが大きかったらしい。


「ガス爆発だって？」


「はい」


　ネリンは頷く。


　レイオットは三時間前──魔法管理局の要よう請せいによって、トリスタン市街に発生した魔族の駆く除じよに出かけていた。


　駆除対象は、男爵バロネージ級魔族が一体。


　それは場数を踏んだ凄すご腕うでの戦術魔法士であるレイオットには、さして難しい仕事では無い筈だった。事実、彼は現場到とう着ちやく後、五分余りで魔族と接せつ触しよく、これを殲せん滅めつしている。


　だが……最後の最後で彼はしくじった。


　魔族にとどめを刺さす為の攻こう撃げき魔法を打ち込んだ際、近くに置かれていた可燃性ガスのボンベ──料理店の裏だった──まで壁かべ越ごしに巻まき込こんでしまったのだ。


　魔法攻撃と言っても、実際に破壊力を発揮する際には火か炎えんや電でん撃げき、衝しよう撃げき波はといった物理現象の形を採とる。〈第一の劫ごう火か〉と呼ばれる爆ばく破は系の魔法〈ブラスト〉はガスに引火、予想外の規模で爆発を引き起こしてしまった。


　結果……レイオットは魔族を倒たおす事には成功したものの、肋ろつ骨こつ二本を折った上、頭部に怪け我がを負って病院に担かつぎ込こまれる事となった。


　不幸中の幸いか──とりあえず命に別状は無いという。


　ジャックが医者から聞いた話では、打ち身や擦すり傷以上の外傷の類たぐいは無く、脳にも内臓にも大きな損傷は確認出来ないとの事である。


　だが、レイオット本人がこうして眼をさまさず、意識を喪そう失しつしたままの状態となると、ネリンとしても心配にはなるだろう。


　何度も何度も仕事として相手の家に通い詰つめる内に、彼女とレイオットの間で、単なる魔法士と担当監督官以上の──男女の愛情とまではいかずとも、友情めいた感情が育っている事はジャックも気付いていた。


「俺おれも回収した〈スフォルテンド〉をざっと点検してみたけどね。そんな深刻な破損は無かったし、多分、大だい丈じよう夫ぶだと想おもうけど」


　とジャック。


　普段は自分の城──ＪＲ総合機器研究所にこもりきりの彼が此こ処こに居るのは、破損したモールドの回収と、修理のついでである。レイオットが病院に担ぎ込まれたと知って、戻る前に立ち寄ったのだ。


「でも──」


「レイがこの手の大怪我するのも別に珍めずらしくないしね」


「──え？」


　ジャックの言葉に眼を丸くするネリン。


「ああ──シモンズ監督官は知らないんだっけか」


　頰ほおを人差し指で搔かきながらジャックは微び苦く笑しようを浮うかべる。


　失言とまでは行かないが──言わずとも良い事を口にしてしまった様だった。


「それって……」


「未まだフィリシスと組んでた頃ころ。だからカペちゃんも知らないか」


　そう言ってジャックは、ネリンの隣となりに座っている人物に視線を向けた。


　年齢は恐らく十代半ばといった所か。ただし何処か浮うき世よ離ばなれしたその風ふ情ぜいは、世間的な尺度を当てはめても何処か微び妙みようにずれた様な雰囲気があった。


　白い肌はだをした──まるで人形の様な少女である。


　目鼻立ちに関して言えば、非常に整っていて可愛かわいらしい。


　ただし……多くの人間は先まず最初に彼女と出会うと、別の印象を持つだろう。端たん的てきに言えば拒きよ否ひ感や嫌けん悪お感を覚える人間が大半だ。


　彼女には眉まゆ毛げが無い。


　代わりに丸い球面が二つ、額ひたいに埋うまっている。これが角度によっては四つ眼の怪物の様に見える時が在るのだ。


　また……その髪も瞳ひとみもまるで血の様に紅あかい。染めでもしなければ普通の人間には先ずあり得ない色ではあった。


　この異形めいた要素のせいで、彼女の目鼻立ちにまで人々の注意力が向かないのだ。


　勿論それは彼女に限らず、『半魔族ハーフ・ブルート』と蔑べつ称しようされる不幸な者達全すべてに共通する事こと柄がらではあったが。


「はい」


　カペちゃんと呼ばれた少女は頷いた。


　更さらに喜き怒ど哀あい楽らく、如い何かなる色も帯びる事の無い淡々とした口調で付け加える。


「私が知っているレイオットは、五年と十七日前までの彼です」


　この少女には……およそ表情というものが無い。


　それが生来の特質なのか、育ちの影えい響きようなのかは、ジャックは知らない。だが恐おそらくは後者であろうという察しはついていた。


　この少女は感情が無いのではなく、情動そのものがひどくぎこちなく、またそれを表に出す事が──誰でもが当然に出来る筈のそれが──上う手まくいかないだけの事なのだと。


　カペルテータ・フェルナンデス。


　それが彼女の名前である。


「意外と言えば意外ですね」


　とネリン。


　彼女は首を傾かしげて眠り続けるレイオットを眺める。


「この中では……スタインバーグさんと一番長い付き合いなのは、ローランドさんなんですよね。なんだかカペちゃんの様な気がしていたのですけれど」


「単純な時間じゃむしろカペちゃんだよ。俺は月に二度か三度会う程度だし」


　とジャック。


　何しろカペルテータはレイオットと共に住んでいる。共に過ごした時間という意味では間ま違ちがいなく一番長いのはカペルテータだ。


　このせいでレイオットとカペルテータの関係を、色々と下品に勘かんぐったりする者が後を絶たたない訳だが──それはさておき。


「付き合いっていうよりも──あくまで仕事上の腐くされ縁えんみたいな所は在るしね」


　共に無も資ぐ格りの戦術魔法士とモールド・エンジニア。


　確かにそれは仕事を挟はさんでの関係である。


「……前から気になってはいたんですけど」


　ネリンはちらりとカペルテータの方を一いち瞥べつしてから言った。


「ローランドさんとスタインバーグさんはどういう経けい緯いで……？」


「あー……まあそっか。話してなかったか」


　頰を人差し指で搔かきながら、ジャックは苦笑を浮かべる。


「そうだね。そりゃそうだ」


「ローランドさん？」


　怪け訝げんそうな表情を浮かべるネリン。


　隣のカペルテータはいつもの如く無表情だが──その紅い瞳は何かを促うながすかの様にジャックの顔を淡たん々たんと見つめている。この少女も興味が無い訳でもないのだろう。


「まあ隠かくすような話でもなし。ただしそんなに面白い話でもないよ？」


　そう言って──ジャックは語り始めた。





　　　　●　　●　　●





　ルイーゼ・ローランド。


　彼女の立ち上げたモールド製作会社──ローランド工こう房ぼうは、トリスタン市のみならずアルマデウス帝国屈くつ指しの名声を誇ほこっている。


　元々が三十年余りの歴史しかないモールド・エンジニア業界においては、既存の業者と新規参入業者の差など無いに等しい訳だが──そんな中でも、ローランド工房は間違いなく三十年近い営業期間の中で、確実に実績を積み重ねてきた本当の意味での老舗しにせである。


　天才と名高い女性エンジニアのルイーゼを筆頭に、若わか手てで才さい気き溢あふれる技術者達が集うローランド工房を『魔法工学の聖地』と評する関係者すら居る。


　その事については……ジャックも単純に誇ほこらしいとは想う。


　幼い頃から彼は祖母の仕事場に出で入いりしていたし──機械いじりが好きだったから、祖母が自分の趣しゆ味みに理解を示してくれるのは嬉うれしかった。また自分の好きな分野で祖母が成功者と呼ばれるのも嬉しかった。


　だが……


　いざ物心ついて彼自身が機械工学を生しよう涯がいの生業なりわいにしようと決めた時、祖母の名声は思わぬ形で彼の前に立ち塞ふさがった。


　どれだけ努力をしても、どれだけ実績をあげても『ルイーゼの孫だから』の一言で片付けられてしまうのである。中には露ろ骨こつにルイーゼによる助力を──つまりジャックはルイーゼに手助けして貰もらって実績をあげているのではないかと、疑う者も居た。


　ローランド工房の中においてさえ、そうした誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようは常に在った。


　とんでもない話だ。


　ジャックに言わせるとルイーゼはそんな甘い人間ではない。祖母である遥はるか以前に、良くも悪くも頑がん固こな職人──そんな人物だ。実力も才能も無い孫に手を貸して、身内びいきの自己満足に浸ひたる様な、可愛らしい性格をしていない。


　ルイーゼの弟子としては筆頭格であるエヴァ・イーミュンなどは、ジャックの力量を認めて庇かばおうとしたが……それすらも妬ねたみ嫉そねみの原因となって、他の弟子から彼女への誹謗中傷へと変化していった。


　そう──本人が望む望まぬにかかわらず、名声には人々の思おも惑わくが絡からむ。近くに居れば巻き込まれる。肉親ならば尚なお更さらに。


　ジャックは──ルイーゼの名声の影響下に在る限り、自分が正当に評価される事は無いのだという事実を、二は十た歳ち前にして思い知らされていたのだ。


　だから彼は家を出た。


　幸い──捨て値同然で再開発地区に隣りん接せつする小さな倉庫を一つ買い取る事が出来た。


　そこを根ね城じろに、ジャックはモールドとは関係の無い機械装置の製造や修理を請うけ負おいながら、生計を立てる様になったのだ。モールド関連の知識は十二分に備えていたジャックだが、どうしても祖母の影響下から離はなれたかった彼は、基本的に魔法工学関連の仕事を請け負う事は無かったのである。


　そして──





　　　　●　　●　　●





「──ジャック。久しぶり」


　意外な人物がジャックの工房──ＪＲ総合機器研究所を訪おとずれたのは、彼が『独立』してから半年後の事だった。


　フィリシス・ムーグ。


　有名人である。


　アルマデウス帝国でも屈指の実力を持つとされる女性戦術魔法士。未だ二十代前半ながら、卓越した戦せん闘とうセンスによって幾いく多たの魔族や犯罪魔法士を葬ほうむってきたその力は、確かに天才の域に分類されるべきものだ。


　しかもフィリシスは裕ゆう福ふくな商家の出であるのに加えて、美人である。清潔感漂う闊かつ達たつな美しさは、男性のみならず女性にも好かれた。


　これで話題にならない訳が無い。


　勿論、ローランド工房の上得意客だという事もあって、彼女の事はジャックも知っていた。彼自身は何度か顔を合わして挨あい拶さつをした程度だったのだが、ルイーゼの弟子達が──主に男連中が──頻ひん繁ぱんに彼女の事を噂うわさするので、名前は嫌いやでも耳に入ってきたのだ。


　しかし……まさか彼女が自分の工房を訪ねてくるなどとは思いもしなかった。


　それこそフィリシスにとって、自分は『馴な染じみのモールド・エンジニアの孫』以上の意味など無いと考えていたからだ。


「エンジニアやってるんだって？」


　シャツにジーンズと気取らぬ格好でふらりと現れたフィリシスは、工房の入り口に片手をついてそう尋たずねてきた。


　まるで親しい友人の家を訪ねてきたかの様な風情である。


「ええ──まあ」


　ジャックは手を停とめて言った。


　ＪＲ総合機器研究所に内ない壁へきは無い。でっかい倉庫は仕切り無しの一ひと部へ屋やで、その中が作業場であり書しよ斎さいであり寝しん室しつであり玄げん関かんをも兼かねる。今もジャックは倉庫の真ん中に置かれた工作台で、持ち込まれた柱はしら時ど計けいの修理をしている最中だった。


「実際には玩具おもちやとか家庭用品の修理が多いもんで、エンジニアって程のものではないですけどね。精密機械といえばまあ時計やタイプライターが持ち込まれる位ですね」


　言って手元の柱時計を示す。


「そっか。愉たのしい？」


「それなりに」


　とやや言葉を選んで応じるジャック。


　フィリシス個人に悪い印象は無いが──彼女の来訪の意図が読めない限りは、迂う闊かつな受け答えはしない方が良いと思ったのだ。色々と陰かげで言われてきたせいか、ジャックは若干人間不信な考え方が身についてしまっていた。


　あるいは彼女はルイーゼかエヴァに頼たのまれてジャックの様子を見に来ただけなのかもしれないが……何にしてもエンジニアとしてローランド工房に戻る積もりはジャックには無かった。


　そして──不意に。


「でもさ」


　探り抉えぐる様な。あるいは猛もう禽きんが獲え物ものに狙ねらいを定めるかの様な。


「たまには自分の持ってる技術の全てを使ってみたいと思わない？」


　鋭い眼が……ジャックを見み据すえる。


　口調は相変わらずの気楽なものだ。


　だがその碧へき眼がんから送られてくる視線の温度が変わる。そこから彼女の話が本題に入ったのだとジャックは気付いた。


「……どういう意味です？」


　一いつ瞬しゆんだが気け圧おされたのを悟さとられない様にと──努めて平然とした声を出しながらジャックは問い返す。


「モールド。それからスタッフ」


　フィリシスは何処か、からかう様な口調でそう言ってくる。


「扱あつかえるんでしょ？」


「資格は在りませんよ」


　とジャックは肩かたを竦すくめた。


　そう──彼にはモールド・エンジニアとしての法定資格が存在しない。


　ローランド工房に居た頃は、単に年齢が資格試験の受験資格に達していなかったから持っていなかったのだが……今はもう資格そのものに彼は興味を失っていた。


　知識は在ある。興味も在る。


　だが彼はモールドやスタッフを扱わない。扱ってもまた同じ事の繰くり返かえしだ。祖母の威い光こうが嫌でも彼の上にのしかかってくる。ルイーゼ・ローランドの孫ではなく、ジャック・ローランド一個人に魔法工学関係の依い頼らいを持ち込む人間が居るとは思えなかった。


　だが……


「だから──よ？」


　にやりとフィリシスは笑って言った。


「資格が無ければ取り上げられる危険も無いでしょう？」


「……ど……どういう意味です？」


　何やら話が焦こげ臭くさい感じになってきた。


　ジャックが想像していた方向とは違う。


　しかしこれは──


「だから」


　フィリシスは言う。


「正規のモールド・エンジニアなら、資格が取り上げられるのを恐おそれて手を出さない様な仕事も、君なら受けられるんじゃないか──って事なんだけど」


「…………フィリシス・ムーグ」


　ジャックは眼を細めてフィリシスを見た。


　彼女はただ笑っているだけだ。


　笑え顔がおという仮面に遮さえぎられて、その内面まではうかがい知る事が出来ない。


「貴女あなたは正規の戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストだ。祖母の工房の上得意客でもある。そんな貴女が──」


「ああ。ごめんね」


　最後まで言わせず肩を竦めてフィリシスは言った。


「私じゃないのよ」


「──え？」


「先月うちの助手として入った奴やつが居てね。そいつのモールドを見て欲しいの。モールド持ちの癖くせに、魔法士の資格が無くてね」


「それはつまり──」


「──そ」


　あっさりとフィリシスは頷いた。


「君と同じ──無資格」


「…………」


「折角モールド持ってて、技術も在るんだから、有効利用しないと損でしょう？」


　事も無げにフィリシスはそう言うが──だがそれはつまり正規の資格を持っている戦術魔法士のフィリシスが違い法ほう行為に手を染そめるという事に等しい。


「何を考えてるんです？」


「何って？　言ったとおりの事だけど」


　フィリシスは肩を竦めて言う。


「まあ表向きは単なる同居人って事になってるから。いざとなれば『私は無関係です』って言い張れば良い訳だしね」


「…………」


　半なかば呆れてジャックはこの戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストの顔を眺め──そして。


「……！」


　その時になって、ようやく彼女の背後に一人の青年が居るのに気付いた。


　正確には彼女の後ろに、一台の蒸気機関式のモールド・キャリアが停まっていて……貨物室の側面に背中を預ける様にして、その人物が立っているのだ。


「……彼がその助手ですか？」


　一見して最初の印象は──『胡散臭い』だった。


　身に纏まとうのは、くたびれた感じの蒼あおい外がい套とう。中途半端に伸ばした黒くろ髪かみと、鼻先に引っかけた丸レンズのサングラスが、まるで場末の麻ま薬やく密売人か女ぜ衒げんめいた雰囲気を醸かもし出している。


　端たん正せいな顔立ちではあった。


　だが立ち方や表情もひどく物憂げで──年齢はジャックと五つも離れていない様に見えるのに、その姿には何処か人生そのものに疲つかれた、老人の様な雰囲気が漂ただよっていた。


「そうよ」


　フィリシスはにこやかに肯こう定ていする。


　彼女の立場なら、助手が欲しければ、他にももっと見み栄ばえの良い人間を幾いくらでも見み繕つくろえるだろうに──単に悪あく趣しゆ味みなのか、他に理由でも在るのか、フィリシスはその青年をいたく気に入っている様だった。


「レイオット・スタインバーグ。非公式だけどうちの助手二号ってとこかな」


　ちなみにフィリシスには既にファーゴ・レスポールというムーグ家の執しつ事じを兼けん任にんする助手が居る。戦術魔法士でこそないが、元軍人という噂うわさで──銃と格かく闘とう技ぎでは相当な腕うで前まえなのだとジャックも聞いた事が在った。


「レイ──彼がジャック・ローランド。ルイーゼ・ローランドのお孫さん」


　呼ばれてその胡散臭い青年は──レイオットはふらりとモールド・キャリアから離れると、フィリシスの半歩後ろまで歩いてきて停まった。


「腕はルイーゼ・ローランドの保証済み。彼ならレイのモールドを整備出来る──」


「ちょっと待ってください」


　慌あわててフィリシスの台詞せりふを遮さえぎりながらジャックは言った。


「未だ俺は引き受けるなんて言ってません。そもそも一年近くモールドはいじってませんし、魔法工学の最新理論も──」


「それは大だい丈じよう夫ぶ」


　今度はフィリシスの言葉がジャックの台詞せりふを遮った。
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「レイのモールドはかなり旧ふるい型だから」


「…………」


「無理にとは言わないけどね」


　フィリシスの口調はあくまで気楽だ。


　元よりそう切せつ羽ぱ詰つまった頼たのみではないのか。それともジャックが断らないと考えているのか。天才と呼ばれる女戦術魔法士の微び笑しようからその本心は読み取れない。


　ジャックはとりあえずレイオットの方に視線を向けた。


「あんた自身はいいのかい？　お聞きの通り俺は無資格だよ。モールドをいじった経験は確かに在るけど、自分一人で整備した事は未だ無い。戦術魔法士ならモールドは自分の命を預ける大事な道具だろう？」


　モールドとは、魔法士が魔族になるのを押おし止める為の仕し掛かけである。


　それは文字通りに魔法士の生命線だ。


　魔族になってしまえば、その人間はありとあらゆる人権を剝はく奪だつされ、局地災害として殲滅対象になる。そして魔族から人間に戻る事は不可能である以上──魔族化は人間としての死と同義である。


「別に構わない」


　レイオットは物憂げな口調でそう言った。


　強がっている訳でないのはジャックにも分かった。


　この男は本気で構わないと──公には実績も定かではない様なエンジニアに、自分の命を預ける商売道具を弄いじらせても気にしないと、言っているのだ。


「──ああ。そうだ」


　レイオットはふと思い出したかの様に付け加えてきた。


「一つだけ。消しよう耗もう品は仕方ないとしても──出来るだけ部品の改造だの代用だのは止めてくれ。俺は自分のモールドをそのままの形で使いたい」


「…………」


　ジャックは眉まゆを顰しかめる。


　モールドにこだわる戦術魔法士は多い。


　だがその殆ほとんどは安全性か、さもなくば外装についてだ。


　安全性については言うまでもない。


　外装については……この世で最も危険な職業といわれる戦術魔法士としての矜きよう恃じが、そこに現れるのだろうとジャックは思っていた。命を張っている事の自己主張とでも言おうか。戦術魔法士に限らず派手な外装を好む魔法士は意外に多い。


　だが……自分のモールドについてこんな注文を付ける戦術魔法士は珍めずらしいのではないだろうか。少なくとも、その理由がジャックには分からない。


　元々軍用兵器と同じく、戦闘用のモールドは実戦において壊こわれるのが前提の代しろ物ものである。


　故に部品は新しん陳ちん代たい謝しやの様に入れ替かわっていくし──進歩する魔法工学に合わせて新型のものが開発されれば、それに置き換かえていくのが基本だ。


　なのに──


「どう？　引き受けてくれると助かるんだけど。勿論──報ほう酬しゆうはローランド工房と同等額を出すよ？」


　まとめる様にフィリシスがそう口を挟んでくる。


　ジャックはしばし考え──


「そのモールド──見せて貰もらえます？　答えはそれからで」


　と答えた。
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　──『鋼鉄の腑ふ分わけ』


　もし詩想の豊かな者ならば、そんな風に表したかもしれない。


　確かにそれは人体解かい剖ぼうを想わせる光景ではあった。


　腹部を。胸部を。頭部を。


　本来ならば人の輪りん郭かくを成して、一つの形として完結していたものを、無理矢理にこじ開けて中身をさらけ出した──その結果。


　もっとも、鎖くさりに吊つり下げられたまま、全身を遠慮無く押し開かれた様は、解剖というよりも、むしろ家か畜ちくの解体現場の印象に近いと考える者も居るだろう。


　勿もち論ろん──それらは全てあくまでも比ひ喩ゆだ。


　この現場に血ち生なま臭ぐさい臭しゆう気きは、無い。


　代わりに場を満たすのは、鉄と油のそれだ。


　周囲の光景は手術室でも実験室でも解体場でもなく──大量の機械装置や、その部品類が乱雑に積み上げられ、ガラクタ置き場の様相を呈ていしている工房である。


　また、その真ん中で簡易クレーンによって吊つるされているのは、人体そのものではない。


　その人体の、鋳型モールドだった。


「これはまた……」


　鋼鉄と樹じゆ脂しと皮で出来た人間の雌め型がた。


　だがそれは現在──包み込むべき人体を失い、全身の拘こう束そく装そう甲こうを展開して、内に残った空くう虚きよをそこにさらけ出していた。


　それは俗に『モールド』と呼称される特殊な作業服である。


　ただし実際には『服』というよりも『鎧よろい』──あるいは『着る機械』とでも言った方が正しく印象が伝わるだろう。大まかには人の形をしているものの、細部の部品一つ一つには、ごつごつと、いかにも無ぶ骨こつな鋼はがねを主張する硬い線が見られる。


「随ずい分ぶんと旧ふるい型だな」


　モールドは……しかし鎧ではない。


　戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストのタクティカル・モールドには、最低限の防ぼう弾だん機能も在あるには在るが──それは副次的な機能に過ぎない。モールドは本来、外なる脅きよう威いから身を守る為のものではないのだ。


　本質的にはむしろ逆である。


　それは人間の内側から溢あふれ出す『魔』を押おし留とどめる為のものだ。


　これが無ければ魔法士は肉体も精神も人間としての形を保たもてない。単純な魔法を一つ使うだけで理性を失った化け物へと堕だしてしまう。故ゆえにそれは文字通り人間の形であり人間の鋳い型がたであるのだった。


「十年……いやもっと前だな」


　呟いて、ジャックは展開したモールドの内側に指を這はわせる。


「一体……誰の作だ……？」


　しばしば勘かん違ちがいされる事ではあるが──機械の設計において唯ゆい一いつ絶対の正解というものは存在しない。


　ある程度だが『幅はば』が在る。


　同じ目的を達成する為に製造されるとしても、その為の手段が一つでは無い場合、それぞれの手段に最適化された形が、別個に存在する事になる。


　例えば自動車。


　例えば銃じゆう火か器き。


　例えば発電機。


　何十年何百年という歴史の中で、選別淘とう汰たを経へながらも──未だそれらの意い匠しようや方式がたった一つに収しゆう斂れんされていないのが、その証しよう拠こだろう。


　勿論、長い──永い実地検証の時間を経てそうした設計にも主流と傍ぼう流りゆうが出来上がる事にはなる。


　送電方式は直流か交流か。


　自動車の車輪は三輪か四輪か六輪か。


　自動装塡式オート銃の作動方式はガス圧利用式か反動利用式か。


　だが……それとて単純な性能の優ゆう劣れつで決まるとは限らない。開発された当時の社会情勢や開発者の意地や執しゆう着ちやく──つまり偶ぐう然ぜんや恣し意いという要素によって結果が変わる事も多い。


　何にしても……


　合理性の塊かたまりの様な機械装置──いや部品一つをとってみても、何十何百という完成形が存在する事になる。その多様性という『幅』の中に設計者の個性、制作者の個性が反映される余地が在るのだ。


　そう。被ひ造ぞう物ぶつには必ず創造者の痕こん跡せきが残る。


「ふむ……？」


　その個性の発はつ露ろはネジ一本の位置から、全体の形状まで様々な部分に顕あらわれるが……何にしても一定以上の知識と力量を備えた機械技術者の眼には、その機械装置が作られた背景事情は勿論、設計者や制作者の性格、価値観といったものまでが透すけて見える場合が在る。


　そしてそれは、モールドについても例外ではない。


「……基本には忠実」


　ジャックは眉まゆを顰ひそめて呟く。


「でもそこかしこに試行錯さく誤ごの跡あとが見える……いや」


　目の前の作品は、モールドの設計における基本的な留意点はほぼ全て押おさえられた設計になっている。それは間違いが無い。ジャックに言わせれば非常に手て堅がたい設計だ。


　だがその一方で、基本設計を押さえて手堅いものを作ろうという方針コンセプトとは明らかに異なる部分……やたらに試行錯誤を繰くり返したらしき改造の跡や、妙みように不合理な部分も見られる。


「まさか……」


　唯一絶対の正解は無い。


　だがその一方で、諸々の理由から──何よりその完成度の高さから、以後に幾つもの模も倣ほう作を生み出し、結果的に一つの『基本形スタンダード』となる例は幾つも在る。


　もし基本に忠実なのではなく。


　これが単に旧いだけのものではなく、モールド開発の黎れい明めい期、試行錯誤の果てに最初に確立された基本形──以後のモールドの始祖とも言うべき存在なのだとしたら？


「なんなんだ……このモールド……？」


〈スフォルテンド〉。


　所有者の名前は確か──レイオット・スタインバーグといったか。


　恐らく彼の年齢はジャックとそう変わらない──二十代前半だと思われるが、そんな人間がどうしてこんな妙に旧いモールドを使っているのか。


　基本的にモールドは一品物──つまりは受注生産品オーダーメイドである。使い手の身体に合わせて作る代物だ。部品を流用する事は在っても、丸ごと中古のモールドを別人が使用する事はまず無い。


　だから当然に若い戦術魔法士は新しいモールドを身に纏まとう事になる。


　だが……


「こんな旧いモールド整備して使うよりも、新型を一着新調した方が面めん倒どうが無くて良いと思うんだけどな？」


　ジャックは声を大きくして──背後に向かってそんな台詞せりふを投げてみる。


「部品の供給を確保するのが大変だよ」


　基本的な機能は備わっているが──それが実用機械として運用し維持されるとなると、本体の性能以外の部分も問題になってくる。


　細かな部品の類たぐいにしても、最近の、規格化されたものを使用した方が、安価で便利でかつ安全性も高い。工場生産であるが故に品質は安定し、定期的に新品に交こう換かんする事で機能を維持し易やすいのだ。


「……いや。駄だ目めだ」


　返事は──随分と間をおいてから返ってきた。


　まるで……誰も返事をしないから、そこでようやく投げられた言葉が自分に対してのものだと気付いたかの様に。


「…………」


　呆あきれた表情を浮かべて振ふり返るジャック。


　無数の機械やら部品やらが散らばり、乱雑に積まれた工房の片かた隅すみに──解体前の小型乗用車のボンネットに座って、その青年はぼんやりとジャックの方へ視線を注いでいた。


　丸レンズのサングラスを鼻に引っかけ、中途半端に伸ばした髪の、いかにも胡う散さん臭くさそうな印象を放つ人物。


　さすがにコートは脱ぬいでいるものの、どこかくたびれた蒼いそれを着せて、どこぞの路地裏に立たせておけば、麻薬密売人の類と勘違いして寄ってくる連中も多いだろう。


　この青年が件くだんの人物──レイオット・スタインバーグである。


　とはいえ魔法士──特に戦術魔法士には性格破は綻たん者しやが多いので、その風ふう体ていが変なのは別に驚おどろく様な事ではない。


　他に選び得る職業など山ほど在る筈はずなのに、わざわざ魔法士、それも救命魔法士Ｒ・Ｓと並んで危険性が高いと言われる戦術魔法士を生活たつきの道として選ぶ時点で、元々価値観が普通ではないのだ。


　むしろ麻薬密売人やそこらの浮ふ浪ろう者しやの方が、思考形態は分かり易いとも言える。


「それでないと──駄目なんだよ」


「こだわるね」


「ああ……」


　レイオットは頷うなずいた。


　その戦術魔法士の横顔はとても気け怠だるそうで──皺しわ一筋、白しら髪が一本無いにもかかわらず、永い永い憔しよう悴すいの日々を経てきた老人の様にすら見えた。


「それ以外のモールドを着けて現場に立っても、意味が無い」


「あんた……ひょっとして」


　そこまで言ってジャックは続く言葉を呑のみ込こんだ。


　改めて問うまでもない。


　この青年は恐らく、未だ一度もモールドを着て魔法を撃うった事が無いのだ。戦術魔法士としての基き礎そ的てきな訓練や処置は受けているのかもしれないが……実際の魔法戦闘については全くの未経験の素人しろうとだろう。


「……いや」


　苦笑してジャックは首を振ふった。


「お互たがい無資格だ。細かい事は言いっこなしだな」


「そうしてくれると助かる」


　肩を竦めてレイオットは言った。


　ジャックは視線を〈スフォルテンド〉に戻もどしながら考える。


　この事についてジャックとレイオットを引き合わせたフィリシスはどう考えているのか。


　そもそも、彼女はこの男の素す性じようを詳くわしく知っているのかいないのか。このレイオット・スタインバーグを相棒として使う積もりらしいが、出所も怪しいモールドに素性も知れない人間を、命がけの現場に伴ともなうという彼女の考えが、ジャックには理解出来なかった。


　とはいえ……


（まあ俺には関係が無い事だ）


　ジャックは自分にそう言い聞かせ、僅わずかに芽生えた興味を抑え込んだ。


　他人の事情など知った事ではない。


　今のジャックは自分の機械技術者としての腕の錬れん磨まと──それを活いかす為の環かん境きようについてしか興味が無い。モールドやスタッフといった魔法工学関係の機器を扱ってこなかったのも、自分の実力を客観的に測れる環境を求めての事だ。


　だが……


　祖母ルイーゼ・ローランドの影響が及ばず。


　頼たよるべきは自分自身ただ一人のみ。


　そんな環境でならばモールド・エンジニアとしての実力を発はつ揮き出来るかもしれない。


　重要なのはその一点のみ。


　それ以外の事情などどうでも良い──


（人間同士のつまんないしがらみなんざ、もう、うんざりだ）


　そんな事を考えながら、ジャックはモールド〈スフォルテンド〉の整備すべき要点を手にしたクリップボードに書き込んでいく。


　その時──


「……？」


　部品の一つ。


　胸部装甲の一枚に、小さな文字が幾つか彫ほられているのに彼は気付いた。


　それは恐らくこのモールドの本来の『銘めい』なのだろう。ここでようやく、ジャックは幾つもの部品に、何かを削けずり取った様な跡が見られた訳を知った。


　恐らくこれは唯一の削り残しだ。


　此こ処こだけ削り取るのを忘れたのか。


　あるいはただ一つだけわざと残したのか。


　それはジャックには分からない。


　ただ──


『スカルラット』


　その文字列はそう読めた。





　　　　●　　●　　●
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　その事件は他の事件と同様──ケースＳＡの常として全く唐突に発生した。


　時刻は午後六時半。


　トリスタン市南西部に位置する市立競技場に、魔族メレヴエレントが乱入したのである。


　魔族は、競技場から数十メートル離れた場所に在る工場で発生したらしい。


　工場そのものは表向き休日であった事から、何らかの密造を行っていて、その際に手順を誤り、魔法士が魔族化したのではないかと警察や魔法管理局は判断していた。


　市立競技場では当日、地元企き業ぎよう二社による社会人野球が行われていたが──幸いにも午後五時にて試合が終わっていた為に、競技場に残っていたのは関係者二十名余りで、彼等も魔族発生の報を聞いて即そく座ざに退たい避ひを終えていた。逃げ遅れた関係者が一名、魔族に捕つかまり死亡したが、魔族事件ケースＳＡとしては極めて少ない被ひ害がい者しや数と言えるだろう。


　現在……競技場の中には、魔族が一体居るだけの状態だ。


　周辺地域の避難もほぼ終わっており、競技場周辺は警察が封ふう鎖さしている。


　そんな状況下──


「……ふむ」


　競技場の付近に建つ雑居ビルの一つ。


　その屋上に双そう眼がん鏡きようを構えて立つジャックの姿が在った。


　着ているのはいつもの作業着なのだが、上からポケットが幾つも付いたベストを羽織り、更には肩から望遠レンズを装着した一眼レフ写カ真メ機ラを提げている。


　彼が覗のぞき込こむ双眼鏡の視界の中では──黒い拘モ束ー装ル甲ドに身を包んだ戦術魔法士が一人、資材搬はん入にゆう口ぐちから競技場の中へと脚を踏ふみ入れた処ところだった。


　レイオットだ。


　勿論、顔は見えないが──自分の整備したモールドをジャックが見間違える筈も無い。


「さて──」


　モールド〈スフォルテンド〉の整備にはおよそ一週間ばかりを要した。


　もっとも、その作業時間の大半はレイオットの身体に合わせてモールドの各部の大きさを調整する事に費やされていた。


　やはり最初の見立て通り〈スフォルテンド〉──〈スカルラット〉はレイオットの身体に合わせて作られたものではなかった様だ。それどころかレイオットがあのモールドを装着して現場に出るのはこれが最初だろう。


「こだわりについちゃ、他ひ人と様さまをどうこう言える立場じゃないけどね──」


　呟くジャック。


　実の所……機械工としての彼には、今回の仕事について大いに不満が残っていた。


　明らかに改良できると思おぼしき部分も、そのままにして整備する様にと、レイオットが言ってきたからだ。確かにそれがレイオットの唯一とも言うべき注文だったが、ジャックの立場からすればわざわざ中途半端な仕事を強いられた様なものだ。


　いっそ黙だまって勝手に改良してしまうべきだったのかもしれないが──素人しろうとには多分分からないだろう、初めて使うなら尚なお更さらだ──念のためと持ち主にお伺うかがいを立ててしまったのが間違いだった。


　何にしてもジャックとしては『最善を尽つくした』とは言いい難がたい仕事をしてしまった。


　それがどうにも心の片隅に引っかかっていたのである。


　わざわざ現場が見み渡わたせる場所に来きて記録を採ろうと想ったのもその為だ。


　現場──即すなわち魔族事件ケースＳＡの。


　そしてこれはレイオットの戦術魔法士としての初うい陣じんでもあった。


　同時にジャックの整備した〈スフォルテンド〉の初陣という意味でもある。


「……頼むからあっさり死ぬなよ……」


　双眼鏡を覗き込みながらジャックは呟く。


　彼としては──レイオットの生死などは正直言ってどうでも良かった。


　だが自分の整備したモールドを着て死んで欲しくない、というのが率直な気持ちだったのだ。原因がなんであれ──たとえそれがレイオットの力量不足だったとしても──自分の整備したモールドを着たまま死なれては、ジャックの沽こ券けんにかかわる。


　大たい抵ていの魔族事件では、被害者はまともな遺体が残らない。それは事件に巻き込まれた一いつ般ぱん人じんは勿論、魔族鎮圧に向かった戦術魔法士でも同じ事だ。魔族の残ざん虐ぎやく性が被害者の遺体を破壊し尽くすのだ。


　それは当然その被害者達が身に帯びているものにも及ぶ。


　魔族の力に掛かかれば、薄うす衣ぎだろうと鋼鉄の装甲だろうと大差は無い。


　だから……もしレイオットが死ねば、モールドも検証すら不可能な程に破壊されてしまう可能性が高かった。そしてその場合には『ジャックの整備が不十分だったからレイオットは死んだ』と勝手な事を言われても、反論する材料が無くなってしまうのだ。


　勿論レイオットが戦術魔法士として現場に挑いどんでいる事や、そのモールド〈スフォルテンド〉を整備したのがジャックである事は公式に発表される事はあるまい。だがそれでもこの手の噂は何ど処こからか流出するものだし……何よりジャック自身が納得出来ない。


「しかし……」


　どうにもあのレイオット・スタインバーグという青年は、自分の命を預けるべきモールドの性能に、あまり興味が無い様に見えた。


　それはつまり、自分の生命そのものに興味が無いという事ではないだろうか？


　中古のモールド。


　自分の生命に無む頓とん着ちやくな戦術魔法士。


　そして──


「まあ何か背景に在あるんだろうけどな……」


　俺の知った事じゃない──そう呟きながらジャックは三さん脚きやくを立てて写カ真メ機ラをそこに固定する作業に入った。





　　　　●　　●　　●





「めいかくにさんいんち？」


　それは競技用トラックの白線が描かれた地面の上を、勢いよく飛び跳はねていた。


「ほうそうがせいふくなのはゆうり？　どりょく。しっぱい。ほかくとかいほう。おどろき。あせ！　あせ！」


　意味不明の単語を羅ら列れつしながら、それは何度も何度も飛び跳ねていた。


　手にしたボロ布の様なものがその動きに従ってやはり上下し──紅いものをその度に飛び散らせている。


　それを一言で顕あらわせと言われれば、誰もが先まず公式に使われる『後天性コンジエネタル・魔法ソーサリイ・中毒患者アデイクト』よりも、遥はるかに端的な『怪物』もしくは『化け物』という単語を選んだ事だろう。


　球状の胴体に二本の細ほそ長ながい円えん錐すい型の突起物──脚なのだろう──が付属しており、この突起が伸びたり縮んだりして上体を跳はねさせている。一見すると硬そうな外見ではあるが、実際には軟なん体たい動どう物ぶつの様に柔やわらかいらしく、跳ねる度に大きくその全身がたわみ、縮み、そしてまた元に戻る。


　そして。


　その球体の真ん中辺りに小さな顔と手が生えており、その右手が──哀あわれな犠ぎ牲せい者しやの遺体を摑つかんでいるのだった。


　もっとも既にそれは何度も何度も振ふり回されて骨格も腱けんも伸のびきっており、まるで糸の切れた大きな操り人形の様にも見える。それは幾度となく地面に叩たたき付けられて、顔はおろか胸や腹の肉まで潰つぶれており、既に性別すら分からない状態になっていた。


「もちさるめいれい。さいしゅうてきにわらうものはわたし。せいふくがさいてき。あいらしきあいらしき！」


　愉たのしげに意味不明の事を喚わめき散らしながら、その怪物は競技場の真ん中でぴょんぴょんと跳はね回っていた。


　後天性魔法中毒症患者。


　通つう称しよう──魔族メレヴエレント。


　魔法という禁断の『裏技』を使った代だい償しようとして呪じゆ素そに汚染され、肉体からも精神からも人間の形を喪うしなった、魔法士のなれの果て。


　魔法士は本来、拘モ束ー装ル甲ドによる存在の拘束によって守られている。


　だが、何らかの要因──多くはモールドの整備不良や、無理な魔法術式の行使──によって自らが行使した魔法の反動をその身に受けてしまうと、その存在そのものを呪素に汚染される。


　その結果がこれだ。


　既にこれは人間ではない。生物かどうかすら疑わしい。


　故に法は定義する──これは自存する局地災害であり、既に人権保護の対象外なのだと。


　魔族に裁判は無い。逮たい捕ほも降こう伏ふく勧かん告こくも無い。


　ただ滅めつせられるのみ。


　しかし……


「さんいんち！　さんいんち！」


　魔族は踊おどりながらその場で犠牲者の遺体を放り出すと、『脚』を地面に突き刺す。


　すると──


「ひょっ！　ひょっ！　ひょっ！」


　ずるずると地面から何かの形が盛り上がってくる。


　それは──魔族とよく似た何かだった。


「ひょーっ!!」


　一体。二体。三体。四体。五体──


　総計十体余りの魔族──いや恐らくはその複製──が地面から盛り上がって生まれる。よく見ればそれらは全て、魔族の円えん錐すいから生えた触しよく手しゆに繫つながっており、魔族と同じ動きを揃そろって行っていた。


「ひょっ！　ひょっ！　ひょっ!!」


　愉しげに魔族が動くと、他の複製達も寸分違たがわぬ同じ動きを示す。その様子はまるで何かの踊おどりを集団で踊っているかの様ではあった。勿論それを滑こつ稽けいだの愉ゆ快かいだのと思う様な人間はこの場には居ないが。


　そこへ……


「ひょっ!?」


　魔族の複製の一体が──吹ふっ飛んだ。


　突如として飛来した光こう弾だんを食らい、まるで体内に爆弾でも埋うめ込こまれていたかの様に自ら爆はぜ割れて飛散したのである。


〈ブラスト〉──第一の劫ごう火か。


　標準的な攻撃用魔法である。


「ひょーっ!?」


　慌てつつも、魔族の周まわりでぼこりぼこりと次々複製が発生する。


　十体。二十体。三十体。


　大量の魔族の似に姿すがたが競技場の中に溢あふれ、どれが本体なのか分からなくなっていく──


「──ふッ！」


　短く鋭い呼気を吐はきながら、そんな奇怪な状況に突つっ込こんできたのは……白と紫むらさきの色に塗ぬられた拘束装甲を着き込こむ細ほそ身みの魔法士だった。


　右手に魔法増ぞう幅ふく装置──通称〈スタッフ〉を抱かかえ、真まっ直すぐに魔族の群れの真ん中、最初に本体の魔族がいた場所を目指す。


　魔族はわらわらと寄ってきて、この魔法士を捕つかまえようとするが、身のこなしが速いために、これを追い切れない。


「イグジスト！」


　撃発音声トリガー・ヴオイスと共に発生する爆ばく裂れつ。爆裂。爆裂。


　正面に立たち塞ふさがる複製だけを最小限の魔法──爆ばく砕さいの魔法〈ブラスト〉で蹴け散ちらしながら白と紫の戦術魔法士は突つき進む。


　その動きには一切の無む駄だが無く優ゆう雅がですらあった。


　何体もの魔族が群れるその隙間を、流れる様に縫ぬって進んでいく。魔族はこれを追おうとするが常に間かん一いつ髪ぱつで捉とらえきれない。魔法士の動きには余よ裕ゆうめいたものさえ在って──まるで最初から魔法士と魔族が打ち合わせていた舞ぶ踊ようを演じているかの様にすら見える。


　その特とく徴ちよう的てきなモールドから、多くの者は一目で拘束装甲の中身を知っただろう。


　フィリシス・ムーグ。


　若い女性ながらもアルマデウス帝国屈指の実力を備えるとされる天才戦術魔法士だ。


　だが──


「ひょーっ!!」


　魔族の一体が一ひと際きわ高く吠ほえる。


　応じる様に残った複製達が一いつ斉せいに動き──互いに寄り集まってゆく。それはまるでフィリシスを囲む罠わなが閉じていくかの様にも見えた。


「──！」


　咄とつ嗟さに横に跳とんで魔族の包囲から逃のがれるフィリシス。


「ひょひょひょおおおおお」


　だが最初から彼女を捕とらえるのが目的ではなかったのか、構わず魔族とその複製達は互いに身体を押おし付け合い……次の瞬間にはぐにゃりとその輪りん郭かくを緩ゆるませた。


　文字通りの融ゆう合ごう。


　魔族は──わずか数秒で互たがいを喰くらい合い、そして更に数秒後には自身を十数倍に巨きよ大だい化させた異い形ぎようへと変化していた。


「……ふむ」


　仮面の奥でフィリシスの碧あおい眼めが細められた。


　基本的に、対魔族戦は長引けば魔法士の方が不利になる。


　無制限に魔法が撃うてる──いや存在自体が魔法に支えられている魔族に対し、魔法士は人間の形を保つために、その撃てる魔法には制限が掛かってしまう。


　故に、真正面から魔法を撃ち合って戦っていれば『弾たま切ぎれ』を先に起こすのは、間違いなく人間の側だ。この事から基本的に対魔族戦は奇き襲しゆう急きゆう襲しゆうが多く──そうでなくても一いち撃げき必殺が基本だった。


　今回……広い競技場の真ん中という事で、奇襲は難しかった。


　この為にフィリシスは急襲する事で──最さい短たん距きよ離りで魔族に接近し、相手に未だこちらを迎むかえ撃うつ体勢が整わない内に、これを倒そうとしたのだ。


　だがその目もく論ろ見みは失敗に終わった。


「かようびはごきげん！　ごきげん！」


　魔族は叫びながら巨大化した身体で──巨大な二本の円錐を動かして白と紫の拘束装甲を追う。


　狂気の世界の住人たる魔族にしてみれば、飛とび込こんできたその魔法士は格好の玩具であったろう。引き裂さいて、叩たたき潰つぶして、骨が砕け肉が裂さける様を見て、愉しむための。


「こつずいのしる！　おかわりおかわり！」


　喚わめく魔族。


　そこに……


「──よう」


　平然とした声が掛かる。


　まるで道みち端ばたで出会った知り合いに挨あい拶さつするかの様な──


「愉しそうだな？」


「ひょっ!?」


「俺も混ぜてくれ」


　言うや否いなやその声の主は──フィリシスとは反対側から現れた黒い拘束装甲の主は、腰こしの後ろから抜ぬいた拳けん銃じゆうを一発発射。


　それは巨大化した魔族には、あまりにもささやかな威い力りよくの攻撃に過ぎなかったが──


「ひょおおおおおおおおおおっ!!」


　その気を引くには十分であったらしい。


　魔族は巨体を跳ねさせながら、黒い拘束装甲の魔法士を追い始める。


　同時に──


「フィリシス！」


　走りながら黒の魔法士は、フィリシスに向けて叫さけんだ。


「仕上げは任せる！」


「……！」


　その意味をフィリシスはすぐに悟った。


　自分が注意を引いている間に、大威力の──それ故に追加呪文プラグイン・スペルの詠えい唱しようを要する魔法を使い、一気にこの巨大な怪物の肉体を殲せん滅めつしろと言っているのだ。


　魔族を殺す方法は基本的に一つだけ。


　その脳組織を自己修復限界を超こえて──五割以上を破壊する事。


　だが今、巨大な肉体の内に隠された脳を、狙ねらって破壊するのは至し難なんの業わざだ。顔のすぐ後ろに脳が在る──と考えるのは人間の常識に過ぎない。魔族によっては予備の脳を持っていたり、脳を全身に分散させている個体さえ居る。


　明確に脳の場所が分からない限り、全身を破壊するのが確実な方法だ。


　勿論、大威力の魔法でなくても、小威力の魔法で相手の身体を削り落としていくという戦法も無いではない。


　実際──


「イグジスト！」


　黒い拘束装甲の魔法士──レイオットも〈ブラスト〉を仕し掛かけて魔族の身体を削ってはいる。だが基礎級の魔法では巨大な魔族の身体を丸ごと破壊するには至らない。大きく抉えぐられても数秒後には復元してしまう以上、どれだけ相手の身体を削り落としても、終わらない──どころか間違いなく魔法士の方の拘束度デユラビツト数すうが先に尽つきる。


　確かに大威力で一気に殲滅──それが正しい方法である。


　しかし……


「──レイ」


　呟く様に言ってフィリシスは呪文選択器スペルセレクタを操作。


　躊ちゆう躇ちよも逡しゆん巡じゆんも無く、一本だけ装備してきた大型殲滅呪文を選択して無音詠唱ダムキヤスト。


　彼女は無論──理解している。


　大型殲滅呪文を使う場合、細かい威力調整や効果範はん囲い設定は難しい。方向を決める程度の事は出来るが──何にしても魔族の注意をつかず離れずで引きつけているレイオットを巻き込む危険が多分に在るという事だ。


　そして勿論それはレイオット自身も理解してはいるだろう。


　だが構わずやれと彼は言っているのだ。


「……しょうがない男ヤツだね」


　呟きながらフィリシスはスタッフを構える。


　彼女が構えたスタッフの先では、小出しに攻撃魔法や銃じゆう撃げきで魔族の注意を引いているレイオットの姿が見え隠かくれしていた。


「そういう事を言うとさ？」


　フィリシスは──この状況で、むしろ僅わずかに笑いを含ふくんだ声で言った。


「意地の悪い私としては──絶対に死なせてやんない、とか想うんだよね」


　狙いを定める。


　精密に──細心の注意を払はらって。


　失敗すればレイオットを巻き込むのは必至。


　それは爆弾で、攻撃対象とそうでない相手をより分けて倒す様な──普通の神経では思いついた瞬間に諦あきらめてしまう様な離はなれ業わざだ。


　そして──


「イグジスト」


　呟く様な撃発音声トリガー・ヴオイスと共に──まるで狙そ撃げき手しゆの一撃の如く絞しぼり込まれた、しかし大型爆弾にも匹ひつ敵てきする強大な破壊力が解き放たれた。
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「──何考えてんだあんたは」


　クレーンで吊り下げられたモールドを前に、ジャックは顔をしかめて言った。


　相対しているのはレイオットである。


　魔族事件ケースＳＡから三時間後──ＪＲ総合機器研究所内での事だ。


　基本的にモールドは一度使用すれば必ず整備を経る必要が在る。


　拘束装甲などと言われていても、可動範囲の確保と軽量化の必要から、モールドはそう頑がん丈じようなものではないのだ。部位や機種にもよるが、その強度は拳銃の弾を何とか防げるといった程度のものでしかなく、強く何かにぶつけたりすると微び妙みような歪ゆがみが生じる事も多い。この歪みが発バ条ネの様に不必要な力を構造材の中にため込んで……いわゆる応力ストレスというものだ……最終的に亀き裂れつに繫がったりする。


　故に戦術魔法士達は一度現場で使ったモールドは、必ず整備に出すし──屋内で比ひ較かく的てき丁てい寧ねいな使い方をしている工業魔法士Ｆ・Ｓや医療魔法士達Ｍ・Ｓですら、整備は欠かさない。


　だが──


「あんたの魔族とやり合ってる現場を見た」


「物見高いな」


「俺の整備したモールドを着て死なれたら、沽こ券けんに関わるんだよ。心配になって見に行ったらあのざまだ」


　無茶というのにも程がある。


　初うい陣じんがどうこうという次元ですらない。


　ジャックが見た限り──あれは自分の身の安全をまるで考えない戦い方だ。フィリシスが絶ぜつ妙みようの制御力コントロールを発揮して魔族だけを倒したものの、その余波までは殺すことが出来ず、モールド〈スフォルテンド〉にはあちこち大きな歪みが生じていた。


　この状態で魔法を使えば、それこそモールドに亀裂が生じ──悪くすれば一発で魔族化していたかもしれない。たとえそれを免まぬがれても、歪んだモールドに締しめ付けられて骨折したり、内臓破は裂れつを起こす可能性も在った。


「…………」


　レイオットはただサングラス越ごしにジャックを見つめてくる。


　その表情はやはり物憂げなだけで──何を考えているのかはよく分からない。


「……あんた」


　ただ──ジャックは戦術魔法士を睨にらみ据すえながら問うた。


「死にたいのか？」


「かもしれんな」


　レイオットは肩を竦すくめる。


「だったら勝手に首をくくればいい。簡単だし誰にも迷めい惑わくは掛かけないよ」


「それは駄目だ」


　レイオットは呟く様に言った。


「それでは──簡単に過ぎる」


「……簡単過ぎる？」


　思わず聞き返すジャックだがレイオットはそれ以上の言葉を重ねようとはしなかった。


　奇き妙みように重い沈ちん黙もくが双そう方ほうの間に横たわる。


（つまり……何か？）


　ジャックは考える。


（戦っている最中に死にたいとか、そういう考えか？　純じゆん粋すいな戦士？　戦闘狂？　いやそんなんじゃないよな、こいつ）


　それならばむしろモールドの整備にはこだわるだろう──可能な限り永く生きて戦いを味わう為に。


（じゃあ旧ふるいモールドにこだわるのは──）


　モールドを見ていれば設計者の考えや価値観が透けて見える事が在る。


　それと同様に──モールドの使われ方や、その疲ひ労ろう具合を見れば、使い手の考えや価値観が見える事も在る。


（つまり……モールドを着た状態で苦しんで死ぬ事を自分に課してる……？）


　明らかに中古のモールド。


　それを使うレイオットのこだわり。


　死をも厭いとわぬ──むしろ望む様な戦い方。


　それは……


（こいつ──まさか）


　それが心中や後追い自殺の様な気持ちなのか。


　それとも罪の意識から来る贖しよく罪ざいの衝しよう動どうなのか。


　それはジャックには解わからない。


　だが恐らく、レイオットとこのモールドの前の持ち主には、何らかの繫つながりが在ったのだろう。その者の死が、レイオット・スタインバーグという人間から生きる意志を根ね刮こそぎ奪うばうかの様な……何かが。


「死ぬのは──怖こわくないと？」


「…………」


　レイオットは答えない。


　だがその沈黙を肯こう定ていととってジャックは言葉を続けた。


「自分の命に価値を認めてないと？」


「…………」


　やはり無言。


　だが──


「いいね」


　ジャックはにやりと笑った。


「うん？」


　物憂げに凝こごっていたレイオットの顔に初めて表情としての動きが生まれる。


「うってつけだ。まさに」


　うっすらとだが怪け訝げんそうな表情を浮かべるレイオットに、ジャックは殊こと更さら、大きく、底意地の悪い笑みを浮かべて見せた。


　この男を見ていて一つ気付いた事が在る。


　手段と目的。


　それをはき違えてはいけない。


　いや──そもそも、それらはどちらも人間という存在が生きていく上での『道具』に過ぎない。手段から目的を導き出す事だって在ってもいい筈なのだ。


　大事なのは自分でそれを決める事だ。


　要はそれに人間が使われてしまわない様に注意すれば良い。手段や目的に主体たる人間が縛しばられていては本ほん末まつ転てん倒とうだ。ジャック・ローランドという人間が、自分の為に、自分で決めて、このレイオット・スタインバーグを含ふくめた状況そのものを利用すれば良い。


　状況の為に目的を再設定する。


　つまり──


「あんたは死んでも構わないのなら、俺の技術の錬れん磨まや研究に付き合って貰う」


「…………」


「俺はね、俺を認めない馬ば鹿か共に、俺の技術を見せつけてやりたい。それには通り一いつ遍ぺんの事をやっていても駄目だ」


　それでは目立たない。


　それではジャックを馬鹿にしてきた連中を驚かせてやれない。


　そう。目的をはき違えては駄目だ。


　ジャックがすべきは、拗すねてモールドから遠ざかる事ではない。口の悪い奴やつ等らが二の句の継つげないだけの境地に──祖母ルイーゼ・ローランドをも越こえた場所に立てば良いだけの事なのだ。


「ちょっと実験的な整備方法や新しん機き軸じくの部品とか、そういったものをあんたのモールドに使わせて貰う。かなり斬ざん新しんな、前衛的なものをね。ああ──心配しなくても基礎部分はいじらないよ。全部取っ替かえてしまう様な真似はしないし、しても意味がない。あくまで実験データを採る為だからね。部品を組み込む素体をいじったら比ひ較かく検討する事も出来なくなってしまう」


　同じモールドに組み込んでみてその差を測るから実験になるのだ。


　その意味でレイオットの〈スフォルテンド〉は──基本形とも言うべき造りのモールドは最適だ。十の性能が上じよう昇しようすればそれは組み込んだ部品に十の性能上昇の効果が在ったと単純に断じる事が出来る。


「何にしても俺は余計な心配をせずに好き勝手に実験出来る──なんせ自分の命にこれっぽっちも価値を認めてない相手だ、万が一、失敗しても恨うらまれないしな？」


　レイオットは、少し驚いた様にサングラスの奥で眼を瞬しばたたかせていたが──


「──なるほど？」


　何処か皮肉っぽい表情を浮かべてそう言った。


「実験動物か」


「そうさ？」


　ジャックは挑ちよう発はつする様に更に笑う。


「嫌かい？」


「……別に」


　肩を竦めるレイオット。


「いや。むしろ──悪くない」


　それは一体どういう意味か。


　だが殊こと更さらにそれを問い質ただす愚ぐをジャックは避さけた。


　そして──


「なら今からあんたは俺の、専属戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストだ。そして俺はあんたの、専属モールド・エンジニアだ。付き合いが長くなるか、短くなるかは知らないが──よろしく頼むよ」


「…………」


　差し出されたジャックの右手を──レイオットはしばし珍ちん獣じゆうでも眺ながめるかの様な表情で見つめていたが。


「なるほど」


　やがて面めん倒どう臭くさそうな仕草で自分も手を伸ばすと、申し訳程度に握にぎって見せた。
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「──まあそんな感じ」


　黙って聞いていたカペルテータとネリンを見み回まわしてジャックは言った。


　ネリンは少し驚いた様な表情を浮かべていたが、カペルテータはいつもと変わらず無表情だ。今の話が彼女の中でどのように受け止められているのかは分からない。


　だが──


「ではジャックは、それからずっと実験を？」


「いやまあ、たまにね」


　とネリンの問いにジャックは肩を竦めてみせる。


「なんていうか、挑発半分でああは言ったものの、やっぱり死なれると寝ね覚ざめ悪いしね」


「そういうものですか」


「そういうものなんですよ」


　苦笑するネリンに苦笑を返すジャック。


　彼はベッドの上のレイオットを振り返りながら続けた。


「実際、いい実験体っていうか、テスト・ユーザーが手に入ったって意識は確かに在あったんだけどね。なんていうか──レイがあんまり平然としてるもんだから、むしろ妙に申し訳ないような気になってきてさ。ほら……そういうのない？　『どうぞご自由に』って言われたらかえって躊躇ためらっちゃう様な」


「分かりますけど」


　苦笑を深めてネリンが言った。


「今でも十分に無茶なんですよ。私としてはお二人とも、即座に資格を取って正規の運用方法に従っていただきたいんですけど」


「……まあぶっちゃけ、俺はそれでもいいんだけどね。エヴァ姉からも誘さそわれてるし」


　と頰を搔かきながら言うジャック。


　既に彼の中で必要以上のこだわりは──祖母やその取り巻きに対する意地は無い。他人がどう思おうと自分の中に確固たる技術と実績が積み上がったのを、ジャックは既に確信しているからだ。


「でも多分、レイは無理じゃないかな。彼はやっぱりまだあのモールドで戦う事にこだわってる。囚とらわれてるって言ってもいい」


「それは……」


「何かきっかけが必要だよ。レイには。彼を過去の因いん縁ねんに縛しばり付けているものから解き放つための何かが」


　ジャックは言ってカペルテータの方に視線を向ける。


「それが誰かの言葉なのか。誰かの行動なのか。それとも何かの事実なのか。それは俺にも分からないけどね」


「……どうして私を見るのですか」


　Ｃコンジエネタル・Ｓソーサリイ・Ａアデイクトの少女が無表情に尋ねてくる。


「カペちゃんが一番知ってそうだからさ」


「…………」


　カペルテータが眼を瞬しばたたかせる。


　それはこの表情に乏とぼしい少女にとって、戸と惑まどいの表現であったのかもしれない。


「付き合いは一番俺が旧ふるいかもしれないけれどね──一番、長く、子細にレイオットを見ているのは君だよ」


「…………そう、でしょうか」


　呟く様に言うカペルテータの口く調ちように、若干の躊ちゆう躇ちよじみた響きが──珍しい事だ──在る事にジャックは気付いた。


「多分ね」


　言ってジャックはベッドに横たわったままのレイオットを再び振ふり返る。


　死に場所を捜さがして足あ搔がいている男は──今はただただ無表情に眠っていた。
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　モールド。


　それは魔法使い達の鎧よろいである。


　ただし『鋳型モールド』という言葉からも分かる様に、それは外圧的な脅きよう威いに対たい抗こうするものではない。内在的な危険を押おし込こめておく為のものである。


　即ち──人を人の形に留めておく為の。


　あの史上最大の悪夢とも言うべき〈イエルネフェルト事変〉以後……魔法を不用意に使用すれば、人間である事を辞めて怪物化せざるを得ないこの世界において、モールドとは、魔法士達にとっての命いのち綱づなである。


　一いつ旦たん魔族化した人間は元には戻らない。


　故にこそ、モールドに関しては神経質な位にこだわる魔法士は多い。


　また……その性質上、モールドは使用者の肉体は勿もち論ろん、仕事の内容、流儀スタイルに合わせて特注製作オーダーメイドされるのが基本であり、その結果として個体差が激しい代物にならざるを得ない。そこに魔法士各々の個人的なこだわりまで加味されてくれば尚更だ。


　故に程度の差こそあれ、モールドはいずれも個性的である。


　モールドが魔法士から魔法士へ譲ゆずり渡わたされる場合も無いではないが──それは極めて希まれな例である。魔法士の数だけモールドは存在すると言っても過言ではない。


　故に──


「──イグジスト！」


　鋭い撃発音声トリガー・ヴオイスと共に──魔法が発動する。


　聞く者の耳を圧し、見る者の眼を眩くらませる、光と音。殆ほとんど凹おう凸とつの無い箱の様な部へ屋やの中で、それらは暴力的に跳ね回り、やがて減げん衰すいして消えていった。


　部屋の風景に変化は無い。


〈フラッシュ〉──戦闘用だが、破壊力は事実上無く、音と光のみを発する攪かく乱らん目的の魔法である。変化が無いのも当然と言えば当然だった。


『──どうですか？』


　ふと──声が掛かる。


　分厚い強化硝子ガラス製の窓を振り返りフィリシスは頷いて見せた。


「特に問題は無いみたいね」


　フィリシス・ムーグ。


　女性ながらアルマデウス帝国でも屈指の実力を持つとされる優ゆう秀しゆうな戦術魔法士。


　ただでさえ戦術魔法士は目立つ存在だが、女性で、しかも美人で、更には実家が資産家となれば話題にならない筈も無い。事実、彼女は『ＡＧＥ』誌の表紙を飾かざった事も在る有名人で──白と紫に彩いろどられた優美とも言える形状のモールド〈フォルテシス〉は、彼女の象徴トレードマークとなっている。


　だが──今現在。


　彼女が身に帯びているのは〈フォルテシス〉ではなかった。


　それは〈フォルテシス〉に比べると、やや無骨な印象の強い、青と白の塗と装そうが施ほどこされたモールドで──各部に細かな調整用の金具が付属している上、操り人形の如く全身十数カ所に導線コードが繫つながれている。


『こちらの計測器でも、問題の在る数値は出ていないですね』


　フィリシスの言葉に、強化硝子ガラスの向こう側で応じるのは──一人の女性だ。


　無論、窓は嵌はめ殺しになっている上に二重構造なので、直接は声が届く筈も無い。ややくぐもっているのは、壁に埋め込まれた伝声管を介かいしての会話である証拠だ。


『充じゆう分ぶんです。ありがとうございます──今日きようはこれで』


　そう言うと──強化硝子の向こうの女性は微笑した。


　年齢は二十代半ばといった処か。


　長身と切れ長の瞳に加えて、結い上げた髪と背筋の伸びた立ち方が、いかにも『できる女』といった印象の姿を形成している。どちらかといえば美人の部類に属するであろうが──目鼻立ちの整い方の前に、むしろ才気走った雰囲気の方が目立つ娘むすめであった。


『良かったら夕食でも一いつ緒しよに如何いかがですか？』


「内容は？」


　モールドの頭部拘束装甲を外しながらフィリシスが言う。


　鋼鉄と樹脂の仮面の下から解放リリースされた顔が、挑む様な微笑を浮かべていた。


　化け粧しようっ気は薄く、少年の様に短めで整えられた髪かみ型がたなのだが、その容よう貌ぼうには並ならぬ優美さと気品が備わっている。単に美しいだけではない。野生の獣けものや、ある種の刀とう剣けん類にも通じる様な──媚こびや緩ゆるみといった不純物を一切含まぬ、透とう明めいで凜りん然ぜんとした雰囲気がこの娘には在った。


『〈バブル・ネスト〉のコースを』


　強化硝子の向こうから笑い含みの声が届く。


『勿論──ヴィンテージ物のワインも付けて』


「乗りましょう」


　フィリシスは即そく答とうした。
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　モールドは維持費の掛かる装置だ。


　特に過か酷こくな環境においての稼か働どうを前提とするタクティカル・モールドやレスキュー・モールドは一度使用すれば必ず整備に出される事になる。これは法に規定される魔法士達の義務だ。整備を怠おこたって万が一にも魔法士が魔族化すれば、本人の命のみならず、大量の死傷者と損害が発生するのは必至だからである。


　無論これは無資格の魔法士達も同様である。


　切せつ羽ぱ詰つまった自殺志願や破は滅めつ願望でもない限り、魔法士たる者はモールドの整備を欠かさない。もっとも、無資格の魔法士がモールドを整備できる場所は限られてくる。その結果として彼等は正規の魔法士よりも事故で魔族化する事が多く──魔法管理局ではこれが最近、『黒本』と並んで問題視されている様だった。


　それはさておき……


「そういえば」


　午後のＪＲ総合機器研究所。


　いつものモールド整備を終え──引き取りに来た依頼主達を相手に、一仕事の後のお茶を満まん喫きつしていたジャックは、ふと思い出した様子で言った。


「レイさ。モールドを新調するって話はどうするよ？」


「またそれか」


　苦笑して言うのは、机を挟んでジャックの対面で茶を啜すすっていた青年である。


　中途半端に伸びた髪に、何ど処こかやる気のなさそうなだれた表情、鼻先に引っかけた丸レンズのサングラス。目鼻立ちはよく見れば端たん整せいだが、全体的に他の付属品が青年全体の雰囲気を、妙に胡散うさん臭くさいものにしていた。


　レイオット・スタインバーグ。


　戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストを生業なりわいとする人物であるが──それは事実上の話であって、アルマデウス帝国の法制度上は単に『無職』となる。国家制度として魔法士は資格制、登録制になっており、たとえアルマデウス帝国でも屈指の実力と実戦経験を持つとされていても、書類上はレイオットは戦術魔法士ではない。


　もっともそれはジャックも同様だ。


　彼もまたモールド・エンジニアとしての資格を持っていない。法律上の立場としては街の機械工に過ぎず──彼がモールドを整備するのもまた違法である。魔法管理局はレイオットと共に彼の存在について見て見ぬふりをしているが。


「またって程勧すすめてないと思うけどな」


　とジャック。


　とはいえ彼がレイオットにモールドの新調を勧めるのは──単なる思い付きの様な口調の時も含めれば──これで四度目だ。


　純粋に技術者として、モールドを一着造り上げてみたいのだろう。だがレイオット同様、モールド・エンジニアとしてはジャックも無資格なので、『モールド造ります』と宣伝して注文を募つのる訳にもいかない。ならば既に付き合いのある相手のモールドを──と考えるのは自然である。


　その度にレイオットは曖あい昧まいに答えをはぐらかしてきた。


　だが……


「まあ愛着云うん々ぬんはさておき、考えてもいいんだがな。特に俺みたいに正規の魔法士じゃない立場の者は、予備の装備が在るに越こした事は無い」


　実の所、正規の魔法士と──仕事の事務処理的な采さい配はいを、半ば魔法管理局に委任出来る魔法士達と異なり、レイオットの様な無資格の魔法士は、どうしても特殊な状況や現場に置かれる事が多い。


　普ふ通つう、魔法士が一度モールドをまとって仕事をこなすと、三日間は強制待機期間というものを取るのだが、実際には一週間以内に仕事を再度受ける魔法士はまず居ない。


　これは、どうしてもモールドの整備に日数がかかるからだ。


　大抵のモールドが、注文製作で構造が微妙に異なり、作業が定型ルーテイン化出来ない事、エンジニアの数が少ない事、更には部品数が多く分解組み立てには手間が掛かる事、そして何より整備の失敗は命にかかわるので何重ものチェックが入る事、などからモールドの整備はどうしてもかなりの手て間ま暇ひまを要する。


　当然、魔法管理局もこの事は承知しており、一度仕事を回した魔法士には特殊な事情が無い限り一週間以上の時間をあけるのが常である。


　ただし、戦術魔法士Ｔ・Ｓ、救命魔法士Ｒ・Ｓといった、事件が発生すれば出動せざるを得ない魔法士達は、どうしてもその様な余裕が無くなる場合も在る。レイオットの様に魔法管理局以外からも違法に仕事を受けたりする場合は、尚更だ。


　この為、同型のモールドを複数所有している魔法士や、予備のモールドを常に一着用意している魔法士もいるのだ。


「別に金が無いって訳でもないだろ？」


「そりゃそうだが」


　レイオットは無資格の戦術魔法士の割には金にあまり汚きたなくない。


　とはいえ──そのこなしている仕事の数が多いので、平均的な戦術魔法士よりも収入は多い。モールドの一着や二着は新調してもそう懐ふところは痛まない筈はずであった。


「カペちゃん。ちなみにレイの貯金額って今いくら？」


　ジャックが視線を向けたのは、レイオットの隣で、両手でマグカップを包む様にして茶を飲んでいる少女であった。


　可愛らしい顔立ちの少女だ。


　もっとも血の様に真まっ赤かな髪の色、同じく真っ赤な瞳ひとみ、眉まゆ毛げの代わりに額ひたいに備わる小さな球面、そして何より仮面の様な無表情が、その容姿を何処か人形めいたいびつなものに見せている。


　少女の名はカペルテータ・フェルナンデスという。


　魔族メレヴエレントに暴行された人間の女性が産み落とす存在──先天性コンジエネタル・魔力ソーサリイ・中毒患者アデイクト、俗称『半魔族ハーフ・ブルート』もしくは『出来損ないデイフエクテイブ』。


　それがこの少女だった。


　レイオットの行く所に、まるで影の如ごとくついて回る少女であるが……彼女とレイオットとの関係を一言で言い表せる者はジャックを含めて居ない。助手、愛人、友人、同居人、親の仇かたき、愛あい玩がん動物、その他諸々。恐らくは本人達すら把は握あくしていないだろう。


　とはいえ常にレイオットの側に居て彼を見続ける少女は、最もレイオットについて──場合によっては本人よりも──よく分かっている存在でもある。


　現に……


「百七万三千五百四十二ドルク七十四センテです」


　すらすらとまるで目の前の数字を読み上げる様に言うカペルテータ。


「先週の数字なので、利子や引き落としで多少は変化しているかもしれませんが」


「……って。なんでお前がそんな数字知ってる？」


「通帳が机の上に放り出してあったので」


「…………」


　レイオットは溜ため息をつき、ジャックが苦笑を浮かべる。


　カペルテータは記き憶おく力が良い上に注意力も在る。彼女にとってみればレイオットが放置していた通帳の数字など、一瞬目にすれば覚えてしまうものなのだろう。


「意外に貯ため込こんでないな。倍は稼かせいでるかと思ったんだけど」


「レイオットは計算が雑なので、大きな浪ろう費ひは在りませんが、細かい浪費が恒こう常じよう的てきに累るい積せきします」


　とカペルテータ。


　無表情なだけに、冷れい厳げんたる事実を突つき付ける感じで──何やら辛しん辣らつな評に聞こえる。


「老後の豊かな生活にはあまり興味が無いんでね」


　肩を竦めて言うレイオット。


　彼は作業台の上に置かれた愛用のモールド〈スフォルテンド〉を振り返りながら言った。


「お前を信用しない訳じゃないんだが──どうもな。今のやつに身体が馴な染じみすぎたというか……」


　ジャックがレイオットと出会った時点で、既に彼はこのモールドを所持していた。


　明らかに中古らしいこのモールドを彼が何処で手に入れたのか、前の持ち主がどうなったのか、ジャックは知らない。


　だがレイオットがこのモールドにやたらと思い入れを抱いだいているのは知っている。それが彼を過去に向かって縛しばり付けているらしい──という事も含めて。


「枕まくらが変わると眠ねむれない子供みたいなものかな？」
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「……そう言われるとえらく情けない感じなんだが」


　レイオットは苦笑した。
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「変わった戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト？」


　ビストロ〈バブル・ネスト〉。


　店てん舗ぽは四人掛がけのテーブル席が五組在るだけの、こぢんまりしたものだが……テーブル一つに確保する空間が広く、あまり狭せま苦くるしさを感じさせない。むしろ少人数の客故に、可能な細かい処まで目が行き届く感じの接客態度は、贅ぜい沢たくな雰囲気すら感じさせる──そんな店だった。


「ええ。別に救命魔法士でも良いのですが」


　頷うなずくのは、先程フィリシスと共に、何やら実験めいた作業をしていた女性である。


　彼女の名はエヴァ・イーミュン。


　年齢二十六歳。


　東方国家群からの移民二世で、ローランド工房のエンジニアの一人である。


　創業者にして今なお現役と言われるルイーゼ・ローランドの愛まな弟で子し。モールド製作・調整に関する知識と技術もさる事ながら、経営学にも通じ、最近は工房の運営を事実上任されているという才さい媛えんであった。


　見るからに硬質で『出来る女』然ぜんとしたエヴァと、自然体だが鋭い刃は物ものの様な美しさを内包したフィリシスとが並んで食事をしていると……何というか、実に絵になる。


　なので先程から他の客や給仕がちらちらと二人の方を盗ぬすみ見てたりするのだが、二人は全く我われ関かんせずと言った様子で話を続けていた。


「失礼ながらフィリシス──貴女あなたは余りにも隙すきが無い」


　エヴァは几き帳ちよう面めんにサーモンのパテを格子状に切り分けながら言った。


「無意識のものかもしれませんが、動きや魔法の使い方が洗練されすぎていて、耐たい久きゆうテストや動作テストには少々不満が残ります」


「褒ほめ言葉と受け取っておくよ」


　苦笑するフィリシス。


「確かに褒め言葉にもなるでしょうが。私の理想とする〈アセンブラ〉には可能な限り多種の運用データが必要です。貴女のデータだけでは予想外の事態に対処する機構足り得ない──」


「まあそれは分かるけどね」


「なので変わった運用の仕方をする戦術魔法士に、心当たりが在れば御ご紹しよう介かいいただきたいと思うのです」


「ビーチャムの奴は変わってるけど──あれも正統派って言えば正統派か。モールド新調したばっかで興味も無いだろうし。まあ他には……」


　二口ほどジャガイモの冷製スープを口に運んでから──フィリシスは言った。


「それってさ。例えば無資格の魔法士でもいいの？」


「構いません」


　躊ちゆう躇ちよも逡しゆん巡じゆんも示さず即座に頷くエヴァ。


　面白そうに彼女を眺めながらフィリシスは言った。


「……貴女も目的の為には手段選ばない類タイプよね。まあ見るからにそういう感じなんだけど」


「褒め言葉と受け取っておきます」


　微苦笑で応じながらエヴァは言った。





　　　　●　　●　　●





　電話が鳴る。


　レイオット達が帰り──モールド〈スフォルテンド〉の整備に使った工具類を片付けていたジャックは、スパナで頰ほおを搔かきながら、壁かべ際ぎわに螺ね子じ止めしてある電話機に向かって歩いていった。ちなみに電話が壁に直じか付づけしてあるのは、大量の工具や部品の山に埋うもれてしまわない様にとの、何処か間違った感じの配はい慮りよからである。


「はい──ＪＲ総合機器研究」


『ジャック。元気かい？』


「…………」


　ジャックは顔をしかめてその場に立ち尽つくす。


　思わず落としかけたスパナを慌てて持ち直し、しかしそんな様子を電話線の向こうに悟らせまいと努めて冷静な声を出す。


「お婆様こそ、お元気な様子で」


『よしとくれ──気色悪い。何か変なものでも喰くったかい？　私の孫は祖母の顔を見て「クソババクソババ」って恥はずかしげも無く連呼する奴だけさね』


「いつの話をしてるんですか。その度に作業ブーツでげちょげちょに蹴けられたのは忘れ得ぬ少年時代のほろ苦い想い出ですよ──師し匠しよう」


『師匠』の一語に力を込めてジャックは言った。


『ま──昔話はいいやね。今日きよう電話したのはちょっとした忠告だよ』


「忠告？」


『念のために先に聞いておくけど。もう一度うちに戻ってくる積もりは無いかい？』


「何を今いま更さら。お婆様の下には、俺より優秀なお弟子さんが何人も居るでしょうに」


『ま──そうなんだがね。部下としては優ゆう秀しゆうでも弟子としては物足りない奴が殆ほとんどさね』


「それはご愁しゆう傷しよう様で」


　言ってからふと思い出した様にジャックは言った。


「他の人はともかく、エヴァ姉──もといイーミュン女史は相当なものでしょうに」


『そうそう。そのエヴァさ。用件はね』


「はあ？」


　顔をしかめるジャック。


　エヴァ・イーミュン。


　ジャックにとってみれば姉あね弟で子しに当たる存在だ。


　無論ジャックはルイーゼの血の繫がった孫である為に、弟子の順列には組み込まれていないが──年齢が近かった事もあって、ジャックはルイーゼからではなくエヴァから学んだ事も少なくない。少女ながらもルイーゼの若い頃を連想させる才気の迸ほとばしりは、ジャックの目にも明らかだった。


『あの子は近いうちに、そっちにも顔出すと思うよ。あんたもあの子から学ぶ所は在あるだろうが、あの子もあんたから学ぶべき部分が在る。よろしくしてやっとくれ』


「意味が分かりませんね」


　とジャック。


「イーミュン女史は俺の姉弟子ですし──既にお婆様の後こう継けい者しやとして有名でしょう。下町の機械工に教わる事など在るとは思えませんが？」


『分からないなら分からないでいいよ。とにかくよろしくしてやっとくれ』


「……はあ。お婆様の御依頼とあれば」


『じゃあね』


　言うだけの事を言って電話は一方的に切られてしまった。


「……なんなんだろうね、一体」


　ジャックは溜め息をつき、そして工具の片付けに戻った。
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　エヴァ・イーミュンと名乗る女性から連れん絡らくが在ったのは、ジャックの処に〈スフォルテンド〉を預けた翌日の事であった。


　フィリシスの紹介だという。


　詳しい事は会ってから──という彼女に対して断る理由も特に無かった為、レイオットは会う事を承しよう諾だくした。


　そして──


「ローランド工房のエヴァ・イーミュンです」


　スタインバーグ邸ていの玄関前でその女性は一礼した。


　彼女の背後には大型のトレーラーが一台、背景を埋める様にして停車している。


　背後に積まれている貨物庫コンテナも、レイオットが知る限り法定限度ぎりぎりの巨大さである。何やら相対する者を威い圧あつする様な光景にも見えるが──エヴァ本人はいたって淡々とした印象であった。


「行商にでも来たのか？」


　トレーラーを眺めながら言うレイオット。


　無論、冗じよう談だんの積もりだったのだが──


「当たらずとも遠からず──といった処でしょうか」


　微苦笑を浮かべてエヴァが頷く。


「詳しくは中で」


　トレーラーを示しながらエヴァが言った。
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　かつて──といっても未まだ何年も経過している訳ではないが──トリスタン市の暴ギ力ヤ組ン織グが創つくり出し、市場に流通させた違法のモールドが在った。


〈シェル〉と呼ばれる簡易式モールド。


　それはある意味で革命的でもあった。


　基本的に使用者個人に合わせて創つくられるモールドは、汎はん用よう性せいや応用性が低い。


　それが──それまでのモールドの長所でもあり弱点でもあった。


　長所とは、大量生産されて違法に出回る可能性が低いという事であり──弱点とはそれ故ゆえに生産性の低さ、代だい替たい性の低さから、高価にならざるを得ないという事だった。


　だが……〈シェル〉は違った。


　幾つもの機能や性能を犠ぎ牲せいにしつつも『大量生産』を可能にしたのである。


　無論──簡易式であるが故の不具合も多く、出回った〈シェル〉の使用者の半数近くが魔族化、更に魔族化を免まぬがれた残りの者も、ろくに魔法戦闘に馴なれないままに手に入れた力に振り回され──警察に射殺される事となった。


　要するに〈シェル〉は一般人の『圧あつ倒とう的な力への憧あこがれ』を満たす為の道具であって実用に耐たえるものではなかったという事だ。


　だが──


「それでも〈シェル〉の発想には見るべきものが在りました」


　トレーラーの貨物室の扉とびらを開きながらエヴァは言った。


「そもそも現在の魔法士の人手不足は、その装備たるモールドの製作・整備に費用と時間が掛かりすぎる事から来ています」


「まあそれは分かるが」


　とレイオット。


　その性質上、部品の大半が一品物──つまりは特注であるモールドは大量生産が効かず、どうしても前述の通り高価になり、生産や調整にも時間がかかる。


　これが新規魔法士の参入を妨さまたげる原因であるとは、しばしば言われてきた事だった。


　つまり経済的にも、時間的にも、ある程度の余裕を持っている者で無ければ、魔法士になりにくいのだ。


　多額の借金をしてでも装備一式を整ととのえる魔法士達も居るが、モールドの整備費や借金を払うために無理な仕事を受けて魔族化、あるいは犯罪に走って射殺されるという事例も少なくない。


　それが全ての原因──と割り切ってしまうのは危険だが、モールドの高価な事が巡めぐり巡って人手不足、そして魔法士達の過剰労働オーバーワークという悪あく循じゆん環かんを創り出す原因の一つになっているのは間違いなかった。


　だが──


「まさかこれは」


「ええ──私的な〈シェル〉の改良版であり、今後、魔法士業界の在り方すら変える可能性を秘めたものと、自負する商品です」


　相変わらずの淡々とした口調であるが、そこに若干の誇らしげな響きを感じるのはレイオットの気のせいではなかろう。


「〈アセンブラ〉──未だ正式名めい称しようではありませんが」


　言ってトレーラー内部をエヴァは示す。


　そこには──幾つものモールドの部品がぶら下げられていた。


　腕。脚。頭。胸。腰。


　それぞれの部分がまるで食肉業者の解体場の様に整然とぶら下げられている。


　特筆すべきはその各部の──何というか、意匠デザイン的な統一感だろう。


　通常のモールドに較くらべると、全体的にのっぺりした外見なのだが、接合部は調整の為か複雑な接合部品や関節機構が組み込まれている。大量生産の安やす物もの──と言ってしまうと語ご弊へいが在るだろうが、明らかに統一規格を意識した造りになっていた。


「まさか──これはあれか？　吊つるしの背広みたいな……いわゆる簡易注文製作イージーオーダーのシステムか？」


　さすがに驚いた口調でレイオットが尋ねる。


「その通りです」


　満足げに頷くエヴァ。


「使い捨てとまでは言いませんが、基本的に規格部品を多用していますから、破損時にはユニットごと交換すれば簡単に修理できます。まとまって生産する事で部品単価も下げられますし、今まではエンジニアの感覚や感性に頼っていたが故に無駄の多かった細部の造りデザインも、整理してあります。無論、戦術魔法士から工業魔法士まで、様々な魔法士の仕事に使える様に、汎用性を確保した上で」
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「はあ……」


「無論、今在るモールドの全てを即座にこれに置き換える、などと傲おごっている訳ではありません。しかし予備のモールドとして、あるいは今後魔法士業界に参入する人々の定番スタンダードとして販はん売ばいしていけたら、と考えております」


「まあ言いたい事は分かるが──」


　ふと脳裏に眼鏡で童顔の魔法監督官の顔を思い浮うかべながら、レイオットは言った。


「法律的にまずくないのか？　モールドの登録制とかで何か引っかかる気がするが」


　魔法は犯罪に使われれば──特に暴力犯罪に使われれば、深刻な被害を周囲にもたらす。


　特に戦術魔法士は、個人の機動性と重戦車の攻撃力を併あわせ持っている存在である。当然ながら魔法士達の道具──スタッフ、モールド、そして消しよう耗もう品ひんたる拘束度デユラビツト端たん子しや封呪素筒まで──はその製造販売を厳しく法律で統制されており、モールドやスタッフ、モールドキャリアといった耐久消費財に関しては、登録制が義務づけられている。


　だが、エヴァの〈アセンブラ〉がこの登録制度を微妙にしてしまうのは間違いが無い。


　何しろ部品を次々と入れ替かえていけるのだから──何処までが登録された品で、何処までが新規に造られた品なのかの区別もつきにくいのだ。


「そちらの折せつ衝しようも魔法管理局と折衝済みです。先まずはケースＳＡの多いトリスタン市において期間限定の特別条例を制定、実験的に一年間余り運用する許可を取れる予定になっています」


「はあ……」


　それは手回しが良い事である。


　そこまで行けばモールド・エンジニアというより、営業や政治の世界になってくる訳だが……このエヴァ・イーミュンという女性には、それらもそつなくこなしてしまいそうな雰囲気が確かに在った。


「しかしそれなら、わざわざ何で俺に？」


　まさか本当に行商に来た訳でもなかろう。


　単に宣伝というのならレイオットの様な無資格の戦術魔法士の処よりも、先に回るべき相手は沢たく山さん居る筈だった。


「私は〈アセンブラ〉に自信を持っていますが──だからといって新規開発のシステムに支障が出ないなどと、楽観視する程、傲ごう慢まんでもありません。特に戦術魔法士や救命魔法士は、過酷かつ不安定な現場状況でモールドを使用する為、技術者の私が想像もしなかった様な不都合が生じる可能性が在ります」


「それならフィリシスに試験運用頼めば事は済むんじゃないか？」


　エヴァを紹介してきたのがフィリシスなのだから──恐らくこの女性技術者は、あのアルマデウスでも屈指の実力を持つとされる正統派戦術魔法士にも協力を依頼している事だろう。


　またフィリシスはこういう『目新しい事』や『変わった物』が好きなので、金を払われずとも一枚嚙かんでいる可能性が高い。


　だが──


「無論、ムーグ嬢じようには御お願ねがいしていますが──彼女は魔法の使い方が綺麗過ぎます」


「……ああ成る程ね」


　頷くレイオット。


「つまりはあれか。正統派のデータは揃ったから、正規の資格も持っていない非正統派の無茶な使い方のデータをサンプリングしたいって事か？」


「不ぶ躾しつけながらそういう事になります」


　生真面目に頷いて見せるエヴァ。


「遠慮無く言うな」


　レイオットは苦笑する。


　歯に衣きぬを着せぬ物言いだが、レイオットを嘲あざわらったりする様な響きは微み塵じんも無い。良くも悪くも率直で飾かざり気の無い女性であった。


「無礼はお詫わび致いたします。しかしこちらもそれだけ真しん剣けんだと理解して頂けないでしょうか？　聞く処によるとスタインバーグさんは予備のモールドを持って居られない様子。実際の仕事に使う使わないの判断はお任せしますから、予備としてでも私の〈アセンブラ〉を使って頂けませんか？」


「ふむ……？」


「無論、代金は頂きません。その代わり、実際の仕事以外にも、施設で仮想戦闘実験等にも御協力頂ければ……と考えております。フィリシス・ムーグ嬢には既に了りよう解かいを頂いておりますが」


「うーむ……」


　客観的に見れば決してこれは悪い話ではない。


　ローランド工房は元々モールド製作ではアルマデウスでも一、二を争う老舗しにせであり、その技術蓄積から造られたのなら、この〈アセンブラ〉もそれなりの性能は持っている筈だった。〈シェル〉を喩たとえに出してはいたが、恐らくその性能は粗そ悪あくな密造品などとは全く較くらべものになるまい。


　無論、この〈アセンブラ〉計画そのものが、エヴァの勝手な先走りという可能性も考えないではないが──工房の長たるルイーゼ・ローランドの性格を多少なりとも知っているレイオットとしては、弟子の仕事だろうと何だろうと、工房の評判を落とす様な品を世に出す様な真似は、絶対に彼女が許さないと分かっていた。


　また……ジャックの指し摘てき通りレイオットの〈スフォルテンド〉がそろそろ老ろう朽きゆう化してきているのは事実である。いくら整備や修理を万全に行っても、このまま使い続ければいつか破は綻たんするという事は、レイオットも気付いていた。


　とはいえ──


「フィリシスから聞いていると思うが、俺のモールドは普ふ段だん、ジャック・ローランドに整備・調整して貰っている」


「……はい」


　頷くエヴァ。


　その表情が微妙に引きつって見えたのは、レイオットの気のせいであろうか。


「彼からも実は新調を勧すすめられているんだよな。未まだ本格的に考えてはいないんだが」


「なるほど」


　エヴァは頷いて──言った。


「ジャックの技量と才能については私もよく存じ上げております。一応、昔なじみではありますし」


「……だろうな」


　ルイーゼの弟子ならば、孫のジャックと顔見知りだというのは不思議でも何でもない。


「ですが──」


　眼を細めてエヴァは言った。


「私達はあくまで玄プ人ロとしてモールドを造ってきた自負が在ります。遊び半分の素人しろうとの造るモールドと、玄人の品質管理された製品と、どちらが命を預けるに足るものか、一度おためし頂ければと」


「…………」


　レイオットは瞬まばたきして黙だまり込こむ。


　どうやらこのエヴァ──ジャックにあまり良い感情を抱いていないらしい。


　単に性格が合わないのか、それとも職人としての競争心や敵てき愾がい心しんなのかは分からないのだが……才女としての顔の下には、意外と感情的なものが渦うず巻まいている様だった。


「しばらく……考えさせてくれるか？」


「はい。ですが、折角なのでとりあえず一式は置いて行かせて貰ってよろしいですか？」


「あ……ああ。断る理由は……無いな」


　言ってレイオットは肩を竦すくめた。
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　労務省魔法管理局トリスタン支局──ネリン・シモンズ二級魔法監督官。


　彼女にとって、スタインバーグ邸通いは既に定例行事となっている。


　何やら口さがない連中は──そういう連中は何処にでも居る──レイオットとネリンが癒ゆ着ちやくして居るだの、男女の関係が在るだのと噂しているらしい。まあ標準的な魔法士と監督官の関係よりは、確かに密になっているとネリンも思う。


　ただし彼女がスタインバーグ邸に通う理由は純然たる職務上の責任感からである。担当の魔法士の日常的な管理も、監督官の仕事だと彼女は考えていた。特にレイオットの様な自じ堕だ落らくな生活をしている者に対しては。


　とはいえ──


（ちょっと最近は馴なれ合いが過ぎるかもね）


　そんな風にネリンは思ったりもする。


　どうもレイオットに正規資格を取らせる筈はずの小言に関しても、言う方も言われる方も馴れてしまい、何というか──それこそ定例儀ぎ式しき化かしている感が在る。


　レイオットが正規資格を取りたがらない事に関しては、実はネリンなりに理由の推測は付いている。


　ああ見えてもレイオットは意外に実直というか、生真面目な処が在る。少なくとも無意味に反体制派を気取る様な性格ではないし、仕事に関しては自ら対魔族戦に限定している以上、違法性は低い。


　となると……彼が正規資格を取る障害となるのは、モールド関連という事になる。


　レイオットが形式としてかなり旧ふるいモールドを使っているのはネリンも気付いていた。そしてそれが恐らくは、過去に一度使用者が魔族化したモールドであろう事も。


　恐らく──レイオットはあのモールドを取り上げられるのが怖いのだ。


　正規の資格を取ればどうしても検査が入る。モールドに関しては特注部品が多い為、密造品でもない限り、その素す性じようを辿たどり易やすい。そして過去に一度でも使用者が魔族化したモールドは使用を許可されず、廃はい棄き処分にされてしまう。


　これは法制度上例外は無い。


　そもそも人間の魔族化の機構は今なお解明されきっておらず、若干ながらモールドの設計にも経験則だけで組み立てられた曖あい昧まいな部分が残っている。この為、魔法管理局は不安要素を徹てつ底てい的に排はい除じよする事で、今の魔法士業界を管理しているのである。


（多分……スタインバーグさんがこだわっているのはあの〈スフォルテンド〉だ）


　ネリンは思う。


　だが……だからといってネリンは強制的にレイオットからあのモールドを取り上げる気にはなれなかった。


　あれが『形見』であろう事も想像に難かたくないからである。


　とはいえ──


（こんな事だから癒ゆ着ちやくだとか愛人とか言われるのよね）


　微苦笑を浮かべながらネリンはスタインバーグ邸の側に車を止める。


「…………？」


　ネリンは怪け訝げんの表情を浮かべて車を降りる。


　何やら大型の──やたらと大きなトレーラーがスタインバーグ邸の前に停とまっている。


「何？　一体何？」


　呟きながら玄関に行って呼よび鈴りんを押す。


　待つ程の事も無くカペルテータが出てきてネリンを邸内に入れてくれた。


「カペちゃん。表のトレーラー何？」


「私もよく分かりませんが」


　カペルテータは言った。


「レイオットはお客様と居い間まに」


「お客様……ねえ」


　何か違法な仕事の依頼だろうか。


　だったとしたら見過ごす訳にはいかないのだが……


　そんな事を考えながら居間に案内されたネリンが見たものは。


　若い女性と。


　それから──


「…………!?」


　レイオットの裸ら体たいだった。
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「──おや」


　部屋の入り口で硬こう直ちよくするネリンを振り返ってレイオットは言った。


「来てたのか」


「き……来てたのかって──あの。すいません、御お邪じや魔ましました！」


　ネリンは言ってから、回れ右をして廊ろう下かを玄関に向かって戻っていった。


「…………」


　レイオットはしばし考え。


「──ああ」


　下着一枚の自分の身体を見み下おろして頷いた。


「なるほど──その手の現場だと誤解した訳か」


「……誤解を解かなくても良いのですか？」


　計測器の数値をボードに留めた書類に書き込みながらエヴァが言う。


　言うまでもなく、レイオットが裸はだか同然の格かつ好こうをしているのは、〈アセンブラ〉をレイオットに合わせて微び調ちよう整せいする為だ。別に男と女の秘め事の為ではない。


　レイオットはレイオットで、モールドを纏まとう際はいつも同じ状態をカペルテータに晒さらしているし、水着を着ていると思えば気にもならない。


　一方、エヴァはエヴァでモールド・エンジニアである以上は男性の下着姿など馴れきっているだろう。いちいち医者が異性の身体を見て赤面しないのと同じだ。


「まあ放っておけば冷静になって戻ってくるだろう」
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　放っておくまでもなく、ネリンは玄関に辿たどり着いた時点で冷静になっていた。


　いくらレイオットが常識知らずでも、秘め事の最中はカペルテータに部屋へ寄らない様にと釘くぎを刺しておくくらいはするだろう。


　という事は、あればそういう事でなく──とそこまで考えて思い至った。


　モールドの新調である。


　もしレイオットがモールドを新調する場合はジャックの処で、とネリンは勝手に思い込んでいた。なので発想が『モールド新調の為の計測』に至らず──見ず知らずの女性と居る下着姿のレイオットを見て混乱したのである。


「うー……間ま抜ぬけ」


　玄げん関かん先さきに座り込みながら呟くネリンに、そっとカップが差し出される。


　振り返ると紅い髪の少女が無表情に立っていた。


「あ──ありがと」


　と香茶を受け取りながら、ネリンはカペルテータに微笑ほほえみかけた。


「スタインバーグさん、モールドを新調するの？」


「分かりません。先日もローランドさんからは勧められていましたが」


「うーん……？」


　レイオットの側に居るこの少女が知らないとなると──一体どういう事なのだろうか。


　そんな事を考えていると──


「…………落ち着かれましたか？」


　背後から声が掛かる。


　振り返ると──先程レイオットと共に居間に居た女性が立っていた。


「あー……ええと」


「一応、誤解の無い様に申し上げておきます」


　女性は怜れい悧りな口調で言った。


「私はローランド工房のモールド・エンジニアでエヴァ・イーミュンと申します。今回は新型のモールドの試験運用に関して、スタインバーグさんにお力ちから添ぞえを御願いしに来たのです」


「はあ……新型モールド、ですか？」


　特注品が前提のモールドに新型も何も無い筈だが──


「細かい事はいずれ。魔法管理局の方にも書類は提出しているので、そちらを見て頂いた方が誤解が無いかと」


　エヴァはネリンの制服を見ながら言った。


「はあ……」


「いずれ、私の提案した新方式のモールドが、貴女あなた達の労働も軽減すると思います。スタインバーグさん絡がらみか、あるいは魔法管理局絡みで、何かまた貴女にも御願いする事が在るかも知れませんが、その際にはどうかよろしくお願いします」


「は……はい」


　立て板に水とすらすら言われ──ネリンとしてはただ頷くしかない。


「では失礼します」


　一礼してエヴァはトレーラーに乗のり込こんだ。


　鈍にぶい地鳴りの様なエンジン音が湧わき──鋼鉄の巨きよ体たいがゆっくりと動き始める。立ち去るのではなくどうやら荷物の積み降ろしをする様で、トレーラーはゆっくりとスタインバーグ邸の裏へと回っていった。


　それを眺めながら──ネリンは。


「……えっと。どういう事？」


「よく分かりません」


　カペルテータの答えは当然と言えば当然だった。
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「……ええと。すいません」


　とりあえず片手を挙げてそう言ってから居間に入る。


　幸いな事に──既にレイオットはシャツとズボンを身に着けていた。


　彼は苦笑しながらソファに腰を下ろし、ネリンにも座る様に身み振ぶりで勧めてくる。


「別に謝られる様な事でもないがな」


「まあそうなんですけどね」


　と溜め息をつくネリン。


　改めてカペルテータが運んできたお茶を受け取りながら、ネリンは言った。


「でも……スタインバーグさん、モールドの新調なんてどういう心境の変化ですか？　それもローランドさんの処ところじゃないなんて」


「──まるで責めてる様に聞こえるが」


　苦笑してレイオットが言う。


「あ……いえ。そういう訳ではないんですが……ええと」


　ネリンの立場からすれば、モールドの新調は歓かん迎げいこそすれ責める筋合いのものではない。それが正規の資格を持ったモールド・エンジニアなら尚更だ。ジャックは確かに腕の良い技術者だが、レイオットと同じ無資格──公的にはジャックにモールドを造る資格も権限も無い。


「いや……単に『お試しに置いていくから使ってくれ』って言われただけなんだがな」


　困こん惑わく顔のネリンを眺めながら言うレイオット。


「お試し、ですか」


「新機軸の量産型モールドだとさ。詳しい事は上司にでも聞いてくれ。あの様子じゃもう役所への根回しは済んでるっぽい」


「はあ……」


　曖あい昧まいに頷くネリン。


　彼女はほんの少し間を置いて──


「スタインバーグさん」


　ふと口調を改めて言った。


「前から一度聞こうと思っていたんですけど」


「うん？」


「あのモールド〈スフォルテンド〉は中古ですよね？」


「……そうだな」


　頷くレイオット。


　ネリンは更にしばらく間を置いてから──言った。


「元の持ち主は魔族化してますね？」


「…………」


「言いたくなければ言わなくていいです。ただ、私は──スタインバーグさんが、あのモールドにこだわる理由が分かりません」


「…………」


　レイオットは無言のままだ。


　ネリンは言葉を続けた。


「多分あれは『形見』なんでしょうけど……」


　言ってネリンは車庫の方を──〈スフォルテンド〉の在る場所を振り返る。


「別にスタインバーグさんがその人から貰ったものは、あのモールドだけではないんでしょう？」


「……そうだな」


　ようやく溜め息をつくかの様にレイオットは声を出した。


「なら、あのモールドに特にこだわる必要は無いんじゃないですか？　スタインバーグさんが資格を取らないのも、あのモールドを専門のエンジニアに検査されたくないからでしょう？　でも──そこまでしてこだわる必要が在るんですか？」


「…………」


　レイオットは再び口をつぐむ。


　ネリンは──正直、踏ふみ込こみすぎたかとも感じていたが、今更、話を止める訳にもいくまい。口調をむしろ強めて彼女は続けた。


「形見とは、その人を偲しのんで思い出して、そして哀かなしみを少しでも軽くする為のものです。生き残った者を縛る鎖ではありません」


　噂される様な男女の関係ではない。


　既にこの会話が自分の仕事の領分を逸いつ脱だつしつつあるのは分かっていたが……それでもネリンは友人としてこの不器用な戦術魔法士の負担を軽くしてやりたかった。


　しかし……


「──あれは」


　レイオットは微苦笑を浮かべて言った。


「俺の罪の形だ」


「…………スタインバーグさん」


「あれを捨ててしまえば俺は、己おのれの罪も一緒に捨ててしまう恥はじ知しらずになってしまう様な気がしてな」


　言ってレイオットは肩を竦すくめる。


「貴方あなたはもう充分に苦しんだのではないですか？」


「それは貴女の決める事ではないよ、ネリン・シモンズ監督官」


「…………すいません」


　項うな垂だれるネリン。


　そう。それはその通りだ。どれだけ慰なぐさめや言い訳の言葉を重ねても、どうにもならない事というものは在る。本人の中で納得がいかなければ他人の言葉は結局、全て中身の無い譫たわ言ごとに過ぎない。


「正直、もういいんじゃないかって思う時もある」


　レイオットは溜ため息混じりに言った。


「あるいは、あれは俺の罪の形なんてもんじゃなくて、単なる未練なのかもしれんと思う時もある。だが──自分でもよく分からないんだよな」


「…………」


「だから実は迷ってる。あれを捨てるべきなのか。それとも未だ使い続けるべきなのか。あれが俺を縛るものだというのは同意するが、縛られなくなって本当に良いものかどうか、俺には未だ確信が持てない」


　微苦笑を浮かべて付け加えるレイオット。


「ま──もうしばらく待ってくれ」


「はい」


　そんな曖昧な言葉に──何な故ぜかネリンは素直に頷いてしまった。
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　窓の外を風景が流れ去っていく。


「…………ジャック」


　ローランド工房へと戻る道中。


　エヴァはぼんやりと牧歌的な田舎いなか道みちに視線を放散させながら呟いた。


「努力を怠おこたらぬ秀しゆう才さいが、天才を追い抜ぬく事も在るのだと──思い知らせてあげる」


　その台詞せりふはひどく小さなもので──傍かたわらに居るトレーラー運転手の耳に届く事も無く、消えていった。
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　電話を置くと──助手の少女を振り返る。


「行くぞ。仕事だ」


　レイオットは言いながら、車庫に入る。


　そこには花開く様に貨物室の壁面と天井のパネルを展開したままのモールド・キャリアが黙もく然ぜんと停車している。飾かざり気けの無い、実用一点張りの蒸気式自動車は、戦車や装そう甲こう車しやにも通じる無ぶ骨こつさを放散していた。


　そして──


「…………」


　解放リリースされた貨物室の真ん中。


　そこに搭とう載さいされているのは〈スフォルテンド〉の移送用架か台だいである。


　飽あく程に見慣れた光景だ。


　だが──少し視線を転じれば、車庫の壁際にエヴァの置いていった〈アセンブラ〉が在るのも見える。


「レイオット」


　傍かたわらで屋内用小型クレーンの操作卓に手を掛けながらカペルテータが声を掛けてくる。


「積み替かえならば一分で終しゆう了りようしますが」


「…………」


　逡巡はわずか数秒だった。


「いや──」


　溜め息混じりに言ってレイオットは首を振った。


「いい。あくまでこいつは予備だ」


　レイオットは運転席に乗り込むと貨物室の閉へい鎖さレバーを操作。モールド・キャリアは油圧で貨物室のパネルを閉じていき、レイオット愛用の〈スフォルテンド〉を内包する。


　未練。束そく縛ばく。


　そう言われればそれはその通りだろう。


　だが──


「今は未だ──駄だ目めだな」


　自じ嘲ちよう気味に呟くとレイオットはアクセルを踏み込んだ。
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　呼吸を鎮しずめながら耳を澄すまして周囲の音を拾う。


　緩ゆるやかに流れる風の音が四方八方から──それもばらばらに聞こえてくる。


　大量に、そして無む秩ちつ序じよに放置された瓦が礫れきのせいで、辺あたりの気流が乱れ、あちこちで緩ゆるやかな渦うずを造り出しているのだ。


　ただでさえ視界が悪い場所だが……音も反はん響きようし易やすい上、地面に散らばった建物や設備の残ざん骸がいは著しく動きを制限してくる。


「…………」


　レイオットは小さく溜め息をついた。


（また面倒な場所を選んだもんだ）


　戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストレイオット・スタインバーグ。


　現在──彼が居るのは廃はい棄きされた工場の跡あと地ちである。


　工場といっても既に此こ処こに残された廃はい墟きよは建物としての体てい裁さいを成してはいない。


　崩くずれ残った壁の一部が、地面から幾つも墓ぼ碑ひの様に建ち並び、歪ゆがみ、溶とけ、あるいは引き裂かれた各種機材が、雨ざらしのまま、まるで前時代の化石の様に黙然とあちこちにうずくまっている。


　雑然とした──そして同時に閑かん散さんたる風景だ。


　辺りを見回してもレイオット以外に人ひと影かげは無い。


　聞こえるものと言えば、微び風ふうが瓦礫の間を吹ふき抜ぬけ、あるいは渦うずを巻く際の侘わびしい音ばかりだった。


（まあ文句を言える立場でもないが）


　レイオットはこの場所に見み覚おぼえが在あった。


　ローゼンストック社の化学薬品工場跡。


　以前、レイオットは此処で二体の魔族メレヴエレントと戦っている。そして工場は魔族が乱発した魔法と、そしてレイオットが魔族を倒すために使った魔法の余波を受けて倒とう壊かいしたのだった。


（まさか『戦場』が此処になるとはな……）


　別に感傷に耽ふける趣味は無いが──あまり良い気がしないのも確かではある。


　とはいえ……


（……まずいな）


　レイオットは仮面の下で眉まゆを顰ひそめる。


　戦闘はそう長なが続つづきしまい。


　延々と魔法を撃ち合う様な状況ではない。一撃必殺、先手必勝とまではいかないだろうが、先に相手の存在を捕ほ捉そくした方に状況が有利に進むのは間違いない。


（そもそも対人戦闘は苦にが手てなんだよ……）


　いつもの様に魔族が相手であるのならば、魔力計で相手の居る方向や大まかな距きよ離りを測る事も出来る。また大たい抵ていの魔族は色々と騒そう々ぞうしいので、こうした位置のさぐり合いをする事はあまり無い。どちらかといえばレイオットは身を潜ひそめて相手の不意を突つく方だ。逆の立場にはあまり慣れていない。


　まして──


（相手が相手だしな）


　レイオットは慎しん重ちように歩ほを進めていく。


　派手な音を立てれば、それを目標に攻撃が飛んでくるだろう。


　モールドは関節部や内装には革や樹じゆ脂しが使われており、素人しろうとが思う程には重くもないし、ガチャガチャと音を立てる事も無い。だがそれでも普通の衣服と違って完全に無音で移動するのは至し難なんの業わざだ。


（さて──そろそろ仕掛けてくる頃ころ合あいだろうが）


　そんな考えが脳裏を過よぎる。


　その瞬間──


「──!!」


　手首に巻いた簡易魔力計が突とつ然ぜん、大きく針を震ふるわせる。殆ほとんど勘かんを頼たよりに振り返ったレイオットは、そこに──距離にして三十メルトル程向こうに、紫と白の塗装を施ほどこされたモールドの姿を見た。


　既に構えられた魔法増幅器──スタッフはレイオットの方を真まっ直すぐに照準している。


　そして──


「──イグジストッ!!」


　戦術魔法士フィリシス・ムーグの撃発音声トリガーヴオイスが廃墟に響いた。
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　提案は唐突だった。


「──模も擬ぎ戦闘？」


　もっとも彼女──エヴァ・イーミュンは当初から考えていた事ではあるのだろう。


　二つの商品が存在する場合、その性能差を分かり易やすい形で他者に提示出来るのは『勝負』だからだ。その意味では唐突でも何でもなく、ただ単にレイオットの考えが足りなかったと言うべきかもしれない。


　ただ……


「俺が？　誰と？」


「フィリシス・ムーグ嬢と」


　エヴァは至極当然と言った口調で言った。


　スタインバーグ邸の居間での事である。


　エヴァの姿以外には、特に珍しい場面ではない。


　簡単な茶と茶ちや菓が子しをテーブルの上に運んだ後、カペルテータはいつもの如く部屋の隅すみでタイプライターに指を走らせており、猫ねこのシャロンがその足あし下もとにじゃれついている。


　こちらの会話に興味を持っているのか、いないのか、その後ろ姿からは判然としないが──聞いてはいるのだろう。まるで録音機の様に正確に。そういう少女だった。恐らく単純な情報量の大小という意味なら、カペルテータは本人以上にレイオット・スタインバーグについて知ち悉しつしている筈はずだった。


　それはさておき──


「……戦闘にならんよ」


　レイオットは即答した。


「というと？」


「戦い方が違う──同じ戦術魔法士といっても得意とする戦法や状況が違う。車と馬で競走する様なもんだ。街中なら車の勝ちだが、岩がごろごろしている様な荒あれ地ちでは馬が勝つだろうさ」


「どちらが馬でどちらが車なのでしょう？」


　至し極ごく真面目な表情でエヴァは尋ねてくる。


「…………」


　一瞬顔をしかめ──


「俺が馬だろう」


　僅わずかな自じ嘲ちようを込めてレイオットは言った。


　どちらが正統派かと問われれば間違いなくフィリシスである。近現代に入って移動手段の主力が自動車に移り変わっていった事からも分かる様に、それぞれの持ち味があるとはいえ、有用性という意味での総合評価において馬は車に勝てない。


「というか──まあ正直に言うが、戦い方云うん々ぬん以前に俺ではフィリシスに勝てない」


「御ご謙けん遜そんを」


　エヴァは微苦笑を浮かべて言った。


「事実だよ。同じ条件でやり合ったら多分、俺の負けだ。あいつは天才だよ。戦闘に関しても魔法の使い方に関しても」


「女にしておくのが惜おしい位に？」


　何ど処こか挑発的な口く調ちように──しかしレイオットは面倒臭そうに首を振った。


「魔法士に男も女も関係ない。タクティカル・ソーサリストはモールド着込んで動き回る関係で、男の方が多いけどな。大体──俺はモールド使った実際の戦闘は、彼女から習った様なもんだぞ」


「弟で子しが師し匠しようを超える事はままあります」


「そりゃそうかもしれんがね」


　肩を竦めるレイオット。


　エヴァは呟く様に続ける。


「……秀才が天才を超え得る事も」


「…………」


　眉まゆを顰ひそめてレイオットはエヴァを眺める。


　怜れい悧りな実務家──そんな印象の女性だが、あるいはそれは見かけだけの事なのかもしれない。今の一言には何か妙に──静かな熱の様なものが在った。


　何かに、執しつ拗ようにこだわっている者の様な。


「更に言えば」


　エヴァは言った。


「ムーグ魔法士が着用するのは私の『アセンブラ』です。貴方あなたが着用するのは『スフォルテンド』で。使い慣れている分、貴方の方が有利になるのではないですか？」


「…………」


　レイオットは腕を組んで溜め息をつく。


　会うのは『アセンブラ』の定期点検を含めてこれで四度目だが、フィリシスとこのエヴァが仲が良い理由が分かった。


　表面的な部分は違うが、いや──違う部分の方が多いのだが、ただ一点、フィリシスとエヴァは似ている部分が在る。


　これと決めれば他人の意志など意に介さず──いや他人の意志すらも誘導し、あるいは退路を断って思い通りに事を進めてしまう強引さだ。そして何より、それを相手に嫌いや味みと感じさせない器用さだ。


　他人を振り回す事は在っても振り回される事は無い。


　良くも悪くも自立した女という事である。


　恐らくレイオットを模擬戦闘に引っ張り出す為の理由や口実は、他にも相当数用意されているだろう。無理強いする程に頭は悪くなかろうが──それはむしろ相手の態度を硬こう化かさせる──なんだかんだで断れなくなる様に、話を持って行く位の事はやりそうだった。


「私としても自じ慢まんの新作を使って頂いていないのは少々気になります」


「それは悪いと思うが」


「いえ──」


　エヴァは微笑して首を振った。


「貴方にとって現時点での『アセンブラ』は、使い慣れたモールドを差し置いて使おうと思う程、魅み力りよく的てきではないという、それはそれで一つの資料です」


「……はあ」


「ただ……では『どうやったら使って貰えるのか』を考えるのも我々の仕事です。今回の模擬戦闘の御願いは、その調査の一いつ環かんと考えて頂ければ幸いです」


　要するに……モールド技師であるのと同時に、徹底して実利優先の実業家という事なのだ──この女性は。


「更に言えば」


　エヴァは微苦笑を浮かべて言った。


「これはムーグ嬢の希望でもあるので」


「……あー。あいつなら言いそうなこった」


　レイオットはうんざりした表情で言った。


「まあ──そこまで言われれば、受けないと後が怖そうだ」


「では？」


「分かった」


　溜め息混じりに頷くレイオット。


「とはいえ……一応、俺の世話になってるモールド・エンジニアにも相談はするぞ」


「ええ、是ぜ非ひそうしてください」


　エヴァは微笑を浮かべながら頷く。


「そういえば──同じルイーゼ婆ばあさんの弟子だろう？　面識は在るんだよな？」


「ジャック・ローランドとですか？　ええ、無論ありますよ。とても」


　意い味み深しんな──何かひどく意味深な口調でエヴァは言う。


　ただ面識が在る、というだけの関係ではないのだろう。


　単純な好意ではない。だが嫌けん悪おとも異なる。


　レイオットに推おし量はかれるのはその程度だった。


「彼は……天才ですから」


　そう言ってエヴァが笑った。
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「……ふぅむ」


　手元に置かれた資料を眺めながらジャックは唸うなった。


〈アセンブラ〉。


　ローランド工房の『新製品』として近日発表されるものだ。


　今ジャックの目の前にある資料は、法的許可その他ほかを通すために、〈アセンブラ〉の開発及および営業を担当するエヴァ・イーミュンから、労務省魔法管理局へ提出された書類の複写コピーであった。


「どう思われます？」


　その資料を持ってきた人物──つまりその提出先に勤務している処の魔法監督官・ネリン・シモンズは言った。


「エヴァ姉──イーミュン女史の考えそうな事だね」


　ジャックは肩を竦めて言った。


「確かにこの構造なら量産も可能だろうし……魔法士全員が限界まで自分の能力を使っている訳じゃないだろうから、モールドの性能差はあまり気にしない者も多いだろうし」


「そういうものなんですか？」


「一番問題になってくるのは増幅率の問題だけど、これはスタッフの方で調整利きくだろうしね。安全性という意味では……まあ趣味の問題だろうけどさ」


「趣味──ですか？」


「そう」


　ジャックは頷いた。


「車、銃なんかではそれが顕けん著ちよだね。手を加えていないストック・タイプ──要するに工場から出てきてそのままのものに『身体をならして使いこなす』方が結果的には安全だという人と、自分の使いこなし方に合わせて道具をカスタマイズする人とが居るでしょ」


「あ……でも」


　それはその道具の使い方によるだろう。


「銃で言えば──同じ『戦闘用』でも警察と軍隊の採用基準は違うし、軍隊でも一いつ般ぱん部隊と特殊部隊ではまた意味合いが違う」


　とジャック。


「更に──配給された武器を使いこなして満足する者も居れば、『使い慣れた武器、自分の性しように合う武器の方が結果的に自分の命を守るのに役立つ』と、戦場に自前の武器を持ち込む兵士も居る。後者は部品や弾だん薬やくの調達に苦労するけど、そっちの方が良いと判断しているんだよね」


「そう──ですね」


　確かに一瞬の遅ち滞たいが命取りになるかの様な状況では、使い慣れた武器、自分の個性に合わせた武器の方が有利な事も在るだろう。


「でもその一方で、いざ弾が無くなった時に仲間から分けて貰ったり、銃が故障した時にすぐに予備部品が手に入ったり──極論、戦死した仲間の銃から移植したり……そういう事が出来た方が総合的に見て『安全だ』と判断する兵士も居る訳だよ。その意味で共通規格の量産品ってのは利便性が高い」


「なるほど……」


　それは道具というものに対する接し方の違ちがいではある。


「でもそれは複数で組むのが前提の軍隊だから、という事なのでは？」


「だから、さ」


　ジャックは肩を竦めて見せた。


「最近はチームで魔族を狩かる魔法士も増えてるだろう？」


「あ……確かに」


　ついついネリンはレイオットの担当である為に、戦術魔法士Ｔ・Ｓの流儀スタイルに関して彼を基準に考える処が在るが──最近は、複数でチームを組む戦術魔法士達も増えてきている。


　昔から二人組の戦術魔法士というのは珍しくなかった様だが、最近は四名、五名で組んで事件に当たる戦術魔法士、救命魔法士Ｒ・Ｓも居る。


　数少ない魔法士を一つの現場に同時投入するのは得策ではないという意見も多いが──単純に考えて処理件数は数分の一に下がる──安全性の見地からは、より確実だろう。万が一、魔法士の一人が魔族化しても、その場の同どう僚りようが魔族への変異途と中ちゆうで射殺する事で被害の拡大を防ぐ事も出来る。


「個々のモールドの性能低下は、多少なら魔法士同士がチームを組む事で補おぎない合あえるからね。むしろ単一能に特化させる事で、結果的には個々のモールドの性能が上がる場合だって考えられる」


「ですが──報酬は減る訳でしょう？」


　魔法士達の多くは、この危険な職業を選ぶ理由にその報酬の高さを挙げている。


「だからこその価格破壊だと思うよ」


　とジャック。


〈アセンブラ〉は普通の注文生産型のモールドに較くらべると、遥かに安い価格設定を目標にしている。恐らく──最少の部品構成ならば従来のモールドの三分の一程度の値段になるだろう、という事だった。


「元々報酬の高さだって……つまりは危険手当だからね。チームを組む事で危険性が下がるのなら、そちらを選ぶ者も出てくると思う。まして魔法士にとって一番必要経費として掛かるのはモールド関係だからね。モールドが安くあがるのならば──って事になる」


「…………」


　それはジャックの言うとおりだろう。


「正直、俺はどうにも馴な染じめない考えなんだけどさ」


「そうなんですか？」


「まあね。とはいえ、俺とイーミュン女史ではそもそも基本方針そのものが違うからね。俺は単に好きな機械いじりがしたいだけだし、魔法士業界、モールド・エンジニア業界の今後をどうこうしようと思ってる訳じゃない。そういう野心は無いんだ、俺は」


「まあそんな感じですよね」


　と苦笑するネリン。


　まあ要するにジャックは徹底的に趣味人という事だ。自分さえ良ければそれで良いというか……他人の流りゆう儀ぎにまでは口を出さない。


　その一方でエヴァ・イーミュンは実業家や商売人という事だろう。


　恐らく彼女は、他の業者に先さき駆がけて業界標準スタンダードを自ら設定し強制的に広める事で、ローランド工房の地位を不動のものにしようとしているのだ。さもなくばこんな法務省、労務省、その他複数の役所を巻き込んで、大規模な資金投入をする様な真似に出る事は無い筈であった。


「ま……イーミュン女史は昔から俺とは違うタイプだけど、有能な人だったからね。やると決めたら、とことんやる積もりだと思う」


「まあ結果的に魔族事件ケースＳＡが減ったり、魔法士達の過剰労働が減る事になればそれは私も歓迎しますが」


「うーん。どうだろうね」


　ジャックは首を傾かしげる。


「昔からイーミュン女史はなんて言うか……一いち途ずと言うか、思い込んだら他人の意見聞かない様な処が在ったからね。それが彼女の大だい胆たんな実行力にも繫がってる訳だけど」


「…………親しかったんですか？」


　首を傾げて尋ねるネリン。


「うん？　まあ姉弟子だしね……色々世話にもなったし……まあ親しかったと言えなくも無いというか──」


　微妙に歯切れの悪い口調のジャック。


　その様子が──ネリンの勘にふと響くものがあった。


「……恋こい人びとだったとか？」


「ないない。それはない」


　慌てて首を振るジャック。


　珍しい。いつも飄ひよう々ひようとしている彼ばかりをネリンは見ているので、こういう反はん応のうを示す彼はとても面白い。


　否定はしているものの……本当に『何も無かった』のならばもっとジャックはのんびりとした反応を示すだろう。


「怪しいなあ……」


「ないってば。そもそも俺は嫌きらわれて──」


　ジャックが苦笑を浮かべながら言う。


　その時──


「──また呼よび鈴りん壊れてるぞ」


　開きっぱなしの扉を手の甲こうで叩いて見せながらそう言ってきたのは──レイオットであった。隣には猫のシャロンを抱いたカペルテータの姿も在る。


「あ、スタインバーグさん」


「おや。シモンズ監督官──ああ、丁度手間が省はぶけて良かった」


　レイオットはそう言いながら遠慮無く工房の中に入ってくると、勝手に作業机の側の椅い子すを引き出して座った。


「相談が在あるんだが」


「相談？」


　ネリンとジャックは顔を見合わせる。


「どういう風の吹ふき回しですか？」


　基本的にレイオットは何か物事をする際に、積極的に他人の意見を求める事は無い。無かった筈だ。何か言われれば無視せず耳は傾かたむけるものの、言われなければ自分一人で判断して行動する。


　その彼がジャックやネリンに相談事とは一体何なのか。


「いや。エヴァ・イーミュンって女性のモールド・エンジニア──知ってるよな？」


「…………」


「…………」


　ネリンとジャックは顔を見合わせた。
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　模擬戦闘の場は、トリスタン市郊こう外がい──ローゼンストック社工場跡あと地ちと決まった。


　以前、レイオットが二体の魔族と戦い、これを倒した場所である。


　延々と続いていた警察と魔法管理局による現場検証も先日終わったものの──工場再建計画も立てられぬまま、放置されている土地だ。撤てつ去きよされぬままに瓦が礫れきや施設が散乱しており、まるで空くう爆ばくか砲ほう撃げきを受けた戦場跡の様な様相を呈している。


　エヴァはこの跡地の三十カ所余りに、有線操作の16ミリフィルム式のカメラ──家庭用ではなく映画や記録映像を撮さつ影えいする為のものだ──を設置、他にも魔力計や録音用マイク等を多数用意して、レイオットとフィリシス模擬戦闘を記録する用意を調ととのえていた。


　これらの記録機材を集中管理するテントは、やや離れた場所に設置され──そこには『観戦』の為に総計三十以上もの座席が用意されていた。


「…………」


　ネリンはちらりと視線を飛ばして右の方に固まっている男達の姿を見つめた。


　魔法士が魔法を使う以上、この場にレイオットやフィリシスの担当監督官、即ちネリンとモーリス・ロラン監督官が居るのは当然の事ではある。モールドに関する法改正をも見み据すえた計画であるのだから、カート・ラベル支局長他数名の魔法管理局の人間が居るのも別段に不思議ではない。更にその上の官かん吏り──法務省や労務省の人間が居るのも当然と言えば当然だ。


　だが……ネリンが見る限り、列席者はそれだけではない。


（警官……違うわね。軍人？）


　件くだんの男達は、明らかに他の官吏や関係者達とは雰囲気が異なる。


　武官──それも佐さ官かんや将官ともなれば、たとえ軍服を脱いでいても独特の雰囲気を纏まとうものだ。統制されているとはいえ、彼等の仕事は暴力である。文官とはそもそものものの見方が──価値観からして違う。それが視線運びや仕草に現れるのだ。


（法改正って……まさかそこまで……？）


　基本的に国際条約や法律の関係上、公的機関は魔法士を構成員として抱かかえ込こめない事になっている。わざわざ魔法管理局が民間の魔法士に仕事を依頼する形を採っているのもこの為である。


　だが──軍が、特に一部のタカ派軍人達が、再び法改正をも視野に入れた戦術魔法士部隊の創設を考えているのは公然の秘密だ。〈イエルネフェルト事変〉で弱体化したアルマデウス帝国の国際的地位の向上を目的として、彼等は手っ取り早い軍事力増強を、つまりは魔法士による軍団規模組織の設立を目もく論ろんでいると言われている。


　だが実際的な問題として注文生産の、高価でかつ部品互ご換かん性せいの低いモールドの存在が魔法士の『部隊としての運用』の妨さまたげになっていた。消耗品である『兵器』としてモールドを運用する場合、『特注品ばかりで武装した集団』というのは経済的にも戦術的にも非常に扱いにくい。


　だがエヴァの〈アセンブラ〉はその問題をも一気に解決する可能性が在る。


（大事になってきたわね……）


　もし法改正によって公的機関に魔法士が所属する事になれば──ネリン達の様な魔法監督官は無論の事、魔法士達の生活や職業形態も一変しかねない。


　そんな事をネリンが考えていると──


「……此こ処こ、いいかい？」


　少し掠かすれ気味の声がネリンの横顔に触ふれる。


　振り返ると──一人の老女がネリンの隣の空席を指差していた。


「あ。はい──どうぞ」


　と頷うなずくネリン。


　そこで改めて彼女は隣に腰を下ろす老ろう婆ばを見つめた。


　老婆──確かに老婆だ。


　年齢は七十近いだろう。顔には幾いく重えもの皺しわが刻まれている。ただし単に『老婆』という表現のみを用いれば、色々と誤解を招くかも知れない。


　明らかにネリンよりも顔一つ分位は長身で、しかも何かの芯しんが入っているかの様に背が伸びている。枯かれた雰囲気など微み塵じんも無い。長い銀ぎん髪ぱつは後頭部の辺りで括くくっており、蒼あおい眼は切れ長。その体たい軀くは何処か武術家じみた精気を放っている。


　しかも着ているものと言えば、錨びよう打うちの革のジャケットに革のスラックスである。何というか……『老人』という言葉の認識について、見る者に再考を促うながす様な人物だった。


　さて一体この人物は何者か──とネリンが考えていると、先に同僚のモーリスが気付いて老婆に会え釈しやくした。


「これはローランドさん。お久し振ぶりです」


「おう。ロラン坊ぼう、久し振り」


　厳いかめしい顔付きに思いの外ほか、柔らかい笑顔を浮かべて老女は頷いた。


「ローランドってまさか──」


「ああ。ローランド工房の主、ルイーゼ・ローランド女史だよ」


　モーリスが説明する。


「…………」


　啞あ然ぜんとするネリン。


　つまり──この老女はジャックの祖そ母ぼという事になり、同時にアルマデウス帝国でも屈指の実績を持つモールド・エンジニアの一人という事だ。フィリシスのモールド〈フォルテシス〉の製作者でもある。


「こちらのお嬢じようさんは新顔みたいだけど？」


「あ。申し遅おくれました。ネリン・シモンズ二級魔法監督官です」
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　ネリンが頭を下げる。


「ああ。スタインバーグの坊ぼう主ずの担当かい。うちのジャックが世話になってるね」


「あ……いえ……」


　フィリシス、ジャック、そしてレイオットの関係を考えれば、この老女が彼等と顔見知りなのは容易に想像がついた。


　しかし……まさかジャックの祖母が、こんな人物だったとは。


　かなり意外だった。


「もっと前列の方へ行かれた方がよろしいのではないですか？」


　局長のラベルも知り合いらしく、軽く会え釈しやくしてからそんな事を言ってくる。だが、ルイーゼは首を振って言った。


「いや……正直、ムーグのお嬢ちゃんとスタインバーグの坊主の勝負そのものには興味無いんだよ。結果なんざ分かってる」


　平然とルイーゼは言った。


「ま……弟子二人の対決を見物にね」


「はあ……」


「二人とも妙に危なっかしいからね。ジャックは言うに及ばず、エヴァもね……なんつーか遠くを見据えるのは良いんだが、足あし下もとが危ない」


　そう言いつつルイーゼは最前列で指示を飛ばしている弟子を眺める。


「〈アセンブラ〉が危険だと？」


「いんや」


　モーリスの言葉にルイーゼは首を振った。


「うちの工房の名に掛けて、下へ手たなもんは表になんか出さないよ」


「……それは、失礼を」


　表情を微妙に引きつらせてモーリスが言う。


　ラベル局長の態度からも分かる通り、ルイーゼ・ローランドの発言力は、一いつ介かいの魔法監督官のそれを大きく上回る。モーリスは自分の発言がルイーゼの機き嫌げんを損ねかねないものだと気付いたらしかった。


　もっともルイーゼは特に気にした様子も無かったが。


「若いが、エヴァの設計技術は間違いなく一流だよ。あの子は秀才だからね。それこそ明あ日すにでも独立して工房を構えても良い位さ」


　言ってルイーゼは笑う。


「まあ、それはこっちの事情。あんたらが気にするこっちゃないよ。ほら、始まるよ？」


　言ってルイーゼは顎あごをしゃくった。





　　　　●　　●　　●





　ルールは単純だった。


　模擬戦闘とはいえ、魔法を全く使わないのであればモールドの実験としては意味が無い。


　だが……だからといって本物の戦闘用魔法を使用すれば、レイオットやフィリシス自身は無論の事、観測しているエヴァ達までも危険にさらされる。


　そういう訳で──使用する魔法は、エヴァが用意した模擬戦闘用の呪文書式板スペルタグを使う事になった。


　数種の呪文書式板が用意されているが、基本的には効果は全て同じだ。微び弱じやくな電磁波の一種を発生させる。種類が異ことなればその効果範囲や精度が異なってくるだけである。


　そしてその効果範囲や精度は既存の戦闘用魔法に合わせてあった。


　例えば〈ブラスト〉の模擬戦闘用術式であれば、本物の〈ブラスト〉と同じだけの起動所要時間、効果時間、効果範囲、精度を発揮する。ただしその効果の内容は一定周波数の電磁場を発生させるだけだ。


　そして──レイオットとフィリシス、双方のモールドには掌しよう大だいの装置が取り付けられ、そこから電磁波感応端子のコードが延びている。端子は頭や腰、肩といった数カ所に取り付けられており、相手の発生させた電磁場にその端子が触れれば、装置が反応して音で報せるという寸法だ。


　また直接攻撃力の無い〈フラッシュ〉や〈ジャミング〉等の魔法は、そのまま本物を使用する。


　銃器に関しては訓練用の模擬弾──塗料弾ペイントブレツトを使用する。


　電磁波感知装置も、その端子も大きなものではないので、特に気にならない。


　生死の絡む緊張感が無い事を除けば、実戦とさして変わらない。そしてそういう緊張感というものはレイオットもフィリシスももともと普通の人間に較べると乏とぼしい方だ。


　とはいえ──





　　　　●　　●　　●





「──イグジスト!!」


　咄とつ嗟さにレイオットは撃発音声トリガー・ヴオイスを詠唱。


　選択呪文は〈デフィレイド〉──遮しや蔽へい用力りき場ばの発生による防ぼう御ぎよ呪文。


　フィリシスの放った魔法は〈デフィレイド〉に阻はばまれて飛散する。


　即座にレイオットはライフルを──魔族相手ではないのでいつもの〈リバース・ペット〉ではなく、取り回し易い突とつ撃げき銃を装備している──を振ふり向ける。


　だがフィリシスはまるで獣の様に素早い動きで移動。


　瓦が礫れきと瓦礫の間にその姿を隠してしまう。


（しかしフィリシスと戦やるのも久し振りか）


　走って移動しながらレイオットは考える。


　彼女と組んでいた際は、訓練として模擬戦闘を行った事も在ある。もっともレイオットはその際、一度として彼女に勝つ事は出来なかった。


　はっきり言って勝敗という意味なら分ぶが悪い。悪すぎる。


　そもそもの才能が違うのだ。


　しかもレイオットは対魔族戦が専門だが、フィリシスは魔法士による強ごう盗とう等に代表される魔法士犯罪の現場にも立つ。単なる才能という以上に、対人戦闘という意味ではフィリシスの方が経験の蓄ちく積せきが在るのだ。


　更に──いくら〈アセンブラ〉の性能が、彼女本来のモールド〈フォルテシス〉より劣おとるといっても、元々レイオットの〈スフォルテンド〉が旧式なので性能的にはほぼ互ご角かく。特に拘束度デユラビツト数すうで言えば、〈スフォルテンド〉が十三、〈アセンブラ〉が十二と事実上の差は殆ほとんど無い。


（別に負けてどうなるもんでもないが）


　護まもらなければならない矜きよう持じなど、レイオットには無い。


　此処で負けて大おお恥はじをかいたところで──不都合が出るとすれば、今後の仕事が多少減る位の事だろう。むしろ魔法士の数が足りずにしょっちゅう引っ張り出される現状を思えば、多少仕事が減った方が有り難い位だった。


　だが──


（手を抜いたら抜いたでフィリシスが怒りそうだしな。ま──やるだけやってみるさ）


　レイオットは瓦礫の陰かげに滑すべり込こむと、改めて魔法を無音詠唱ダムキヤストした。





　　　　●　　●　　●





「──随すい分ぶんと余裕ね」


　声を掛けられるまでもなく彼女が近付いてきている事に、ジャックは気付いていた。


　実の所、レイオットとフィリシスの勝負の行方ゆくえよりも、遥かに彼女の存在が気に掛かっていたからだ。


「余裕というか……」


　溜め息混じりに苦笑を浮かべてジャックは傍かたわらを振り返る。


　観戦席として用意されたテントの下には、現在、三十名近い人間が座っている。他にもローランド工房の人間らしい作業服姿の人間が数名、テントの周りに立ちつつ、各種計測機器を操作していた。


　そんな中──


「レイが勝っても負けても、俺の仕事には関係ないしね」


　いつの間にか彼の席の隣に立っていたエヴァ・イーミュンは、ジャックの記憶の中の彼女と殆ど変わっていなかった。少女時代に較べると多少瘦やせた様だが──病的な印象は無く、むしろより美人になったと言っても良いだろう。


「久し振り」


「……そうね」


　エヴァは無表情に頷いた。


「随分と頑がん張ばってるみたいじゃないか。流石さすがにうちのクソババの一番弟子なだけある」


「…………」


　何か不ふ愉ゆ快かいなのか──エヴァは眉み間けんに縦たて皺じわを刻きざんでジャックを睨にらみ据すえる。


「どうしてあのレイオット・スタインバーグ戦術魔法士は貴方あなたの設計したモールドを使っていないの？　あんな旧式よりも遥かに高性能なものを、貴方ならいくらでも作れるでしょう？」


「そりゃそうだけどね」


　何のてらいも無くジャックは言った。


　確かにレイオットの〈スフォルテンド〉は旧式だ。微び々びたるものとはいえ魔法関係の技術も、ジャック本人の技術者としての力量も、日々進歩している。今のジャックならば恐らく拘束度デユラビツト数すうも収束・増幅効率も遥かに〈スフォルテンド〉よりも高いモールドを作る事が出来る筈はずだ。


「ま……俺のは趣味だからさ」


「…………」


　黙り込むエヴァ。


　しばらく二人はレイオット達が戦っているであろう瓦礫の辺りを見つめていたが──


「なあ。エヴァ姉」


「………………………何？」


　随分と反応に間を要したのは、単にそう呼ばれるのが久し振りだからか、それともその呼称自体に抵てい抗こう感が在るからか。


「俺、なんかエヴァ姉に悪い事した？」


「…………」


　ぴくりとエヴァの表情が震ふるえた。


「なんか嫌われてるみたいだからさ……これでも俺は結構エヴァ姉の事、尊敬してたんだけど。だからまあ、俺としては悪い事してたんなら謝あやまるから──」


　そこで言葉を切って彼女の反応を待つ。


　しかし──


「貴方はいつもそうね。そうやって邪じや気きも無く私を侮ぶ辱じよくする」


「…………エヴァ姉？」


　再びエヴァの方を振り返ったジャックであったが、既に話す事は無いと言わんばかりにエヴァは踵きびすを返して離れていく処だった。


　思わず追おうと腰を浮うかし──


「…………」
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　何事か、とこちらに注がれる周囲の視線に押おし留とどめられる様にして、ジャックは席に腰を下ろす。


　意味が分からない。


　エヴァは何を怒おこっているのだろうか。


　侮ぶ辱じよくなどした覚えはない。尊敬していたというのも本当の事だ。


　憧あこがれていたと言っても良いだろう。姉弟子としても──そして異性としても。


　しかし……


　そういえばエヴァの、ジャックに対する呼び掛かけ方が『君』から『貴方』に変わったのはいつの頃からだったろうか。


「……なんなんだ、一体？」


　途と方ほうに暮れた様な口調で、彼はそう呟くしかなかった。





　　　　●　　●　　●





　意外にも──レイオットの予想を裏切って戦闘は長引いていた。


「イグジスト！」


〈デフィレイド〉発動。


　フィリシスが放った魔法がまた遮しや断だんされる。


　牽けん制せいの銃撃を放つが、やはりフィリシスはこれを難なくかわして遮しや蔽へい物ぶつの陰へ。


　残り拘束度デユラビツト数すう四。


　ライフルの残ざん弾だんは予マ備ガ弾ジ倉ン一つ分──三十。他に武器といえば〈ハードフレア〉が腰のホルスターに入っているが、抜いている余裕などフィリシスはくれそうにない。


（一方的だな……）


　レイオットは瓦礫を蹴ってその場から走って移動。


　途中、更に瓦礫を蹴って方向転てん換かん、細かく不規則に移動する。


　モールドの重量を帯びた身体は、慣性の法則に振り回されて細かな移動がしにくい。なので、戦術魔法士が敵の攻撃をかわしながら走って移動する際は、速度を落としたり、あるいは自分の脚きやく力りよくで踏ふん張って方向転換するのではなく、近くに在るものを蹴ったり押したりする事で減速を極力省はぶくのが基本だ。


　だが──


（……ったく）


　レイオットは仮面の下で顔をしかめながら瓦礫の間を走る。


　完全に弄もてあそばれている感じだ。レイオットはひたすら防戦一方で、これまで一度も攻撃用の魔法を放った事が無い。せいぜい、牽けん制せいで銃撃を仕掛ける程度だ。


　にもかかわらず……拘束度デユラビツト数すうは最早、残り四。同じ数だけフィリシスも拘束度数は消費しているだろうが……


（これだけ力量差が在ると嫌味だな）


　そんな彼の足あし下もとへ、狙ねらい澄すましたかの様に撃ち込まれる一発の銃じゆう弾だん。


「──!!」


　丁度、レイオットが脚で蹴ろうとしていた瓦礫に亀き裂れつが走り、崩れる。蹴りの反動を見み越こして動いていた彼は、瓦礫を踏ふみ抜ぬいてしまい、大きく体勢を崩す事となった。


「くっ……!?」


　無様に地面に転がりながらも、その場に留まる愚ぐを犯おかさず、レイオットは横に転がって移動。


　そこへ更に銃撃。


　先の一撃とは違う連続全フ自ル動オ射ー撃ト。恐らくは機関銃か突撃銃だろう。点線を引くかの様に一定間かん隔かくで穿うがたれる弾だん痕こんが凄すさまじい速さで近付いて──


「イグジスト！」


　咄嗟に〈デフィレイド〉発動。


　飛来した銃弾の群れは遮しや蔽へい力りき場ばによって阻はばまれ、あらぬ方向へ跳ね飛んでいった。


（まずい──）


　銃撃で『決める』積もりはフィリシスには無かっただろう。あくまでレイオットの動きを『制限』し、あわよくば拘束度数を消しよう耗もうさせる為のものだ。


　現に地面に身を投げ出したレイオットは、横に転がるしか停てい滞たい無く可能な動きは無い。そして、ごろごろとただ横に棒の様に転がっていく魔法士など、格好の標的だった。


（俺ならこの機を逃のがしはしない──身を起こす余裕なんざ与あたえない）


　レイオットの勘かんに応じるかの様に、手首に巻いた簡易魔力計の針が細かく震ふるえる。何処かでフィリシスが魔法攻撃を仕掛けようとしているのだろう。


（だが何処から来る!?）


　先の射しや線せんを辿たどってレイオットは視線を走らせる。


　まさか立ち止まって撃っている訳でも無かろうから、もうその場に居るとは限らないが──せめて相手の大まかな位置を摑つかんでおかなければどうしようもない。〈デフィレイド〉は強力な防御魔法だが、あくまで力場平面の『盾たて』なので、全方位を防御する事は出来ない。方向を勘違いして防御面を設定し、背後から撃たれればそれだけでレイオットの負けだ。


（いや──）


　フィリシスの事だ。


　銃を何処かに固定した上でワイヤか何かで遠えん隔かく操作する位の仕し込こみは、その場で造りかねない。そうして自分の現在位置を誤認させてから、背後を突く位はやってもおかしくはなかった。


　ただでさえ反射神経や筋力が並でない癖くせに、そういう小細工まで得意なのだから、あの女戦術魔法士は敵に回すと面倒なのだ。


　だが──


「──なに？」


　思わずレイオットは声が漏もれた。


　彼の視界の真ん中。


『さあ攻撃してみろ』と言わんばかりの位置にフィリシスの姿が現れたのである。


（何を考えてる？）


　訝いぶかしみつつもレイオットは模擬戦闘用魔法──〈シャム・アサルト〉を無音詠唱ダムキヤスト。


「…………やめた」


　白けた様な口調でそう言うフィリシス。


「──はあ？」


「小細工無し。真正面から行くよ」


　同時に──


　フィリシスが真まっ直すぐ突っ込んできた。


「……!?」


　およそ彼女らしくない単純な突撃。


　だが──


「イグジスト！」


　レイオットは〈シャム・アサルト〉を発動。


　不可視の砲撃が真っ直ぐにフィリシスに向かって飛び──


　フィリシスの姿がかき消えた。


「──！」


　違う。彼女が空中へ跳ちよう躍やくしたのだ。


　とんでもない動きである。彼女の運動能力の高さは知っていた筈だが──それでもレイオットは咄嗟とつさに彼女を追いきれなかった。


　いや──


（魔法か！）


〈ディフレイド〉や力場作用系の魔法を展開する際には、ある種の反動が発生する。通常はこれを相そう殺さいし、あるいは拡散する効果を呪文書式に組み込んで使う訳だが──恐らくフィリシスは口頭呪文詠唱リアルキヤストでその呪文書式に割り込みを掛けて、反動相殺を無効化キヤンセル──むしろ反動を利用して跳んだのだろう。


　通常、口頭呪文詠唱は基礎級魔法に増幅回路を組み込む為に使われるが、確かに敢あえて基礎級魔法の機能の一部を無効化させる使い方も出来る。殆ど意味が無いのでレイオットもやった事は無いが──


（とはいえ空中では逃げようが無いだろ！）


　レイオットはライフルを振り向けて銃撃。


　鳥ならぬ身の人間にとって、迂う闊かつな跳ちよう躍やくは自らの逃にげ場を封ふうじるだけの愚ぐ行こうだ。


　しかし。


「!?」


　まるで泳ぐ様にフィリシスの身体が大きく弧こを描いて空中でその軌き道どうを変化させる。


　同時に。


「──!!」


　異音。


　それが──〈スフォルテンド〉に付けられた装置の音だと気付くのにレイオットは若干の間が必要だった。


（一体──いやこれは）


　更に。


　駄だ目め押おしとして突つき出されたフィリシスの〈パラドロップ・ファントム〉が銃撃。塗料弾が正確に〈スフォルテンド〉の頭部と腹部に黄色い花を咲さかせた。


「……!!」


「はいおしまい」


　着地したフィリシスはそのまま〈パラドロップ・ファントム〉をレイオットの胸部に向けて言った。


「…………まさか」


　溜め息をつくレイオット。


「此処まで簡単にやられるとは思ってなかったな。……空中で動いたのは、あれは」


「〈シャム・ハック〉」


　と事も無げにフィリシスは言った。


　切断用の極ごく薄うすの力場を展開するのが〈ハック〉の効果であるが──


「物理効果として物体を切断する力場平面が存在する以上、それを一定角度で振れば空気抵抗が生じるでしょ？」


「……なるほど」


「ついでにその軌き道どうの中にレイの身体を入れておいただけ」


　つまり。


　巨大な不可視の刃やいばを大きく振ったその反動と、空気抵抗で空中での軌道変へん更こうを可能とし、その上で振る動作をそのままレイオットに対する斬ざん撃げきに繫つなげたのである。


　装置は『斬きられた』事を認識して、つまり〈シャム・ハック〉の発生させた電磁場平面に触ふれて鳴ったのだ。


　とんでもない器用さである。


「……まったく……嫌味な奴だな」


「え？　そう？」


　珍しくきょとんとした様子でフィリシスが言う。


「お前位の実力ならもっと簡単に俺を制圧出来たろう」


「うん。まあね」


　平然と頷くフィリシス。


「でもそれじゃあつまらないでしょ。折角久し振りにレイとやるんだし。それなのにレイはレイで妙に小こ賢ざかしい戦いかたしちゃってさ。防戦一方なんてレイらしくないよ？」


「…………」


　防戦一方だったのは、それがレイオットにとって唯一の勝機だったからだ。フィリシスの様な実力に優まさる相手と戦う場合、相手に隙すきが出るのを待つしかない。


　特に今回の様に、必ずしも決め手が魔法でなくて良い場合は──魔族が相手という設定ではないので銃撃でも決め手として使う事は出来たのである──拘束度デユラビツト数すうは防御用に温存し、攻撃は銃に頼るのが堅けん実じつな方法ではあったのだ。


　堅実という言葉が似合わないと言われれば、レイオットに返す言葉は無い。確かにその通りだ。


　しかし……


　フィリシスの様な天才にとって、戦闘とは趣味であり遊ゆう戯ぎだ。それは本人にその気が無くても、実力において劣おとる相手を嬲なぶっている様なものでもある。


　だが意外に天才はその事に気付かない。


　天才にとって、その行為は出来て当然だからだ。凡ぼん人じんが努力を積み重ねる事によってしかそれを可能ならしめる事が出来ないという事実を、理解はしても実感は出来ない。


　悪意無く。邪気も無く。


　ただ天才は凡人を踏ふみにじる。


「…………天才って奴はこれだから……」


　苦笑してレイオットは溜め息をついた。





　　　　●　　●　　●





　レイオットの敗北が告つげられると、観戦席の間にはざわめきが広がった。


　そんな中──


「……意外かい？」


　ネリンは声を掛けられて振り返る。


　ローランド工房の主は満足そうな微笑を浮かべていた。


「ローランドさんはこの結果を？」


「当然だろ」


　ルイーゼは言った。


「秀才は天才に勝てない。秀才が必死に研けん鑽さんを積んで達した場所に、天才は生まれながらに居る。努力の量が同じなら、絶対に天才は負けないよ」


「スタインバーグさんが、秀才、ですか」


　意外な言葉ではある。


　ネリンにしてみればレイオットは戦闘の天才としか思えない。普通の人間なら十回は死んでいるであろう現場に飄ひよう々ひようと踏み入って、なおかつ生きて帰ってくるのだから。


　しかし──


「まあ……それだって凡人から見れば恵めぐまれているんだけどね。程度差さ」


「はあ……」


「とはいえ……それだけに天才は色々危うかったりもするんだよ」


　ルイーゼは何かを懐なつかしむ様な表情を浮かべて言った。


「所しよ詮せん、人間の才能なんてのは大おお枠わくが決まってんだよ。天才と呼ばれる様な人間は、他人より特出している代わりに、他人より欠落も多い。汎はん用よう型と特殊型みたいなもんさ。天才はその才能故ゆえに何かを犠牲にしてる」


「…………」


　そういえば、それに近い話をジャックがしていた様な気もする。


「だからね。ずーっとずーっと後ろに引いて見れば、天才も秀才も、才能の総量としては同じだったりするんだけどね。大たい抵ていの人間はそれが分からないのさ──天才、秀才、本人達さえもね」


「そういうものですか」


「そういうものさ」


　自信たっぷりに天才と呼ばれた老婆は頷いてみせた。
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　とかくこの世の中──人と人との間に揉もめ事ごとは絶えない。


　単なる利害の衝しよう突とつだけならば未まだ分かり易やすいのだが、時には全く認識が嚙かみ合っていないのに、対立構造だけが成立してしまったりもする。一方は一方を好意的に見ていても反対側から見れば敵意満まん載さいであったりもする。


　人間の価値観や心情はままならぬものだ。


　だが──だからこそ社会は多様性に富む。


　誰もが同じ事を考えて同じ様に行動していれば、そこには軋あつ轢れきは無いが、進歩も発展も無い。百人居れば百人が微妙に違う事を考えているから軋轢が発生し、それはより円えん滑かつな解決に向けての変化を促うながす。


　ならば──人と人との間に諍いさかいや争いは必要な事か。


　それを必要悪として人間は是ぜ認にんすべきなのか。


　それとも……


「……やっぱり」


　ぼんやりとした口調でジャック・ローランドは呟いた。


　金きん髪ぱつ碧へき眼がん、髪を伸ばせばまるで童話に出てくる姫ひめ君ぎみの様な──男にしておくのは勿もつ体たいない位に整った顔立ちのモールド・エンジニアは、手にしたレンチで頰ほおを搔かきながら続けた。


「何だか嫌われてるみたいなんだよなあ」


「…………」


「…………」


　無資格戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストのレイオット・スタインバーグと、その助手にして先天性魔法中毒患者ＣＳＡ──通称『半魔族ハーフ・ブルート』と称しようされる存在である処の少女カペルテータ・フェルナンデスは、黙って顔を見合わせた。


　カペルテータは基本的に表情というものに乏しく、何を考えているのか他人の眼からはとても分かり難いのだが……どうもこの少女も戸と惑まどっているらしい、というのはレイオットにも解わかった。その血色の紅い瞳がいつもよりややせわしなく瞬まばたきを繰り返している。


　場所はＪＲ総合機器研究所──ではなくてスタインバーグ邸の車庫である。


　一いつ般ぱん的てきな乗用車なら、詰めれば四台は停められそうな広めの空間。


　その真ん中にモールド・キャリアと呼ばれる小型トラックが鎮ちん座ざしている。


　耐たい火か煉れん瓦がを積んで造られた壁際に眼を転じれば、そこには大小幾つものロッカーと木き棚だな、それに小型のクレーン──モールド関連の機材を積み降ろしする為ためのものだ──が据すえ付けられ、雑然とした雰囲気を醸かもし出していた。


「……ジャック」


　レイオットはずり落ちかけた丸レンズのサングラスを中指で押おし上げながら──無表情に言った。


「塗シ装ン溶ナ剤ーか何かが脳に来たか？」


「…………なんでそうなるんだよ？」


　ジャックは顔をしかめて言った。


「いや……何というか、お前らしからぬ事を言うなと思ったのでな。何か中毒でも起こしているのかと──」


「そんな変な事言った覚え無いけどな」


「お前が他人の評価を気にする様な性格だとは、思ってなかったもんでな」


　言ってレイオットは肩を竦すくめた。


　このジャック・ローランドという機械技師は、自分に向けられる他人の視線など、たとえ暖かろうと冷たかろうと微み塵じんも気にしない様な──何処か超ちよう然ぜんとした様な処が在る。


　例えば、ジャックは作業服でそのままパーティに出向く様な無茶を平然とする。


　別に無ぶ頼らいを気取っている訳ではなく、そもそもの常識が無いのでもなく、単に世間の常識──更に言えば自分と関係の無い処で定められた流儀に対して、盲もう従じゆうしないというだけの事だ。逆に言えば彼なりに納得していれば、きちんと彼は周りに迎げい合ごうしてみせるだけの度量は在あるし、無む闇やみに周りに反発しているだけの馬鹿でもない。


　無論……こういう自由気き儘ままな行動様式に眉まゆを顰ひそめる人間も多い訳だが、ジャックはまるでそんな事は気にしない。他人に嫌われようが、呆れられようが、嘲あざけられようが、構わず自分のやりたい事をやりたい様にやる──それがこの青年の身上であり、それを可能にするだけの才能が彼には在るのだった。


「うーん……まあ基本的にはそうなんだけどね。俺にもやっぱり人並みに視線が気になる相手は居たりする訳だよ」


「…………」


　レイオットはしばし考え──


「──それでか」


　と小さく頷いた。


「うん？」


「急に〈アセンブラ〉を見たいって言い出すから、何だろうなと思ったんだが」


　ジャックがスタインバーグ邸に出で張ばってくるのは極きわめて珍しい。


　大抵の場合──レイオットはジャックの研究所に〈スフォルテンド〉を持ち込んで修理や調整を依頼する。今回もその積もりで連絡を入れたのだが、珍しくジャックから出張を提案してきたのだ。


　元々ジャックは、自分の研究所兼自宅に引きこもりがちだ。


　無論この美形の機械技師は『外に出たがらない』のではなく、単に『機械をいじくるのに夢中で外に出ている暇ひまが無い』だけの事だが。何にしても彼が本来必要も無いのにわざわざ誰かの家を訪れるという事態そのものが、異常と言える。


　ちなみにジャックの『脚』は、順当と言えば順当だが、意外と言えば意外──大型の自動二輪バイクである。


　バイエル社〈ライトニング〉ＸＢ１２Ｓ。


　レース場で限界性能を競う様な車種ではないものの、単に交通手段として乗り回すには過剰な程の性能を持っている。これに工具一式を詰めたバックパックを背負って此処まで来たらしい。彼に言わせると『最も合理的で走行という行為の本質に近い』自動二輪が一番性しように合うのだそうだ。


「〈アセンブラ〉を見たいってのと、俺の悩なやみと何の関係が在るんだよ？」


　やや怯ひるんだ様な──珍しい事だが──表情を見せるジャックにレイオットは車庫の隅を振り返って言った。


「お前のその気にしている相手ってのは、エヴァ・イーミュンだろ？」


　言ってレイオットは車庫の隅──エヴァ・イーミュンが『サンプル』という名目で置いていった量産型モールド〈アセンブラ〉を眺める。


　量産型といっても、オプションや微調整機能によって使用者の要求に細かく応こたえられる代しろ物ものなのだが、やはりこうしてレイオットの使い込んできた〈スフォルテンド〉と並べてみると何処か『簡略化』されている様な印象が否めない。


　工業製品と手作りの差とでも言おうか。


　恐らく〈アセンブラ〉の方が高い技術によって作られているのは間違いない。


　実の所、量産品はそれだけ数がさばける訳で、その分、技術開発には金をかけられる。車等でも同じ事だが……実際に最も多額の開発費が投入されるのは、スポーツカーではなく、桁けた違ちがいに数が売れてその分収入が見込める大衆車だ。


　一方で──手作りの品カスタムメイドには技術の差を埋めるだけの対応の細かさが在る。


　どちらが正しいという訳でもない。


　そもそも求められるもの、製品としての立脚点コンセプトが違うのだ。


「……どうしてそう思う？」


　少し驚いた様な表情で尋ねてくるジャック。


　語るに落ちるとはこの事である。自分では全く自覚していないかもしれないが。


「そりゃ、お前の様子が普段と違う様になったのは、この間の模擬戦以来だからな」


　肩を竦すくめてレイオットは言った。


「うーん……」


　しばし思い悩なやんで呻うめく様な声をジャックは上げてから──


「まあそうなんだけどね」


　とあっさり認めた。


「姉弟子だって？」


「ああ。色々と教えて貰った。というか機械いじりの基礎は祖母からよりもエヴァ姉に教えて貰った部分の方が多い」


「ほう？」


　考えてみれば、レイオットはジャックの家族構成すら知らない。


　祖母のルイーゼとは一応、顔見知りではあるが──


「元々親しん戚せきか何かなのか？」


「いや。単にエヴァ姉が十二の頃からウチのクソバ……じゃなくて祖母の処に弟子入りしてたからな。一応イーミュン家とは元々付き合いがあったみたいだけど、細かい事は俺も知らない」


「十二歳……」


　そんなに早く──と言いかけてレイオットは言葉を飲み込んだ。


　物心付いた時から、育ての親に魔法理論や対魔族戦闘の技術を叩たたき込まれてきた自分が殊こと更さらに驚く様な事でもあるまい。ドーベルン・スタインバーグの教育の成果は完全にレイオットの中で血肉と化しており──普段はあまり自覚しないのだが。


「自分では割と仲が良かったと思ってたんだけどね……どうも嫌われてるみたいでさ。この間も理由を聞いてみたんだけど、教えてくれないんだな」


「ふむ……？」


「まあ『どうして俺の事嫌ってるの？』なんて本人に真正面から聞かれても言いにくい事かもしれないけどさ」


　ジャックは苦笑して言った。


「まあそうかもな」


「でまあ……彼女に尋ねるのは諦あきらめて自分で考える事にしたんだけどね。ひょっとしたら何かヒントでもあるかもしれないって、思って見に来た訳さ」


「で──何か解わかったのか？」


「エヴァ姉が俺を嫌ってる理由は分からないかな。〈アセンブラ〉がどういうものかはほぼ理解出来たけどね」


　言ってジャックは手の甲で〈アセンブラ〉の胸部拘束装甲を叩く。


「とはいえ……こいつはどうかと思うな。エヴァ姉がどうしてこんな二級品造って満足してるのか──ちょっと理解に苦しむ」


「そんなに酷ひどいのか？」


　意外に思いながらレイオットは改めてそのモールド──〈アセンブラ〉を眺めた。


　先日の模擬戦でレイオットはフィリシスに敗北している。


　これはフィリシス個人の持つ才能──圧倒的な強さに依よるものであるのは間違いない訳だが、それにしても、〈アセンブラ〉がどうしようもない二級品であったなら、レイオットも、ああはあっさりと負けたりしなかっただろう。


　優秀な使い手は道具を選ばないとは言われるが、二級以下の道具を持った一流の使い手と、一級品の道具を持った二流の使い手なら、後者が勝つ事も珍しくない。


　レイオットは特に自分の力量を誇っている訳ではない。


　世間では一流だの何だのと言われているが、その事は単に事実として把は握あくしているだけだ。それだけに──彼は醒さめた眼で自分とフィリシスの力量差を把握している。


〈アセンブラ〉は最高の品とは無論言えないが、今までのモールドと較べてそれ程に劣るものとも思えない。


　むしろ今後本格的な生産に入り、大量生産による均質な部品を安定供給されるであろう事を考えれば、安全という意味で、今までのモールドよりも優すぐれていると考える事も出来る。一定期間で機材を使い棄すてて新品にする場合と、修理し続けて同じものを使い続けるのと──どちらがより機械として安定した性能を発揮出来るかは、言うまでもない事だ。


「俺の見た限りじゃそんなに悪い代しろ物ものでもないと思うんだがね」


　レイオットが〈アセンブラ〉を使わないのは〈スフォルテンド〉の方に個人的なこだわりが在るからだ。少なくとも〈アセンブラ〉の性能に不安や不満を感じての事ではない。


　エヴァ・イーミュンから渡わたされた資料を見る限り、モールドとしての性能はそう〈スフォルテンド〉に劣るものではない。むしろ設計が旧ふるい〈スフォルテンド〉に較べれば〈アセンブラ〉の方が優秀な部分も在る。


「悪いとは言わないよ」


　ジャックは言った。


「ただ、物もの凄すごく勿もつ体たいないんだよね──もっと性能引き出せる様に煮に詰つめる事が出来る筈なんだよ、この系統の設計だと。なのに量産性が前提だからその部分が殺されてる」


　と苦笑を浮かべて言うジャック。


「いくらレイだって、性能が圧倒的に〈アセンブラ〉の方が優秀なら宗しゆう旨し替がえしたくもなるんじゃないか？」


「……まあ……しないと断言はできんが」


　曖あい昧まいに言葉を濁にごすレイオット。


「こういう実用機械なんてのは性能が全てだよ。ましてタクティカル・モールドともなれば命に関かかわる事だからね」


　一いつ般ぱん論ろんとしてジャックの話は間違っていない。


　確かにタクティカル・モールドはその些さ細さいな性能差が生死を分ける事だって珍しくないのだ。実際、レイオットにジャックがモールドの新調をしばしば促すのも、別に自分の興味や金かね儲もうけの為ではない。


〈スフォルテンド〉は今でも充じゆう分ぶん、実用に足る性能を備えてはいるものの、やはり仕様書上の数値で最新型と較べると見み劣おとりする部分が多い。そしてその部分が、レイオットの脚を引っ張らないとは言い切れないのだ。


　だが──


「それを大量生産で質を落としたものを作るだなんて……本当に何考えてんだか。エヴァ姉はもっと腕が良いと思うんだけどなあ」


「…………」


　本気で惜くやしがっている様子のジャックを眺め……ふとレイオットはある種の違い和わ感かんを覚えた。


　何か違う。


　確かにジャックの意見は一面の真実ではあるのだろう。


　だが彼の論調は……何処か危うい。理想論というか地に足がついていないかの様な不自然さが感じられるのだ。具体的に何処が？　と問われればレイオットにははっきり指摘できないのだが──


「ところでレイ。実際に現場で使う使わないはともかくとして──着装はしてみた？」


「いや……」


　殊こと更さらに敬遠する理由も無いが──何となくエヴァが置いていったままになっている。もし使うのならば、一度位は実際に装着してみて動作を確かめておく必要は在るのだが。


「なら一度着装してみないか？　実際の使用者の具体的な意見も聞いてみたい」


「……ふむ」


　レイオットは曖あい昧まいに頷いた。





　　　　●　　●　　●





　殆ほとんど無自覚に溜め息をついていた。


　エヴァ・イーミュンはそんな自分に気付いて苦笑を浮かべる。


　仕事は──〈アセンブラ〉関連の仕事は至極順調だ。


　順調過ぎると言っても良い位である。無論それは故ゆえの無い事ではなく、きちんと自分が行った基本設計から、行政関係、軍警察関係への根回しも含め、様々な努力の結果であった。だから喜びこそすれ、憂うれう様な要素は何も無い。


　エヴァは自分の仕事に矜持プライドを持っている。


　此こ処こまで来れば確実に成功を収める自信も在る。


　だが。


　それでも尚なお、何か溜め息を自分につかせる要素が在るとすれば──


「…………」


　エヴァ・イーミュンは執務室オフイスの片隅をふと振り返った。


　この部屋はローランド工房ビルの三階に在る彼女専用の事務仕事場である。


　ちなみに一階と二階は工房と、来客用の受うけ付つけと応接室──工房部分は二階層分ブチ抜ぬきである──そして三階はエヴァやローランド工房の主あるじであるルイーゼの執務室及び各種資料室になっている。エヴァが弟子の中でも特別に執務室を与えられているのは、モールド・エンジニアとしてだけでなく、事務仕事でも優秀だからだ。


　執務机とコート掛け以外は殆ど家具らしい家具も置かず、意識して部屋の中を殺風景にしているエヴァだが──あまりごちゃごちゃと物を置くと『自分の部屋』という意識が出てきて仕事中の気分に甘えが出てしまう──部屋の奥に置かれた小さなサイドボードの上だけは例外だ。


　そこには幾つかの模型と、写真立てが、まるで林の様に処ところ狭せましと飾られていた。


　模型は全て１／６程の大きさのモールドやその周辺機器。写真もモールドのものが多いのは、さすがにモールド・エンジニアの部屋だが──中にはルイーゼに弟子入りするのが正式に決まった際、彼女と一緒に撮とった記念写真や、初めて自分一人で設計から最終調整まで行って創り上げた医療用モールドの前で、満足げに笑っているエヴァとそれを囲む工房の仲間達の写真なども置いてある。


　そんな中に──


「…………」


　エヴァの表情が微妙に歪ゆがむ。


　ただ一つだけ伏ふせられている写真立てが在った。まるでそこに写っている昔せき日じつを封ふうじようとするかの様に。


　あの写真立てを伏せる様になってもう随ずい分ぶんになる。


　いっそ棄すててしまえば良かったのだが何な故ぜか躊躇ためらわれて──エヴァが選んだ妥だ協きよう点が写真立てを伏せる事だった。


　中の写真に写っているのは、六年前の自分とそして一人の少年の姿だ。


　恐らく三年は伏せたままになっているというのに、内容はくっきりと彼女の脳裏に焼き付いている。いや──それを撮った日の諸もろ々もろの出来事さえも、昨日の事の様に思い出せる。


　別に思い出したくなどないのに。


　忘れても構わないと思っているのに。


「中途半端に記憶力が良いのも考えものね」


　自嘲的にエヴァは呟く。


「私は──」


　実を言えば解っている。


　エヴァは自分の中に在るものの正体を理解している。敢あえて意識しない様にしていただけの事だ。だがいつまでも自分を誤ご魔ま化かしきれるものでもあるまい。彼女は良くも悪くも厳格シビアな人間だ──他人に対しても自分に対しても。


　これは矜きよう持じであり羨せん望ぼうであり嫉しつ妬とであり絶望であり憤ふん怒ぬでもある。


　それらが互いに入り交じって出来た感情だ。


　それは精算されるべきだった。


　こんなものを抱えていては、自分はいつかおかしくなってしまう。それが解っていたからこそ強引にあんな事を──模擬戦を企き画かくし、フィリシスの模擬戦闘相手にレイオットを選んだのだ。実際に彼を指名したのはフィリシスであるが、彼女がレイオットを指名するであろう事はエヴァには予想済みだった。


　何にしてもその結果として──


「私は勝ったわ。勝った筈はずよ」


　言葉にしてみても、しかし虚むなしいだけだ。


　誰よりも自分が先まず解っている。


　あれはフィリシスが勝ったのであって、エヴァが勝ったのではない。ましてレイオットが使っていたモールドは明らかに基礎設計が旧ふるく──ジャック・ローランドが製作したものでないのはエヴァにしてみれば一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。無論ジャックの手は入っているだろうが、基礎設計の古さは多少の調整や改造で補いきれるものではない。


　だからあれは──勝利ではない。


　こうなるのは解ってはいたのだ。


　レイオットの使っているモールドが旧い事は解っていたし、必ずしも戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト同士の勝負がモールドの優劣だけで決まる訳でもない事も当然知っている。


　だが何かに焦あせる様な気持ちが、彼女に強引な真似をさせた。胸の中にわだかまる感情を曖昧なままで放置しておく事が出来なかったのである。


　いや──


　そもそも自分はモールド・エンジニアとしてはジャックに勝てない事は解っている。


　彼は天才で、自分は単なる秀才だ。


　他人から見れば似たようなものかもしれない。だが現実にその両者の間に横たわる溝みぞの深さは──そこから湧き出る絶望の深さは、当の秀才にしか解るまい。


　だから単なるモールドの製作で競きそう様な真似はしなかった。


　もっと大きな──単体のモールドの性能ではなく魔法工学関連の業界における立ち位置で闘たたかう事をエヴァは選んだ。


　その意味では彼女は勝ったと言ってよい。


　既に彼女は業界第一位とも言われるローランド工房の『顔』だし、一方のジャックはモールド・エンジニアの資格も持たない下町の機械工に過ぎない。


　しかし──


「…………」


　それでも──上うわ滑すべりしている感が拭ぬぐえない。


　嚙かみ合あっていない。まるで陸上選手に水泳で勝負を挑いどんでいるかの様な──徒労感に似た感覚が抜ぬけない。


　エヴァはもう一度溜め息をついた。





　　　　●　　●　　●





　ネリン・シモンズ魔法監督官は、眼を瞬しばたたかせながら辺あたりを見回した。


『工房』という単語から彼女が想像していたものとは全く異なる光景が、そこには広がっていたからだ。


　広く明るく清潔な──オフィス。


　大きい観葉植物が要所要所に置かれ、壁にはさりげなく有名な画家の手になるリトグラフが掛けられている。床ゆかは光こう沢たくの在るタイルに覆おおわれ、塵ちり一つ落ちていない。


　何ど処このホテルのロビーかと見み紛まごう様な内装の真ん中に、カウンターが設置され、そこに受うけ付つけ係がかりらしい女性が座っていた。


「御予約はおありですか？」


　きっちりと行き届いた躾しつけを感じさせる口く調ちようと笑顔で受付嬢が尋ねてくる。


「あ──ええと」


　戸と惑まどうネリン。


　実の所、彼女はこのローランド工房を、しばしば顔を出すジャックのＪＲ総合機器研究所に似た様なものと思っていたのだが──全く違う。


　油臭い空気も無ければ、床に金属片が転がっている訳でもなく、ましてや作業服で処ところ構わず関係者がうろうろしている訳でもない。


　此処は完全に『企業』だ。


　何となくジャックの処に顔を出す程度の感覚で、先日の模擬戦闘の関係書類を届けに来たネリンは──上司のラベル局長の命令である──完全に自分が勘違いをしていた事に気付いていた。


　考えてみれば当然だ。


　ある種、無資格でモールドをいじる、厳密に言えば『犯罪者』に類する人間の住居兼工房と、アルマデウス帝国においても屈指の実績を持つモールド・エンジニアの工房とでは同じである筈が無い──たとえ双方が祖母と孫という関係であったとしても。


「すいません、予約は無くて。一応、書類を届けに──」


　そこまでネリンが言ったその瞬間。


「──わああああああああっ!?」


　悲鳴じみた声と共に受付の奥に在った扉が開け放たれ──そこから一人の男が転がる様にして飛び出してきた。


　そして。


　ひゅん──と重い物が風きる音。


「──!?」


　飛来した銀色の光は受付嬢の右肩をかすめ、更にはネリンの左手をもかすめて飛んでいき──正面玄関脇の壁に激げき突とつして下に落ちた。


「…………」


「…………」


　振り返ったネリンと受付嬢の視線の先に在ったのは──凶器としても充分に使用可能なスパナが一本。


　どうやらそれを投げ付けられたらしい先の男は、とっくに玄関から外の通りに逃げ出していて、もう姿は見えない。


「……ええと」


　冷や汗あせを垂らしながら言うべき言葉を探すネリンに、しかし受付嬢は先程と変わらぬ完かん璧ぺきな業務用笑顔を浮かべて見せながら言った。


「確認します──労務省魔法管理局のネリン・シモンズ様ですね。書類の受け渡わたしでしたら、こちらで書類をお預かりして後で本人に渡しておく事も出来ますが？」


　まるで何事も無かったかの様に。


「いや──あの」


「本社には十八名のエンジニアと五名の事務員が居おりますが──どの者に渡しておけばよろしいでしょうか？」


「いやそうではなくて今の──」


　呻うめく様に言うネリン。


　そこに──


「──ああ、ジェシカ」


　開かれたままの扉の──その奥から会話に割って入る声が在った。


「その娘さんはアタシの客だよ」


「──あ」


　ネリンが声を漏もらす。


　どうやら作業場に繫がるらしいその扉口から一人の老ろう婆ばが歩み出てきた。


　もっとも──この人物は、先日会った時と同様に『老婆』という単語とはおよそ相あい容いれない印象の格好をしている。


　鋲びよう打うちの革ジャンに革パンツ。手首には銀のチェーンまで巻いたえらく攻撃的な印象の姿である。一見すると硬こう派はなバイク乗りといった感じだが──その衣装の上に載のっているのは、長い白髪の老婆の顔なのだった。


　ちなみに背はきっちりまっすぐ伸びている上に、元々ネリンよりも背が高いので、握あく手しゆする様な距離まで近付くと、どうしても見下ろされる様な感じになる。


　ルイーゼ・ローランド。


　このローランド工房を取り仕切る女性モールド・エンジニア。既に年齢は七十近く、工房の作業の殆ほとんどは弟で子し達に任せていると言われるが──それでも毎日きっちり工房に顔を出しては弟子達の作業を監督し、時には自ら工具を握にぎってモールドの製作や調整、修理を行うとも言われている。


　関係者達は、畏い敬けいと親愛双方の情を込めてこの女性を『バケモノ』と呼んでいるそうだ。


「──ちっ」


　ルイーゼは落ちているスパナに視線を向けて小さく舌打ちした。


「外したか。アタシも耄もう碌ろくしたかね」


「いやあの外したって──」


「ああ……気にしないでおくれよ。いつもの事だからさ」


　受付嬢の対応を見ているとその通りなのだろうが……


　先に逃げていった男が何をしたのかは解らないが、あんなもの命中したら死んでしまうのではないだろうか。


「まったく最近の若い奴等は、本当に救すくい難がたい馬鹿が多いやね。ボルト一本まともに締しめられない癖に、やれ設計だやれ応力計算だと理り屈くつこねくるばかりで。作業着に着き替がえただけで、もう一いち人にん前まえの積もりでいやがんだわ」


「は……はあ」


「くそ甘えた事言ってきたもんで、根性たたき直してやろうと思ったんだけどね」


「──って今のお弟子さんですか？」


「弟子候補だわね。仮採用して三時間でボロが出たけどさ」


　言ってルイーゼは肩を竦すくめて見せた。


「それはさておき──わざわざ済まないね、シモンズ監督官。郵送でも良かったろうに」


「いえ、内容が内容ですから……きちんと手て渡わたしする様にと、局長が」


　と言いながらネリンは鞄かばんの中から書類の入った封ふう筒とうを取り出してルイーゼに手渡す。


「ラベル坊も相変わらず堅かたいね。ま──折角来たんだ、茶の一杯ぱいでも飲んでいきな。なんだったら工房も見ていくかい？」


　ルイーゼは中から書類──資料を取り出し一枚目にざっと眼を通してから受付嬢に『これエヴァの執務室に放り込んどいとくれ』と言って渡す。


「あ──」


　ネリンは考える。


　どうも彼女が公私において付き合いの在る魔法士やその関係者は極きよく端たんな連中が多い。レイオットは言うまでもなく、フィリシスやジャックも同じだ。そのお陰でネリン自体がかなり毒されているというか、考え方が偏かたよってきている様な自覚が最近在ったりもする。


　少し考えれば解る事なのに、ローランド工房をジャックの研究所と同列に考えてしまっていた事などはその典型だ。


　此処はひとつ、真まっ当とうなモールド・エンジニアの仕事を見学しておくのも悪くはない。


　まあルイーゼが『真っ当』かどうかは、壁際に落ちているスパナを見れば甚はなはだ怪あやしい感じなのだが──まあエヴァの様な人間も弟子に居る様だし、工房の中全員が、ルイーゼみたいな豪ごう放ほう磊らい落らくな人間ばかりではあるまい。


「御願い出来ますか？　あの工房の方」


「よっしゃ」


　ルイーゼは何処か満足げに頷うなずいた。





　　　　●　　●　　●





　想像した以上に違和感を感じない。


　次々と閉じていく部品が綺麗に肉体に沿っていく。


「……ふむ」


　レイオットは感かん嘆たんの声を漏もらした。


『鋳型モールド』である以上は、ある程度の圧あつ迫ぱく感は在って当然だが──あくまで現場作業服であるタクティカル・モールドやレスキュー・モールドの類たぐいは必要以上に肉体を締め付けてもいけない。特に関節部は一定の自由度を確保しておかないと魔法士の動きが阻そ害がいされてしまうからだ。


〈アセンブラ〉の装着感は非常時の『代用品』としては充分に満足のいくものだった。むしろ部分的には〈スフォルテンド〉よりも快適で動き易い。


　無論──レイオットの体格に合わせてある程度の調整はされているから、体に合うのは当然だが、あくまで統一規格の大量生産部品を組み合わせて後は調整──これだけで此こ処こまで対応出来るとはレイオットとしても驚おどろきではあった。


　自動化された装着用架台が最後の部品を結合させ──レイオットは〈アセンブラ〉を着た状態で車庫の床に降り立つ。


「──どう？」


「思った以上に違和感が無いな」


　興味津しん々しんといった様子で尋ねてくるジャックにレイオットは言った。


「ふうん？　──まあモールドで重要なのはは着き心地ごこちじゃないけどね」


「…………」


　レイオットは仮面の下でふと眉まゆを顰ひそめた。


　いかにも技師らしい意見だが──レイオットとしてはジャックのこの意見には異論が在る。快適性を求める程ではないにしても、やはり着心地は重要だ。特にタクティカル・モールドやレスキュー・モールドは、違和感なく動ければ動ける程に危険性が減る。魔法の増幅率や拘束度デユラビツト数の多い少ないだけがモールドの性能ではない。


　その程度の事はジャックも分かっている筈なのだが──


「魔法の一つでも撃てば違いがよりはっきりするかな？」


「…………おまえな」


　仮面の下でレイオットは顔をしかめた。


「あっさり言ってくれるが──」


　監督官の居ない場所で魔法を撃つのは違法である。


　無論、元々が無資格なレイオットの場合はそんな事を気にする義理も無いのだが──問題は彼等の身近に気にする人間が居るという事だった。


「いつひょっこり顔出すか解らないんだよ、あの監督官は。下手に装着して魔法撃ってる処なんぞ見られてみろ、大喜びで段ボール一箱分の書類持ち込んで眼を通させられるぞ。お前、代わりにやってくれるか？」


　レイオットの家は周りに民家が無く──隣のシェリング邸ですら雑木林を抜けた向こう側だ──敷しき地ちと外部を仕切る柵さくだの塀へいだのも無い。もしネリンが近付いてきていた場合、戸外でモールドを着て魔法を撃っていれば、すぐに見つかるだろう。


「シモンズさんは今日は先日の模擬戦関連の書類を持って、ローランド工房に出向かれておられる筈はずです」


「…………」


「…………」


　顔を見合わせてからレイオットとジャックは傍らに立つ紅い髪の少女を振り返った。


「なんでお前がそんな事を知ってるんだ？」


「一昨日おととい来られた際にそんな話をしておられました」


「…………よく覚えてるな」


　と言いつつもレイオットはカペルテータなら不思議ではないと納得もしていた。


　自発的に主張する事が無いので普段あまり意識する事は無いが、カペルテータの記憶力は一種の超ちよう能のう力りよくの域に達している。一体どうやって──とレイオットやジャックが首を傾かしげる位に、細かい事を逐ちく一いち記憶しているのだ。


「まあいいか。なら軽く魔法の一つ二つは撃ってみてもいいだろう」


　実際に使う事が在るとは思えなかったが、それでもこの〈アセンブラ〉がどの程度のものなのか、試してみるのは悪くない。


　レイオットはこれもエヴァの置いていった改良型の魔法増幅器──スタッフを架台から取り出して導魔力管を〈アセンブラ〉に接続する。


　レイオットの普段使っているものに較べると、随分小型で振り回し易そうだが──全長はやや大きめのライフル程度しかない──大型のスタッフに慣れたレイオットとしては何となく頼たよりない感じさえする。


　呪文選択器スペルセレクタは六連装。呪文書式板スペルタグの規格はレイオットの持っているものと同じだ。


「──さて」


　整理棚たなに入れておいた三十種類余りの呪文書式板に触れながらレイオットはジャックを振り返る。


「何を撃ってみるか──だが？」





　　　　●　　●　　●





　清潔で匂においに乏しい受付と打って変わって──工房は鋼はがねと油の臭においに充みちていた。


　流石に当然といえば当然の事である。


　モールドは昔の騎士の板ばん金きん鎧よろいによく喩たとえられるものの、実際には全て金属板そのもので造られている訳ではない。関節部分は自由度の高い樹脂が内外に多用されているし、タクティカル・モールドなどは、無意味にがちゃがちゃと音を立てるのを防ぐ為に、吸音材として革や布を多用する部分も在る。


　しかし……それでも基本構造としてその『人型』を支えるのは、鋼鉄と、その眷けん属ぞくたる金属類であり、それを加工・調整するのもまた鋼鉄によって造られ駆く動どうされる機械だ。


　その工房ともなれば、やはり鋼と油の臭いが他の臭気を圧倒して場を支配するのも当然ではあった。


「これ……〈アセンブラ〉ですね」


　ネリンはふと作りかけのモールドの一つを見て言った。


「ああ。未まだ本格的な量産体制には入ってないから、他のモールドと似たような工程で造つくってるんだよ」


　三歩ばかり先を歩いていたルイーゼが言う。


　工房の広さはちょっとした映画館や劇場程も在あった。


　一般的な乗用車なら五十台近く停められるだろう。


　工房と言えば工作機械と工具と資材で散ちらかった印象を受けるが──此こ処こは違う。


　確かに受け付け周りと違って作業現場特有の薄うす汚よごれた感じは在るものの、据すえ付けられた工作機械や作業台の間には二メルトル以上の幅がとられ、作業台の上も綺麗に整理されている。その間を行き交うエンジニアやその見み習ならい達も揃そろいの作業服を着ていた。


　見ていても気持ちが良い。


　合理化が徹底しているという事だ。


　作業機械が広めに配置してあるのは、資材や完成したモールドを運ぶ際の事を考えての結果だろう。移送用・装着用架台を含めたモールド一式を移動させるともなれば、それなりの空間を必要とするし、搬はん出しゆつするともなればトラックを直接工房に入らせて積み込んだ方が手間が掛からずに済む。


　とはいえ──何ど処この工房でもこうした合理化が徹底されている訳ではないだろう。充分に潤うるおっているモールド工房であるからこそ可能な体制ではあった。


「…………」「…………」「…………」


　ルイーゼが工房の中を歩くと──まるで何かの気体が充じゆう満まんするかの様に、工房の中に緊張感が蔓まん延えんしていく。それで手を止めたりする者が居ないのはさすがと言えばさすがだが、この一流と言われるローランド工房のエンジニア達も、その創始者にして彼等の雇やとい主、そして今なお腕は現役と言われる超ちよう一流モールド・エンジニアを前にすれば、襟えりを正さざるを得ない様だった。


　もっともルイーゼは特に何をするでもなく、ぶらぶらとネリンを連れて工房の中を歩いているだけである。傍はた目めには場ば違ちがいな人間が、二人工房の中に迷い込んだだけの様にも見えるだろう。


「……ジャックは元気にしているかい？」


　唐突にルイーゼはそう尋ねてきた。


「ええ。いつもと変わらずです。でもどうしてそんな事を？」


　ネリンは尋ね返す。


　ルイーゼの工房とジャックの工房は同じトリスタン市内に在る。リゴレット通りを挟はさんで全く反対側に位置してはいるものの、車ならば一時間余りでいける距離だ。


「先日の模擬戦を除けば、随ずい分ぶんと会ってないからね。ある日勝手に家を飛び出してってそれっきりさ」


「そうなんですか」


「そうさ。全く──困った孫だよ。母親が体が弱いからね。代わりにアタシが厳しく躾しつけた積もりなんだがねえ。何ど処こで育て方を間違えたんだか」


　しみじみとした口調でルイーゼが言う。


　老人らしからぬ風ふう体ていは相変わらずだが、こうして昔を懐かしむ様子は何処にでも居る年寄りと大差ない──


「口答えすれば、まず全身縛しばって逆さかさ吊づりにして、頭から作動中の洗せん濯たく機きに突っ込んでみたり……」


　──訳ではない様だった。


「勝手に私の大事にしていた時計をいじくって壊こわした時は、ドラム缶かんの中に閉じ込めて爆ばく竹ちく放り込んでみたり……」


「…………」


「人様に迷惑かけたら大型トレーラーの車輪に縛り付けて五百メルトル程、転がしてみたり……ああ、知ってるかい？　大型トレーラーの車輪って直径二メルトル位あるのが在ってね」


「いやあの……」


「本当に何処であんな風にひねくれたんだかねえ……」


　ひねくれない方がおかしい。


　というか本気で不思議がっているとすれば、ルイーゼの頭の中身の方がネリンには不思議であった。まあ──天才とはえてしてこういうものなのかもしれないが。


「娘と違って、あの孫は私と同じ一種の『才能』を持ってるからね。何とかしてうちの跡あと継つぎにしたかったんだけどね──まったく我わが儘まま坊ぼうやにも困ったもんさ」


　ルイーゼは肩を竦すくめる。


「レイ坊にもね」


「スタインバーグさん、ですか？」


「そうさ。あの穀ごく潰つぶしがうちの孫に定期的に仕事なんざ与えちまうもんだから、世間の荒あら波なみも知らないまま、ジャックは気楽に暮らしていける訳だよ」


「ま……まあそれはそれで悪い事ではないような気も」


「それじゃ駄目なんだよ」


　ルイーゼは溜め息をついた。


「それじゃあ、あの子は──いつまで経たっても進歩しないままさ」





　　　　●　　●　　●





「──イグジスト」


　撃発音声トリガー・ヴオイス詠唱。


　選択された魔法は──〈フラッシュ〉。


　音と光とそして魔力を放散して敵の探知を防ぐ攪かく乱らん用の魔法。破壊力は無論無いに等しく、制御に失敗しても問題は無い。


　魔法は〈スフォルテンド〉の時と殆ど変わらぬ効果を発揮し、爆ばく音おんじみた轟ごう音おんと閃せん光こうを放って──ゆっくりと消滅していった。


「んー？」


　魔力計や幾つかの簡易計測機器を眺めながらジャックが首を傾げる。


「悪くないんじゃないか？」


　レイオットは言った。


「元々〈スフォルテンド〉も設計が旧ふるいからな。その意味じゃこの〈アセンブラ〉──そこそこに使い勝手は良いと思うがな」


「けどねえ。どうせなら」


　ジャックは言って近付いてくると、しげしげとスタッフを眺める。


「このスタッフの設定にしてももうちょっと短くして収束率は上げられると思うんだよね。なんでこんな簡単な事にエヴァ姉も気付かないかな？」


「…………」


「どうせならもうちょっと──まあ〈スフォルテンド〉もいい加減古ふる臭くさくて、確かに性能的にはかなり不満が残るんだよね……やっぱり、最新型と同様の収束効率を叩たたき出す為には根本的な設計変更が……とはいえ……」


　あちこち計測器具で何かを測ったりしながらぶつぶつと呟くジャック。


　細かい魔法工学理論はレイオットにはさっぱり分からないのだが──


「……おまえさ」


「うん？」


「ひょっとしてエヴァ・イーミュンに、今みたいな言い方で彼女の設計したモールドの話とかした事無いか？」


「え？　まあ──あると思うけど」


　きょとんとした表情で言うジャック。


　どうやら全く気付いていないらしい。


「それだろ──きっと」


「は？　何を──」


　意味が分からない、といった様子でジャックは眼を瞬しばたたかせる。


「例えばエヴァ・イーミュンがどう思ってこの〈アセンブラ〉を設計して造ったのかは知らないし、細かい技術的な事も俺は知らないがな。例えばこれは彼女が最善だと思って創り上げたものだとして、だ。それをお前が、あっさり欠点だの改良点だのを指摘してしまったら彼女の矜持プライドは思いっきり傷付けられないか？」


「…………」


　ジャックは顔をしかめて──首を傾かしげる。


「そういうもの？」


「多分な。立場として姉弟子なら余計にそういう処は在るんじゃないか？」


「…………」


　ジャックは更に首を傾げる。


　彼には実感として解わからないのだろう。


　自分に出来て当然の事は、他人も出来て当然──彼はそう考えてしまう。だから他人が出来ないと不思議がる。出来ない事が理解出来ない。出来ない人間の出来ない理由を説明出来ない。


　魚が泳げない人間の気持ちを理解出来ない様に。


　鳥が飛べない人間の気持ちを理解出来ない様に。


　だがそういう態度は、必死に努力を積み重ねて天才の近くに辿り着こうとしている者を、悪意無く嘲せせら笑わらう事になる。


「どうしてこんな事も出来ないの？」と。


　天才であるという事は、即すなわち凡人からの断絶だ。


　断絶故ゆえに──それは相そう互ご理解を拒こばむ。


　良いとか悪いとかいう話ではない。誰かに悪意や害意が在る訳でも無い。


　しかし……


「うーん…………？」


　腕を組んでジャックは唸うなった。





　　　　●　　●　　●





『──なんだ。簡単じゃない？』


　思い出すのは六年前の何気ないジャックの一言である。


　あの一言を聞いた瞬間に、エヴァは自分が一種の道化であった事に気付いたのだ。


『だって此処を三型パイプ使ってこっちに繫げれば誘導回路としての機能も持つから……そしたらもっと軽量化出来るでしょ？　ほら──三型パイプの口径は七十二番のアダプタをかませば。どうしてこんな勿もつ体たいない設計の仕方するかな──エヴァ姉は』


　ジャックは本物の天才だ。


　散々悩んで悩んでエヴァが書き上げた設計図の問題点を、まるで自明の理であるかの様な口く調ちようで指摘し──彼女が半年かかってもどうしても解決出来ずに妥だ協きようしてしまった点についても、数秒設計図を見ただけで解決案を捻ひねり出だしてしまったのである。


　才能が違いすぎる。


　本来ならば姉弟子としてエヴァは彼を褒ほめてやるべきであったろう。また実際にそれを期待する様な表情で、当時少年だったジャックはエヴァの言葉を待っていた。


　だが……エヴァはそうしなかった。


　ただ『そうね』と言うだけが精せい一いつ杯ぱいだったのだ。


　馬鹿にされた様な気がした。


　ジャックがそういう少年ではないのは百も承知していたがそれでも──『お前は所しよ詮せん、凡ぼん庸ような存在なのだ』『お前が今まで積み重ねてきた努力などその程度のものなのだ』と告げられた様な気がしたから。


　女の子の癖に機械いじりが好きで。子供の頃から化粧道具を手にするよりも工具を手にしている時間の方がずっと長くて。だからあまり可愛かわいげも無くて。小こ粋いきで気の利いた会話が出来る訳でもなく。無ぶ粋すいさを補う程の美び貌ぼうでもなく。


　そういう自分をエヴァははっきりと自覚していた。


　モールドを弄いじる他には、これといって取とり柄えの無い──少なくとも当時、自分の事をそう思っていたエヴァは、だからこそローランド工房に出入りする様になってから、モールド開発にのめり込んだ。


　これが自分の居い場ば所しよで。これが自分の生き方で。


　何か救われた様な気分すら在ったのだ。


　だが──





　──『エヴァ姉』





　にっこりと笑う歳とし下したの少年。


　男の子にしておくには勿もつ体たいない程の容姿で。


　しかも──必死に磨みがいてきたモールド・エンジニアとしてのエヴァの腕を、ろくに努力する様子も無く凌りよう駕がしてしまう怪物。


　彼の才能を目の当たりにしたとき、エヴァは自分の足下が根ね刮こそぎ崩くずれ去ったかの様な感覚を覚えたものだ。


　天才は凡ぼん才さいを悪意無く踏みにじる。


　だがそれは悪意が無いからと言って許されるべき事なのか……？


「…………」


　伏せたままの写真立てに伸ばそうとした手を──エヴァは溜め息と共に引っ込こめた。





　　　　●　　●　　●





「技術者や研究者ってのはさ、一種の変態だからさ」


　ルイーゼは自じ嘲ちよう的てきな口調で言った。


　既に工房を通り抜ぬけ、二人は資材倉庫の中を歩いている。他に人の姿は無く、工房の雑音も遠く、二人がコンクリートの床を歩く足音だけが淡々と響いていた。




[image: ]


「変態──ですか？」


「そう。『出来そうだからやってみたい。やってみよう』これしかないんだよ。程度の差は在ってもね。優秀な──才能の在る技術者程、そういう傾向が強い。でもそれだけじゃあ駄目なんだよ。当たり前だけどね」


「…………」


　眼を瞬かせるネリンにルイーゼは立ち止まって振り返り、微苦笑を浮かべて見せた。


「天才はそういう意味で、脆もろいし危ない」


「それは……ひょっとして歯止めが利きかないという意味ですか？」


「まあそんなもんさね」


　ルイーゼは言った。


「周りの空気が読めてないっていうか」


「はぁ……」


　まあ確かにジャックなどには、そういう部分が散見されるが。


「同時に秀才は──天才に届かない自分を自覚するから、必要以上に己を過小評価する」


「…………」


「どっちも自分の足下が見えてない。秀才と天才、どっちが上ってもんでもないんだよ。前に言ったけど、汎はん用よう型と特殊型さ。だけど人間は天才に憧れるし、天才はその才能の極端さ故に、人間としての均きん衡こうを失う事が多い。そうでなくても天才は天才として『そういう風に生まれついている』から、そうでない人間を悪意無く踏みにじったりもする」


「……何となく解ります」


　それこそレイオットも、ジャックも、フィリシスも、何処か不安定な処が在る。


　突とつ出しゆつした才能に自身が引きずられているかの様な──


「エヴァにはジャックには無いものが在る」


　再び歩き出しながらルイーゼは言った。


「ジャックは天才であるが故に、目先の事にしか興味が無い。例えば──天才画家が居たとして、彼は絵を描く以外の才能が無いし、興味も無い。大たい概がいの天才ってのはそういうもんさ。絵を流通させようとか、もっと自分の絵の複製を造って多くの人に鑑かん賞しようしてもらおうとか、ましてや芸術を理解する人々を増やして絵画というものの商品価値を増やし、絵画に関連する業界そのものの隆りゆう盛せいを案じる──なんて事は出来ない。決して」


　確かにジャックはモールドに代表される各種機械をいじらせれば天才的だが、あの工房に引きこもっている事からも解る様に、自分の仕事に関係ない、あるいは興味の無い世情に関しては驚く程に疎うとい。


「十年先、二十年先を見み据すえる事が出来るのは、凡人と天才の間に居る者──秀才だからさ。自分の天才ぶりに脚をとられない。視し野や狭きよう窄さくを起こさない。だがそれを自覚している分、秀才は、天才に対する憧しよう憬けいと嫉妬が拭ぬぐいきれない」


　ルイーゼはネリンの前を歩きながら言う。彼女は別に振り返ったりはしなかったが、ネリンはこの老エンジニアが苦笑を浮かべているのが解る様な気がした。


「天才にも中には十年先、二十年先を見据える事が出来る者も居るがね。それはしかし、やはり単一技能に特化した別の天才と、その単一技能だけに注目して比較して見れば見劣りしてしまう」


「……分かる様な気はします」


　天才だの秀才だのという概がい念ねんは、そもそも相対的なものである。それを決定する厳密な一線が在る訳ではない。一般人から見ればレイオットなどは天才的な戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストであろうが──フィリシスと較べればやはり見劣りしてしまう。


「だから──私はこの工房を造った訳さ。自分で言うのも何だが、私だって天才だか秀才だかの一種でね。どちらにしろ一人では足りないんだよ」


「足りない……？」


「組織──とまではいかないがね。人間は、やはり誰かと組んでこそ本当の力を発揮出来る。ただ一人の人間は、所しよ詮えん、天才だろうが何だろうが、それだけの者だよ。勘違いしたがるアホも多いがね」


「…………」


「ま──この歳になるとね、在りもしない事を望みたくもなるもんさ。みんな仲良く幸せになれたらいいね──なんてさ。はは、アタシも老いたもんだわ」


　いかにも矍かく鑠しやくとしたルイーゼがそんな事を言うと、ネリンはネリンで少し寂さびしいというか哀かなしい気もする。


「せめて自分の孫や愛まな弟で子しは仲良くして欲しいし、その天才と秀才の二人が組んで創り上げる明日のこの業界ってのには、想像するだけでこのアタシでも胸が躍るんだわ。それが業界の活性化に繫つながれば、アタシの友人知人達もその恩おん恵けいにあずかれる可能性が高くなる──みみっちい話かもしれんがね、私が考えてるのはそういう事さ」


　何処か遠い処を見る様な眼で言うルイーゼ。


　彼女は彼女で『天才』の名をほしいままにした女じよ傑けつだが──だからこそ天才というものの限界に、歯がゆい思いをする事も在ったのかもしれない。


　成なし遂とげたい理想が何処かにしっかりと在るのならば、天才だの秀才だの──そんな差にこだわる必要は無い。互いに補おぎない合あって先を目指せば良いだけの事だ。


　ごくごく当たり前の──けれど誰もがついつい忘れがちになってしまう事ではある。


　あるいは本物の『天才』とは、それを忘れずに居られる人間の事を言うのかもしれない。


「だからさ」


　再び立ち止まってルイーゼは言った。


「シモンズ監督官。うちの孫と弟子──良かったら、よろしくしてやってほしいんだわ。あんたみたいな第三者が間に入ってくれないと、あの朴ぼく念ねん仁じんとひねくれ屋はいつまで経たっても握あく手しゆしないだろうしね」


　あるいは──この一言が言いたくてルイーゼはネリンに書類を直接持ってこさせる様、局長の処に頼んだのかも知れない。


「──努力します」


　微笑ほほえんで頷くネリン。


　恐らく局長のカート・ラベルですら頭の上がらないこのモールド・エンジニアに──この時、ようやく初めてネリンは親近感を覚えたのだった。
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　轟ごう音おんと共に鉄てつ扉ぴが歪ゆがむ。


　のしかかる恐怖に身を竦すくませながら──少年と少女は分厚い隔かく壁へきが破壊されていくのを見み詰つめていた。見詰める事しか出来なかった。


　非常用隔壁によって分断された空中の渡わたり廊ろう下か。


　隔壁に前後を挟まれた為に今は小こ部べ屋やの様な状態になっているが、少年と少女が居るのは、元々ただの通路だ。何ど処こにも逃にげ道は無く──隠かくれる場所も無い。


　まして迫り来るものに歯向かうなど、出来る筈も無い。


　それは武器も持たぬ人間には、決して倒す事の出来ない怪物なのだから。


　不用意に魔法を使い、人間としての在あり方を魔法によって冒おかされた、異常生物。


　俗称──『魔族メレヴエレント』。


「あ…………ああああ…………」


　ごおん。


　ごおん。


　ごおん。


　少年と少女の前で分厚い──厚さ三センチメルトルはあろうかという鉄扉が歪んでいく。


　そして──


「おおおおおおおおおおおおおおおおおべんきょーッ!!」


　奇き声せいを発しながら出現する──異い形ぎよう。


「ベンキョ！　きょきょ！　オベンキョーっ!!」


　鉄扉の歪んで出来た隙すき間まから両りよう腕うでを突っ込み、めりめりと更に広げながら入り込んでくるそれは……


「キヨーっ!!　キヨキヨキヨキヨッ!!　オベンキョーッ!!」


　少年と少女の担任教師だった女性の顔を備えていた。


　もっともそれは──胸元にであったが。


　少年と少女の前に立ちはだかるのは、言ってみれば鎧騎士と甲こう殻かく類るいの中間の様な代しろ物ものであった。


　甲かつ冑ちゆうの様な装甲を幾いく重えにもまとい、その隙間からは触しよつ覚かくの様なものが何本も出て何かを探る様に動いている。人型と言えば人型だが、頭部は無く、人間の首が装甲の胸元に生えており──まるで狩しゆ猟りよう家が暖だん炉ろの上に飾るトロフィーの様に──背後には長なが々ながと尻しつ尾ぽの様なものが伸びていた。


「ウキョキョキョキョ！」


　魔族は胸元の頭を左右に激しく振りながら高らかに笑う。同時に各関節から生えている触覚がざわざわと同調する様に蠢うごめいた。


　見ているだけで正気を失いそうな、醜しゆう悪あくな姿である。


　これがわずか半時間前には理知的な容よう貌ぼうの女教師であったと、誰が想像出来るだろう。何な故ぜか鼻先に引っかかったままの眼鏡が、悪い冗談の様に見えた。


　鎧のバケモノは紅かった。


　斑まだら模も様ようになっているそれは少年と少女の級友──いや他の学年や教師をも含めた、十人以上の人間を殺してきた結果だ。


　一人一人を殺すのにじっくり時間をかけた結果として、他の者達の逃げる時間的余裕が生じたのは喜ぶべき事であろうが──逃げ遅れたこの少年と少女にとっては、関係の無い話ではある。


「キョキョキョキョウシキョウシ！　ワタシハキョウシッ!!　オベンキョー!!　クソガキクソガキオベンキョー！　ウキョオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!」


　不可視の力が満ちあふれ──渡り廊下の左右に並ぶ窓まど硝子ガラスが一斉に割れる。


「ひっ──」


　少年と少女はびくりを身を竦ませる。


　いっそ飛び降りて──と思ったがもう遅おそい。


　彼等が何か行動を起こした途と端たんに、魔族は容よう赦しやなく飛び掛かかってくるだろう。


「う……う……」


　少年のズボンに染みが広がる。


　失禁したのだろう。だがそれを汚いと罵ののしる余裕は少女の方にも無い。


　ただ──


「うわあああああああああっ!?」


　恥はずかしさと、恐怖と、その他諸々の感情が少年の狂気を撃発させる。


　少年は同級生の少女を突つき飛ばすと、何を思ったか魔族の方へと突っ込んでいった。


　そして。


「ラクダイ！　アカテ──ン!!」


　魔族が叫ぶ。


　その瞬間。


「──あああああひえっ!?」


　少年の姿が歪ゆがんだ。


　いや違う。歪められた。


　強制的に──見えない何らかの外的圧力によって。


　魔族は触れても居ない。


　だが──


「ひぎぎぎぎぎぎっ──」





　──魔法。





　常識と条理を嘲あざ笑わらうかの様に顕けん現げんする超ちよう常じよう現象。


　人間が、幾つもの安全策を施した上で辛かろうじて行使し得るその力を……しかし魔族はまるで呼吸するかの様に、当然のものとして扱う。


「ぎ……あ……」


　ぼきりと音がする。


　骨が折れたのだろう。それはしかも何度も何度も続いた。


　ぼきりぼきりぼきりぼきりぼきぼきぼきぼきぼきぼき──


「あがげ……げぎうぎぎぎぎぎぎっ!?」


　悲鳴とも絶ぜつ叫きようとも言えない様な、濁にごりくぐもった声が少年の口から漏れる。


　まるで粘ねん土ど人形を両手で左右から押おし潰つぶした挙げ句に、丸めていく様に──少年の体はまず左右から潰され、そこからぐしゃぐしゃと手を折られ、足を折られ、丸く丸く、血を滴したたらせる骨と肉の塊に成形されていく──


「ひあ……あ……あ……」


　少女は首を振った。


　現実を否定するかの様に何度も何度も首を振った。


　だが目の前の悪夢は消えてはくれなかった。


「オベンキョーッ!!」


　ぐちゃり。


　一抱かかえ程の肉団子に──最も早はや、何処が頭で何処が腕かも分からない位に丸められたそれが、ひょいと割れた窓から放り出される。


　一瞬の間があって──どちゃりと若干湿しめった音が響いてきた。


「キョキョキョ」


「あ……あは」


　少女の恐怖の表情に亀き裂れつが走る。


「あは。あはははは。せんせい……あはははは。せんせいったらおっかしい……あはははははははは。せんせい、せんせい、せんせいあはははは」


　狂気の笑みが少女の顔を覆い尽くすのにかかった時間はわずかなものだった。


「せんせい……せんせい……あはははははせんせい……」


　けらけらと笑い続ける少女。


　同級生の異常な死に様を見て、緊張の糸がぷっつりと切れてしまったのだろう。楽しそうに楽しそうに少女は迫り来る怪物を見ながら笑う。


「あははははははははは」


「タイバーツテキメーン!!」


　半時間前まで女教師だったそれは、発はつ狂きようして笑い続ける哀あわれな教え子に、装甲に包まれた指先を伸ばした。
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　トリスタン市立第三中学で発生した魔族事件ケースＳＡは、目撃者の証言から女性教きよう諭ゆブリジット・ヴェスタックの衝動的な行動によるものと断定された。


　元々私生活にも幾つかの問題を抱かかえていた上に、自身の指導力に関しても疑問を抱いていたヴェスタック教諭は、一種の『自殺』法として非合法の魔法解説書──通称〈黒本〉を使って魔族化する事を選んだと考えられる。


　一種のヒステリーだ。


　無論それに巻き込まれる者はたまったものではないが。


　当然──ブリジット・ヴェスタックは全ての人権を剝はく奪だつの後、警察及び魔法管理局により、速すみやかに局地災害として殲せん滅めつ対象に認定された。後は要請を受けた戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストが出動してこれを駆く除じよするだけである。


　だが……運悪くこの時、正規の戦術魔法士の殆ほとんどが出で払はらい、あるいは強制待機期間中となっていた。


　そこで労務省魔法管理局トリスタン支局はネリン・シモンズ二級魔法監督官に命じて、無資格でありながらも一流の実力を持つとされる戦術魔法士──レイオット・スタインバーグに出動を要請。


　事件発生からおよそ二時間後、レイオット・スタインバーグは封ふう鎖さされたトリスタン市立第三中学に到着した。


　しかし──
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「──モールドが？」


　ネリンが目を丸くして尋ねる。


　馴な染じみの魔法監督官の前でレイオットは肩を竦すくめて見せた。


「すまん」


「でも…………」


　ネリンは背後の校舎を──トリスタン市立第三中学を振り返る。


　職員達が魔族発生を知った際、咄とつ嗟さに非常ベルを鳴らし、幾つかの隔かく壁へきを閉じた。


　お陰で、魔族の動きをある程度鈍にぶらせる事が出来、生徒や教師の大半も逃げる事が出来た訳だが……校舎の中には隔壁のせいで、閉じ込められたまま逃げられない者達もかなりの数が残っているらしい。


　一刻を争う事態である。


　なのに──レイオットのモールド〈スフォルテンド〉に問題が在ると分かって使えないというのだ。


「修理や整備はしていたんでしょう？」


「……旧ふるいモールドだからな」


　とレイオット。


　確かにそれはネリンも知っている。


　レイオットの愛用する〈スフォルテンド〉は形式としては初期も初期──恐らく設計は二十年以上前のものだ。今のモールドの基本形としての機能は全て備えているため、現役で使えてはいるが……材質の劣れつ化かや疲労は免まぬがれない。無論、既にその部品の多くは修理や調整で新しい部品と交換され『新しん陳ちん代たい謝しや』されてはいるが……だからといって新品同様になる訳ではないのだ。


「ジャックでも発見しきれない様な問題が累るい積せきしてくるのはしょうがない」


「それはそうでしょうが──」


「正直、俺は別に構かまわないんだがね」


　微苦笑を浮かべるレイオット。


「亀き裂れつの一本や二本で即座に魔族化する訳でもないだろ」


　彼によると〈スフォルテンド〉の胸部──拘束度デユラビツト端たん子しを塡はめ込こむ胸部拘束装甲基部に若干の亀裂が発生しているのをカペルテータが見つけたのだという。


　レイオットはあまり気にしていなかったのだが、カペルテータがその場に居たネリンに報告してしまったのだ。


「そういう訳にもいかないでしょう」


　とネリン。


　当然だ。事はただレイオットの生命に関わるだけではない。


　もし彼が失敗すれば、更に犠牲者が出るだろうし、万が一、彼まで魔族化してしまってはもう目も当てられない。


　そもそもレイオットが出張ってきている時点で、他の正規の戦術魔法士は都合が付かないという事なのである。レイオットには是ぜが非でも生せい還かんして貰わねば──下手をするとトリスタン市が壊かい滅めつする事態さえ考え得る。


「ローランドさんに連絡はしましたが」


　とカペルテータ。


「代用部品を持って到着されるのには最低二十分、交換に五分、最低でもレイオットがモールドを装着出来るのは二十五分後です」


「…………」


　ネリンは唇くちびるを嚙む。


　既に確認されただけでも二十名近い生徒や職員が犠牲になっている。あと二十五分で何人が死ぬか──


　しかしだからといってレイオットに問題の在るモールドで出しゆつ撃げきさせる訳にはいかない。最悪の場合、数百名、いや千名を超える犠牲者が出る可能性だって在る。


　だが──


「〈アセンブラ〉を使えば良いのではないですか」


　とカペルテータがふと思い出した様に言う。


「──そう。そうですよ」


　ネリンは表情を輝かがやかせて言った。


「持ってきているんですよね？　イーミュンさんから借りている奴を」


「あ──まあそうなんだが」


　顔をしかめて言うレイオット。


「何か不都合でも在るんですか？」


「……いや。まあ多分そんな事は無いんだろうが──使ってみるか」


　レイオットはそれでも、やや気乗りしない様子でモールド・キャリアに向かった。
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「──装着します」


　カペルテータの宣言と共にレバーが引き下ろされる。発バ条ネと歯車が軽快な金属音の連れん鎖さを響ひびかせながら作動──次々と人の姿をした『鋳型モールド』がその部品を閉じていく。


　違和感は──無い。


　無い事が逆に落ち着かない。


（……使い慣れた道具……か）


　道具は道具でしかない。


　それに意味が在るとすれば、使う側の執しゆう着ちやくや記憶に基づく価値観であろう。正直、この〈アセンブラ〉に関しては以前、ジャックに頼まれて試験的に装着した際にも、想った以上に良い具合なのは確認している。


　だからこれは──


「俺のこだわり──か」


　呟きながら彼はモールド・キャリアの床に降り立った。


　以前、ジャックに『レイはこだわりが無さすぎる』と言われた事が在る。


　こだわりとは人間を縛り同時に人間を形作るものである。それが無ければ人間の個性など何ど処こにも無くなってしまう。


　誰もが何かにこだわっている。


　誰もが何かに縛られている。


　だから……こだわり、それそのものに是も非も無い。無いとレイオットは考える。ジャックの言葉ではないが──それは適度であれば人生を潤うるおし、過ぎれば害となる。ただそれだけの事であろう。


　で──


（俺のこのこだわりは、益か、害か）


　そんな事をふと思う。


　以前とは色々と状況が変わってきてはいる。


　特に──ネリン・シモンズと出会ってからは。


　以前の様に積極的に死を求めている訳では無論、無い。


　だがやはり何を目的に、何の為に生きているのか──その明確な答えは彼には無い。


　だが……


（分かってる。俺がこだわっているのは、罪を忘れるのが怖いからだ）


　大事な人を殺した。


　ドーベルン・スタインバーグ。


　血こそ繫がっていないものの、レイオットにとっては父であり師であり友でもあり──あの頃の彼にとってはドーベルンは世界そのものであったと言えた。読み書きも。戦い方も。人と人との付き合い方も。全て彼から教わった。


　彼にとってそれは、ある種の暇ひまつぶしではあったのかもしれない。今いま以もつてドーベルンが何を思ってレイオットを拾い、育てていたのかは分からなかった。


　だが……彼が居なければレイオットは間違いなく野の垂たれ死んでいただろう。


〈イエルネフェルト事変〉より十年余……未いまだ人々は生き残るだけで精一杯だった筈はずだ。そんな中、十にも満たない記憶喪そう失しつの孤こ児じが一人で生きていける筈も無かったのだから。


　しかし──その恩人をレイオットは殺している。


　無論、誰が見てもそれは不ふ可か抗こう力りよくであったろう。


　魔族化を始めた人間は助からない。少なくとも人間では最も早はや、居られない。即座に命を絶ってやるのがその者の為であると言われており──さもなくばレイオット本人はおろか、何人もの……いや、最悪、何十人、何百人もの死者が出ていた筈だ。


　その事を思えばレイオットの行為は賞賛こそされても、非難されるいわれは無い。


　だがそれでもレイオットは──あの頃のレイオットは自分が許せなかった。


　故にこそ、彼は自分の罪の記憶としてドーベルンのモールド〈スカルラット〉を取っておいたのだし、数年後、背が伸びて〈スカルラット〉を装着出来る体たい軀くになった時、彼は躊躇ためらわずにこれを使って無資格の魔法士となった。


　さすがにそのままの名前で使っていると何かと不都合が多いので、登録名を示すプレートを剝はぎ、彼はそのモールドに〈スフォルテンド〉という新たな名前を与えたのだ。


（また俺は……忘れてしまうのではないかと……）


　レイオットは、実は一度記憶を失っている。


　ドーベルンと出会うまでの記憶が彼には無い。何ど処こで誰の子として生まれて来たのかが分からない。頭の中にぽっかりと大きな欠落が残っている。


　人間として大事なものをその欠落の中に忘れてきてしまったのではないかと彼は思う。


　だからこそ、それを埋めてくれたドーベルンを彼は慕したったし、彼にとってその日々は、何物にも代かえ難がたい価値を持っていたのだ。


　その日々を自ら閉じた。


　事の是ぜ非ひが問題なのではない。


　ただその事実を彼は許せなかった。


　恐らくドーベルンが何らかの形で殺されれば、レイオットはどんな手を使ってでも相手を殺しただろう。それがドーベルンの方に殺されるべき非が在ったとしても、だ。


　こだわり。


　しがらみ。


　一度それを全て喪うしなってしまった経験が在るだけに、レイオットは自分という人間を信用していない。当たり前の様にそれらがまた喪われるのではないかと思う。


　だからこそ彼は、自らの罪の記憶を、己の側に置きたがる。


　常に罪の鋳い型がたに自らを押し込めたがる。放っておけば、どこまでも輪りん郭かくが緩ゆるんで自分という存在が無意味に散さん逸いつしてしまう様な気がして。


　それは──


「どうかしましたか」


　カペルテータが尋ねてくる。


「……いや。別に」


　それはこのＣコンジエネタル・Ｓソーサリイ・Ａアデイクトの少女に関しても同じだ。


「……罪……か」


　言いながらレイオットはスタッフを側そく壁へきのラックから外して〈アセンブラ〉に接続。モールド・キャリアを出た。
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「それで──状況は？」


　エヴァ・イーミュンは現場に駆かけ付けるなりそう尋ねた。


　ネリンが連絡を入れたのである。


　万が一、〈アセンブラ〉に関して何かトラブルが在った場合に、専門家の意見が必要ではないかと思った事と、恐らく彼女自身が現場のデータを欲しがるであろう、という判断からだった。


　ちなみに──レイオットが〈アセンブラ〉を着けて現場に入ってから既に二十分が経過しているという。早ければ既に決着が付いている頃ではあった。


　だが──


「未だ、何も」


　ネリンは言う。


　未だ攻撃魔法が撃たれた形けい跡せきも無い。元々大きな校舎ではあるので、一いつ旦たん、魔族が何処かに潜ひそんでしまえば見つけるのに苦労するのだろう。


　代わりに、生徒や教師といった関係者達の避難は進んでいる様だった。


　時折、思い出した様に校舎から脱だつ出しゆつしてきて保護される者達が居る。彼等に尋ねると殆どの者が『蒼あおと白のモールドの戦術魔法士が出口まで送ってくれた』と答える。勿論、この蒼と白のモールドの戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストとは、アセンブラを身に着けたレイオットの事だろう。どうやらしつこく『魔族を倒すよりも人命救助優先』とネリンが言ったのを一応、レイオットも覚えてくれていたらしい。


　だが──


「──そう」


　エヴァは短く溜め息をついた。


　ネリンの眼には──それは安あん堵どと言うよりも、むしろ落らく胆たんの仕草に見えた。


「何だか……やけに力が入ってますね」


「そうかもしれません」


　苦笑を浮かべて言うエヴァ。


「実を言えば〈アセンブラ〉には色々と問題が出てきているのです」


「問題──ですか」


　ネリンが若干表情を厳しくして尋ねてくる。


「いや──機能的なものではなく。モニターとしてトリスタンだけでなく、様々な場所で総計二十名余りの各種魔法士に〈アセンブラ〉を試して貰ったのですが、評価が真っ二つに分かれているのです。具体的には『非常に良い、これにモールドを乗り換かえる』という意見と、『とても使う気になれない』という意見と」


「……極端ですね」


「ええ。しかも後者は大抵が理由の提示を求めても曖あい昧まいに言葉を濁にごすばかりで。ただ、どちらかといえば経験の多い、ベテランの戦術魔法士Ｔ・Ｓや救命魔法士Ｒ・Ｓにそういう反応を示す人が多くて」


　そう言ってエヴァは再び溜め息をつく。


「ベテラン……」


「単に新しいシステムに馴な染じんでいないだけなのかもしれないのですが。何にせよ必要な性能はいずれも備えているし、安全性から言えば明らかに一品物よりも高い筈なのですが。無論──フィリシス・ムーグの様に使ってくれているベテランの魔法士も少なくはないですが」


「……なるほど」


　と頷きながらも、一いつ瞬しゆんネリンは違和感を覚える。


　レイオットにしろフィリシスにしろ、未だ二十代なので『ベテラン』と言われると即座に印象が繫がらないのだ。


　もっとも死亡率が高い上に、現役時代も短いと言われる戦術魔法士──何しろあの重いモールドを着たまま走り回らねばならないのだから、体力が要る──特にフィリシスもレイオットも十代から魔法士をしているらしい事を考えると、既に二人とも、立派にベテランであるのかもしれない。


　そんな事をネリンが考えていると──


「──あ」


　自動二輪の駆動音が響く。


　現場封ふう鎖さ中の警官に一言二言言葉を交わし、そのまま警察車しや輛りようの間を縫ぬって入ってきた自動二輪は、ネリン達の側そばで停車した。


「……ジャック」


　エヴァが短く呟くのをネリンは聞き逃のがさなかった──無論、殊こと更さらに反応もしない様にしてはいたが。


「や──御ご免めん、遅くなった」


　言いながらジャックはヘルメットを脱いで言った。


「何しに来たの？　悪いけれどもう貴方の出で番ばんは無いわよ」


　横目でジャックの方を睨にらみながらエヴァが言う。


　敵意満載といった口調であった。


「既にレイオット・スタインバーグ戦術魔法士は〈アセンブラ〉を装着して現場に入っているわ。今更、応急処置であの旧式モールドをどうにかしても意味が無い」


「……まあそうかもしれないけどね」


　ジャックは言った。


　こちらはこちらでエヴァの敵意をあまり気にした様子も無い。


　彼は肩を竦すくめながら言った。


「一応、毎回きっちり整備している積もりなんだけどね、それが不十分とあっちゃ沽こ券けんにかかわる」


「無資格のモールド・エンジニアに沽券など在ったとは驚きだわ」


「イーミュンさん」


　さすがに黙って見ていられなくなったネリンが割って入る。


「あの……そんなに喧けん嘩か腰ごしにならなくても」


「喧嘩腰？」


　心外と言わんばかりの表情を浮かべてエヴァが言う。


「誰が？　私が？　いいえ──単なる事実を冷静に告げているだけですよ」


「…………」


　ネリンは困り果てて絶句する。


　割とエヴァは落ち着いた理性的な性格であると思っていたのだが──ジャックの事となると別らしい。


　ジャックはジャックで何やら苦笑しているが、反論しようという様子は無い。


（……つまりこれの事ね）


　ネリンはふとルイーゼの言っていた事を思い出す。


　あの老モールド・エンジニアはこの二人を何とかして仲良くさせたい様な事を言っていたが──それはつまり前提として、他者の介かい入にゆうがなければ仲が悪いという事だ。


　ネリンは直接この二人が顔を合わせた場面というのを今初めて見るが、成る程、これは当事者同士放っておいたら、千年経ってもこのままかもしれない。


「お二人とも──もうちょっと相手の話を聞くなり何なりしてはどうです？」


「え──俺も？」


　驚いた様にジャックは言う。


　どうやら彼は彼でエヴァの神経を逆さか撫なでしているのに気づいていないらしい。


　食って掛かかろうが、何だろうが、苦笑してやり過ごされては苛いら立だちが増すだけの事である。無論──一緒になって罵ののしり合あっていれば良いという訳でもないのだが。


「貴方あなたもです」


　ネリンは溜ため息混じりに言った。
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　その頃──


（…………さて）


〈アセンブラ〉を装着したレイオットは校舎の中を歩き回っていた。


　ネリンの要よう請せいに従い、生存者の脱出支し援えんを優先していた為、魔族の駆く除じよが後回しになっている。これは色々と不利な状況だった。


　元より〈スフォルテンド〉の亀裂の関係で、レイオットは現場に突とつ入にゆうするのが遅おくれている上に、人命救助優先で動いていた為、予想以上に時間を使ってしまったのだ。


　もし『資質』の在る個体なら、中級から上級魔族に変異し始めている頃合いだ。


（使い慣れないモールドじゃあ少々不安が残るが──）


　一応、〈アセンブラ〉──正確にはレイオットに合わせて部品を組まれた〈アセンブラ・ＸＲタイプ〉は、レイオットの愛用する〈スフォルテンド〉に近い性能に調整されている。拘束度デユラビツト数すうは十三。その分、魔法の増幅率は低いが……これは仕方があるまい。


　だが──


（一撃必殺──という訳にはいかんか？）


　だがそれは対魔族戦闘においては大問題ではあった。


　基本的に短期決戦でなければ人間は魔族に勝てない。


　そもそも呼吸するかの様に魔法を制限無く撃てる魔族に対し、基礎級魔法で十三しか撃てないレイオットは明らかに不利なのだ。


　しかも既に彼は生き残りの人間を捜さがすのに熱源探知系の魔法〈ピット〉──蛇へびが持つ熱受容器官になぞらえてこう呼ばれる──を五度にわたって使っているので、既に拘束度デユラビツト数すうは五デュラビット消費している。


　残りの拘束度数は八。


　中級、あるいは上級の魔族を一撃で倒そうと思えば、拘束度数を二か三消費する様な大技の攻撃魔法を使いたい所だが……


「建物の中となるとそうもいかんか……」


　レイオット本人だけなら気にせず使う処だが──未まだ生徒か教員が何処かに残っている可能性が在る以上、そうもいくまい。部屋数が多い分、探知系の魔法でも隅すみ々ずみまでは探りきれないのだ。


　結果……レイオットは端はしから順に部屋を回って生存者を見つけては、出口近くまで送り届けて、また戻るという行為を繰り返している。


「ホイール・マニアでも積んでくるべきだったか……」


〈アセンブラ〉を積む為に、高機動オプションであるホイール・マニアは持ってきていない。もっとも〈アセンブラ〉を積んでいなければ、もっと現場への突入は遅れていた事だろうが。


　そんな事を呟きながらレイオットが歩いていると──


「……？」


　ふとレイオットはおかしな事に気づいた。


　血けつ痕こんはあちこちに在ある。大量の生なま乾がわきの血の跡も無数に見られる。


　だが肝かん心じんの死体が無い。殆ほとんど無い。


　たまに手やら足やらの末まつ端たんの『部品』は転がっているのだが、頭や胴体は全くと言って良い程に見られない。


　これは一体どうした事か。


　まず間違いなく魔族の仕業ではあろう。だが一体何の為に……？


（食ったか。それとも〈ドライ・キル〉の様な魔法で完全に消したか、あるいは持ち去ったか──）


　狂気の領域の住人である魔族に、常識的な判断など通用しない。


　だが──


「……ん？」


　レイオットはふと何か聞いた様な気がして耳を澄ます。


「……あっちか」


　彼は出来るだけ足音を殺し──至れり尽つくせりというか、〈アセンブラ〉はブーツの靴くつ底ぞこがラバーソウルになっている──廊下を進む。


　声が聞こえてくるのは教室の一つからだった。


「…………」


　レイオットは〈アセンブラ〉の手首に付属する小型の鏡を引き出して中をうかがう。こういう細かい装備も〈アセンブラ〉は充じゆう実じつしていた。


「……ふむ」


　レイオットはため息混じりの声を漏らす。


　鏡に映っているのは──授業風景だった。


　ただし……


「仕事熱心な先生だな」


　生徒の殆どは死体であったが。


　死体が無かった事の理由はこれではっきりした。魔族が持ち去ったのだ。


　授業をする為に。


　授業には生徒が居なくてはならない。だからつれてきて座らせた。


　この際、その座っている生徒が生きているのか死んでいるのかは、魔族にとっては些さ末まつな事であるらしい。


　生徒の数名は未だ生きている様だったが……明らかに失神しているか、あるいは既に精神に異常をきたしているらしく、虚うつろな眼をしたまま、ぶつぶつと何かを呟いていた。まあ前後左右に、級友の生首を飾った机やら、左半身が無い級友が座る椅子やらが並んでいれば、正気を保つ方が難しい。まして精神発達が完全でない子供ともなれば。


「～～～」


　魔族はなにやら歌う様に教きよう壇だんの上で喋しやべりながら黒板に何か書いている。


　字が──赤黒い。


　チョークではなく、どうも千切り取った指か何かで書いているらしかった。


「……何やってんだか」


　溜ため息いき混じりにそう呟くと、レイオットはスタッフを無音詠唱ダムキヤスト。内部機構に樹じゆ脂しを多用しているとかで、金属音は殆どしない。


　これは奇襲する上では有利な点だろう。


　だが──


「…………」


　仮面の奥でレイオットはふと顔をしかめる。


　何がいけないという訳ではないのだが──


「まあいい」


　呟くとレイオットはスタッフの先端で教室の扉を開きながら中に踏み込んだ。


「──キョッ!?」


「よ。授業参観は可能かい？」


「ベベベベンンンンキョキョーッ!!」


「悪いが俺はあんたの生徒じゃない」


　言ってレイオットはスタッフを向ける──


「キョキョーッ！　ワタシノセイト──ッ!!」


　魔族の全身を覆おおう甲こう殻かく類るいの様な装甲が開き、そこから何かが顔を出す。


　そして──


「イグジスト！」


　レイオットの放つ魔法と、魔族が放つ無数の白い弾だん丸がんが真正面から衝突した。





　　　　●　　●　　●





　突然轟とどろいた爆音にネリン達は顔を上げる。


　同時に現場を封鎖していた警官達が、自動ライフルや散さん弾だん銃じゆうの銃口を音のした方向に振り向ける。


　一同が見た先では、二階の端はし──教室の一つから砕けたガラス片と火炎、さらに爆ばく煙えんが吹ふき出ている所だった。


「──接触したか」


　ジャックが呟く。


　そこへ──


「生存者の証言が取れました」


　ネリンが告げる。


「やはり魔族化したのは、この学校の数学の教員であるブリジット・ヴェスタック。二ヶ月程休職して復帰初日だったようです」


「休職？」


　興味をそそられたのかジャックが訊たずねてくる。


「ノイローゼだったらしく。生徒が言う事を聞かないからとか……元々神経質で、物事が予定通りに行かないと激げつ昂こうするタチではあった様です」


「──なるほど」


　ジャックは肩を竦めて言った。


「自分の望む型にはめようとして反発でも食らったか……よくある話だけど」


「ですね、本当に」


　ネリンは呻うめく様に言った。
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　最初に選択したのは、攻撃魔法ではなく防御系の魔法──〈デフィレイド〉であった。


　初しよ撃げきは確実に魔族を葬り去る破壊力を求めるのが基本だが──その場合、室内に居る生存者を巻き込む可能性が高い。


　故にレイオットは〈デフィレイド〉の遮しや蔽へい力りき場ば平面を展開しながら突とつ進しん──まず教壇に肉にく薄はくする事を選んだ。


　結果的にこれは正しかったらしい。


　魔族が殻からの隙すき間まから放ったのは、一種のロケット砲ほうであった。それらは魔族の魔力圏ドメインによって制御され、幾つもの方向からレイオットへ襲おそいかかったのである。


　生存者を守るべく展開していた力場平面はこれを阻そ止し。


　爆発力を魔族側に押おし戻もどし、その動きを一瞬ながら封ふうじ込こめた。


　そして──


「次は体育実技の時間ですよ──と！」


　叫びながらレイオットはバットを振る要領でスタッフをフルスイング。同時に既に突進中に無音詠唱ダムキヤストしていたデフィレイドをもう一度展開。


　巨大な力場平面に横から叩かれ、魔族は窓に向けて吹っ飛んだ。


「キョーッ!?」


　窓から空中へ飛び出す魔族。


　窓際に駆かけ寄りながらレイオットは更に無音詠唱。今度こそ遠慮無く相手を倒す為の攻撃魔法を魔力回路に装そう塡てん。


「イグジス……」


「キョウイクテキシド──ッ!!」


　魔族の咆ほう哮こうと共に衝撃波が発生。


　レイオットを吹っ飛ばした。


「──ぐはっ!?」


　狙そ点てんのずれた魔法〈ブラスト〉は虚しく何も無い空中で発動。無駄に拘束度デユラビツト数すうが消費される。


　これで残り拘束度数五。


　そろそろ余裕が無い──


（くそ……）


　レイオットは身を起こしながら呻うめく。


　魔族は校庭に落下したらしい。


　最悪だ。余計なものを巻き込むおそれの無い空中で倒す積もりが、魔族を校舎外へと移動させてしまった。


　校門近くには警官隊やネリン達も居る筈はずだ。


　彼女らが危険である。


（言い訳なんぞきく筈も無いが──）


　どうも調子が出ない。


　いや──気が乗らない。


　生死を賭かけた現場で気が乗るも乗らないも無いのだが、何処か何か本調子ではない。


　これがもし〈アセンブラ〉のせいだとしたら──


（とはいえ……「お色直し」をしている暇は無いしな）


　苦笑を浮かべると、レイオットはあちこち悲鳴を上げる己の肉体を叱しつ咤たして立ち上がらせる。


「各自、自習」


　一瞬、教室内を振り返ってそう告げると、彼は魔族と同様に窓から身を躍おどらせた。
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　派手な破は砕さい音おんと共に、校庭へ──まず魔族が落下してきた。


　蟹かにの様な甲こう殻かくを備えた異形。頭部は無い代わりに胸の装甲の隙すき間まから顔が生えている。


　何か奇妙な音楽の様なものをその身にまとわりつかせながら、その怪物は悠ゆう然ぜんと身を起こした。


「構え！」


　現場封鎖中の警官隊が一いつ斉せいに銃を構える。もっとも特殊狙そ撃げき班ＳＳＳの対魔族用狙撃銃サンダーボルトでもない限り、銃器の類は基本的に魔族には通用しない。


　そしてＳＳＳは別件で出で払はらっていて今此処には居ないのだ。


「下がってください」


　ネリンも鞄かばんから護身用の大型拳銃〈ハンティング・ホーク〉を抜いてジャックやエヴァに告げる。


　だが──


「いいえ。貴重な〈アセンブラ〉の実戦を見る機会です」


　言ってエヴァは下がらない。


「そんな事を言っている場合では──」


　ネリンが言いかけたその時、改めて破砕音と共に校舎の二階から人影が飛び降りてくる。


　レイオットだ。


　彼は流れる様な動作で着地して、〈アセンブラ〉のスタッフを魔族に向けるが──


「……あれ？」


　ジャックが怪け訝げんそうに呟く。


「レイの様子──おかしくないか？」


「…………」


　ネリンは改めて〈アセンブラ〉をまとったレイオットの方を振ふり向く。


　一見、何の問題も無さそうではあるが──


（……躊躇ためらってる？）


　何度も彼が戦う現場を目撃しているネリンにもそれは分かった。余人には見分けがつかないだろうが、今のレイオットはどうにも動きが鈍い。それですらそこらの戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストよりも優秀な為に、見慣れていなければ分からないのだが。


「──！」


　ネリンははたと気づいて叫んだ。


「警官隊も、皆みなも、下がって！　魔法士が魔法を撃てない！」


「──!?」


「効果範囲の大きな魔法を撃つ積もりです、このままでは我々に被害が出る可能性も在あるので、魔法士が魔法を撃てないんです！」


　ネリンの叫びに頷きながら警官隊が後退を始める。


　同時に──


「こいつは問題無かった筈だよな」


　何い時つの間に持ち出してきたのか、ジャックが台車の上に載のせた〈スフォルテンド〉のスタッフを示す。


「はい」


　応じるのはカペルテータである。


「ならば──」


　ジャックは手早く何かの部品をスタッフに嚙かませると、それを背負う。


　彼のやろうとしている事を察してネリンは悲鳴じみた声を上げた。


「ちょっと──ローランドさん」


「ジャック!?」


　啞あ然ぜんとするネリンとエヴァに親指を立てて見せると、ジャックは愛用の自動二輪のエンジンを始動。


「ちとお手て伝つだい」


　そう言い残すと彼は大きく弧こを描いて魔族を迂う回かいしながらレイオットの元へ走っていく。


「ジャック！　ジャック！　戻りなさい、危険──戻って！」


　エヴァが叫ぶものの、ジャックは構わずアクセルをひねり──加速。


　一度こうと決めれば他人の意見などお構いなし。


　天てん才さい肌はだの人間にはよくある事だ。だからといって笑って許せるものでもないが。


「──まったく」


　ネリンは呻うめく様に呟くと──魔族の気を引くべく、両手で構えた〈ハンティング・ホーク〉を撃った。
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　レイオットは──近づいてくるジャックに、一瞬、あっけにとられた。


　一体あいつは何をしているのか。


　魔族メレヴエレントと魔法士ソーサリストが闘っている現場に生身で飛び込んでくるなど、自殺行為そのものである。魔族の攻撃を受けるだけでなく、流れ弾だまならぬ流れ魔法に巻き込まれてしまう可能性も在るのだ。


　だが──


「や──レイ。お待たせ」


　レイオットの側に滑り込む様にして近づいてきたジャックは、有う無むを言わせず〈アセンブラ〉のモールドとスタッフの接続端子を解除。背負っていた〈スフォルテンド〉のスタッフを差し出す。


「変へん換かんプラグ嚙ませてあるから繫つながる筈はずだよ」


「何を考えてるんだ、お前は」


「慣れないスタッフだから狙点が見み極きわめにくいんだろ？」


　得意げな口調でジャックは言った。


「…………」


　図星だ。


　慣れないスタッフとモールドの組み合わせの為に、魔法の発現点や効果範囲の半径が摑つかみづらいのだ。無論──ある程度の数値は分かっているが、微妙な誤差が生じるおそれが在る。


　そして自分と魔族を結ぶ延長線上にネリン達が居る為に──レイオットは自らの攻撃の見極めがつけにくかったのである。


「〈スフォルテンド〉の材質疲労に気づかなかった詫わびだよ」


「…………」


「乗って」


　溜め息をつくとレイオットはジャックのバイクの後ろに乗る。


「しっかり摑まってろよ？」


「スタッフ片手に持ってんだぞ。無茶言うな」


　レイオットのそんな台詞せりふを残し──


「行くよ！」


　ジャックのバイクは高々と大だい排はい気き量りよう特有の力強い排気音を響かせながら加速。


　とはいえ真まっ直すぐに魔族に対して突っ込む程、ジャックも愚おろかではない。彼は大きく魔族を中心として回り込みながら移動する。


　幸い、魔族はネリンや、警官隊が後退しつつ放つ銃撃に気をとられていて、こちらの動きに気づいていない。たとえ気づいていても、魔族の狂気に満ちた頭脳で、こちらの意図など悟さとれるかどうか疑問ではあるのだが。


　そして──


「──ベルータ・エイム……」


　追加呪文プラグイン・スペル詠唱。


　使い慣れたスタッフの先端に紅い魔法陣エイリアスが幾いく重えにも形成され、それらが緩やかな同軸回転を始める。


「キョッ!?」


　巨大な魔力偏へん差さにようやく魔族が気づいてこちらを振り返ってくる。


　だが──もう遅い。


　大きく回り込んだレイオットとジャックは、既に何の気き兼がねも無く攻撃できる射線の角度を確保していた。
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　そして──


「〈マグナ・ブラスト〉──イグジスト！」


　レイオットの撃発音声トリガー・ヴオイスと共に、巨大な火球が発生。魔族に襲いかかる。


「キョーオオオオオッ!!」


　魔族がばしゃりと音を立てて装甲を閉じる。瞬しゆん時じに、主顔と呪文詠唱用の副顔──〈謡シうンもガのー〉も、その装甲の中に格納された。


　直後、校庭に直径数メートルのクレーターを穿うがつ程の爆発力が炸さく裂れつ。


　轟音と共に吹っ飛ぶ魔族。


　だが──


「…………」


　装甲の半ばをはぎ取られつつも魔族は生きていた。魔力圏ドメインによる防御作用に加え、その装甲が中身を守ったのである。


「キョーッ!!」


　魔族は一際高く吠ほえると、魔力圏を使って己を取り巻く爆発の黒こく煙えんをなぎ払はらう。


　そして──


「終業の時間だ」


　ぬっと煙けむりの中から突き出されるスタッフの先端。


「キョ……」


「イグジスト」


　今度こそ避けようの無い距離とタイミングで炸裂した魔法〈ブラスト〉は、魔族の上半身を消し飛ばした。
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「やはり貴方あなたもですか」


　何ど処こか落胆した様に尋ねてくるエヴァにレイオットは肩をすくめて言った。


「いや──〈アセンブラ〉はよく出来てる。今回、使いこなせなかったのは俺の習熟が足りなかっただけだ」


「…………」


　戦闘後。


　除じよ装そうしたレイオットの元にエヴァが詰つめ寄ってきた。


　彼が〈アセンブラ〉を使った事で普段の力を出せていなかったのでは、とジャックに指摘を受けた為だ。


「悪い品では無いと思う。だが俺には合わない。それだけだ」


「…………」


「だから言ったろ」


　歩み寄ってきたジャックが暢のん気きな──邪じや気きも毒気も無い口く調ちようで言う。


「大量生産品じゃ駄だ目めだって。やっぱりエヴァ姉は、もっときっちりハンドメイドで設計を──」


「貴方は貴方で問題ありです」


　ジャックの台詞せりふを遮さえぎる様にネリンが言った。


「もう少しデリカシーというものを考えてください」


「お……俺？」


「どちらにしても」


　ネリンはジャックとエヴァを見回して──子供に諭さとすかの様に、嚙み含めた口調で言った。


「お二人とも、何の為にモールドを造ってるんです？」


「…………」


「…………」


　沈黙する二人。


　ネリンの質問の意図するところが分からなかったのだろう。


「ハンドメイドだからいいとか、性能が高いからいいとか、値段が安いからいいとか、安全性が高いからいいとか。カタログに出てくるスペックだけで何でもかんでも語ってませんか？」


「いや……でも他に何が」


　困惑した様子で言うジャックに、ネリンは殊こと更さらに溜め息をついてみせた。


「貴方達の造っているのは道具でしょう。道具は使う人の為に在るんです。そして人が道具を使う理由や事情はそれぞれ千せん差さ万ばん別べつ。だから人は自分で使う道具を選びたがる。違いますか？」


　最後の一言はレイオットを向いて発せられた。


「……違わない」


　肩をすくめて言うレイオット。


　まさしく彼が〈アセンブラ〉を選ばない理由はそれだ。


「実を言うとな、イーミュン女史。俺は〈スフォルテンド〉を使って戦わないといけない理由が在る。つまらない個人的なこだわりだが、俺にとっては大事な事なんだ」


「…………」


「だから、どれだけ安全性が高いとか低いとか、価格が安いとかはあまり関係が無いんだよ。それよりも俺は俺のやるべき事を全まつとうする為に、〈スフォルテンド〉が必要で、それは多分──他のモールドでは駄目なんだ」


「……個人的なこだわり、ですか」


　その言葉を口の中で転がすエヴァ。


「そう。ついでに言えば」


　レイオットはジャックを振り返る。


「それは性能がどうとかいうのとも違う。確かに今回は、使い慣れないスタッフだった為に攻撃を躊ちゆう躇ちよしたのは事実だが──これも習熟すればいい事だ。問題はどうして習熟する気になれなかったかって事であって、モールドの性能がどうとか、ハンドメイドのピーキーな性能だからどうとかいう問題でもないんだよ」


「…………」


　ジャックは微苦笑を浮かべて肩をすくめる。


「是非とか、勝負とか、そういう話じゃないんです。どっちがどっちって事でもなく、自分が良いと思った方法を、それを良いと思ってくれる人に提供するのが、道具を造る者としての必要な姿勢なんじゃないですか？」


「それは……」


　言いかけて──エヴァは口をつぐむ。


　その通りだと言葉にして認めるには、彼女はプライドが高すぎたのかもしれない。眉み間けんに皺しわを寄せたまま彼女はただ俯うつむいていた。


「あ……いや。だから……」


　自分の口調がきつすぎたと気付いたネリンは、慌てて声を和やわらげ、話をまとめに入る。


「その……なんて言うか、勝ち負けとかじゃなくて、お互たがいのスタイルを尊重しあってくれた方が私としては嬉うれしいんですけどね」


「…………」


「…………」


　どちらからともなく顔を見合わせるエヴァとジャック。


　やがて──


「……それはまた、そのうちに」


　そう言い残して、エヴァは歩み去っていく。


　その姿を無言で見送るジャック。


　彼を横目でにらみながら──


「何してるんですか」


　とネリンは言った。


「──え？」


　きょとんとした表情を浮かべるジャック。


「さっさと追いかけてよく話し合ってください。ちゃんと、二人だけで」


「え？　な、なんで？　エヴァ姉はまたそのうちにって──」


「いいから早く!!」


　怒ど鳴なるネリンに尻しりを叩かれる様にして、ジャックは慌ててエヴァの後を追う。


　その様子を眺めながら──レイオットは呟く様に言った。


「朴ぼく念ねん仁じんもあそこまで行くと罪かもな」


「──スタインバーグさん」


　ネリンの口調は呆あきれの色を帯おびていた。


「貴方が言わないでください」
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　生まれ落ちたその瞬間から負けている人間が居る。


　例えばアンソニ・クル・ヴィスカントがそういう人間だった。


　名を見れば判わかる通り、彼は貴族の血脈に連つらなる者だ。だが現代のアルマデウス帝国において、爵しやく位いなどというものは貴族名めい鑑かんの端はしを飾る程度の意味しかない。この国では貴族達が統治権を──そして徴ちよう税ぜい権を失って久しい。


　ヴィスカントの名が貴族名鑑から消える日もそう遠くないだろう。


　既に彼の両親は亡く、頼たよれる様な親戚の類たぐいも居ない。経済的な困こん窮きゆうの果てに先細って来たヴィスカントの血は、既に彼を遺のこして全て絶えた。そしてアンソニ自身がそろそろ三十になろうかという年齢なのに、恋人も居なければ結けつ婚こんの目め途どもついていない。


　あるいはアンソニが見み目め麗うるわしい男性であったなら、あるいは筋きん骨こつ逞たくましい男性であったなら、違う未来も在ったかもしれない。


　だが彼は本当に──呆れる位に平へい凡ぼんだった。


　特徴らしい特徴など何も無い。


　容姿も。知能も。体力も。感性も。


　どれもこれもが平均的──いや平均以下のものでしかない。


　凡ぼん百ぴやくの──風景の中に埋もれていく『その他大勢』の一人。


　いっそ、どうしようもなく程度の低い人間であったならば、むしろ寄ってくる女性も居たかもしれない。そういう人間に寄り添そう事でしか自分の価値を確認出来ない人間も──その是非はともかくとして──確かに居る。だがアンソニは他者の憐れん憫びんや同情を、積極的に誘ゆう引いんする程の駄だ目め人間でもなかった。


　何もかもが中途半端。


　何もかもが無意味。


　そんな人間を伴はん侶りよに選ぼうという女性が居る筈も無く──そしてそんな自分と周囲の状況というものをアンソニははっきりと自覚していた。既に生まれた時から、彼には何も無かった。可能性の萌ほう芽がさえ無かった。だからただ、あるがままに流されて流されて彼は今日まで生きてきた。


　だが……


「──おはようございます」


　傍かたわらで微笑ほほえむ女性の顔を見て──アンソニは密ひそやかに朝の挨あい拶さつを口にする。


　ベッドから身を起こすと彼は時計を確認する。未だ六時半──冬場の今は黎れい明めいとも言うべき時間帯だ。とはいえアンソニの仕事が始まるのは七時からなので、のんびり微睡まどろんでいる訳にもいかない。自室と職場が同じ屋や敷しきの中に在るので通勤の手間は掛からないが、やはり身だしなみをきちんと整えるのには、それなりの時間が掛かるからだ。執事程ではないにしても使用人の格好は屋敷の──そして雇い主の『格』に影響する。おろそかにする訳にはいかない。


　アンソニは微み塵じんも揺ゆらがぬ微笑を浮かべた女性の顔にそっと触れると──その写真が表紙に掲けい載さいされている雑誌を手に取り、本ほん棚だなの端に収めた。


　さすがに写真そのものを飾るのは躊躇ためらわれたのだ。他者に──掃そう除じに入った家メ政イ婦ドとか──見られる可能性が在る。だから彼女の顔が表紙になったこの『ＡＧＥ』は有り難かった。ベッドの中に持ち込んでいる処を誰かに見られても、読みながら寝ねてしまったのだと言い訳をする事が出来る。


「……はぁ」


　着き替がえながらアンソニは溜め息をつく。


　分かっている。高たか嶺ねの花だ。


　どれだけ近くに在っても彼と彼女の間には奈な落らくの様な亀き裂れつが横たわっていて──飛び越こす事が出来ない。三十にもなってと──それも五つも六つも歳の離れた相手にと他人は笑うかもしれないが、これはアンソニにとっての初はつ恋こいだった。


　今までこんな風に女性を見た事は無かった。


　女性の側から懸け想そうされる経験など皆かい無むだったが──彼もまた特定の女性に対して想おもいを寄せるなどという事は経験が無かった。関係が在ったとしてもそれは全て行きずりで、二度と会う事は無かった。


　しかし──


「……いかん」


　彼は後頭部にのしかかる憂ゆう鬱うつな気持ちを振ふり払はらうと両手で顔を叩いて気を引き締しめる。


　今日も変わらぬ一日が始まるだろう。


　うだつのあがらぬ一使用人としては、想い人の側そばで働けるだけでも幸せと思わねばなるまい。それが叶かなわぬ想いであったとしてもだ。


　アンソニは大きく深呼吸してから──手早く着替え始めた。
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「ちょっと倉庫を整理していたらね──面白いものが出てきたの」


　フィリシス・ムーグからそんな電話が掛かってきたのはある晴れた日の午後の事だった。


「あげるから取りに来て」


　この女流戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストが何か言い出す時は、大抵が唐突で脈絡が無い。


　そしてこれが本当に、その場の思いつきで言っているだけだという事を、レイオット・スタインバーグはよく知っていた。


　一緒に暮らしていた時はかなり振り回されたものだ。


　ムーグ家の屋敷を出てからは、しばらく没ぼつ交こう渉しようだった事もあり、フィリシスの思いつきに振り回される事も無かった訳だが──最近、魔法管理局で再会してからは、むしろ一緒に暮らしていた時よりも頻ひん繁ぱんにレイオットにちょっかいを掛けてくる。


　当初は適当に受け流していた。


　天才にありがちな唐突振ぶりは、また天才にありがちな飽あきっぽさとも対になっているので、適当に誤ご魔ま化かしていればすぐに話は立ち消えになってしまう。これもまた過去の経験から分かっていた事である。


　だが──どうも最近はそうもいかなくなってきた。


　ネリン・シモンズの存在だ。


　近ちか頃ごろ、フィリシスはこのレイオット担当の魔法管理局監督官と個人的に懇こん意いにしている様で、ネリンを巻き込んで話を振ってくるのだ。


　ネリンはネリンでフィリシスと対極というか、堅かた物ぶつの見み本ほんの様な性格なので、一度言い出したらしつこいというか、飽きるという事をまるで知らない。おまけに職務でもレイオットと顔を合わす機会が多く、とにかく一度言い出したらレイオットが折れるまで口うるさく説得交こう渉しようを続けてくる。


　上司から見れば粘ねばり強い有能な部下なのだろうが、説得される側としてはたまったものではない。


　そういう訳で。


　最近──レイオットはこのフィリシスとネリンの二コ人ン組ビに振り回されているというか、喚よび出されれば出て行かざるを得ない状況が多い。まあとにかく面倒臭い事が嫌きらいなレイオットとしては、断って面倒事が増えるより、素直に顔を出しておいた方がややこしくない……という程度の認識でしかなかったが。今更、女に振り回される事で傷つく様な、当たり前の矜恃プライドなど、彼は持ち合わせていない。


　そして──


「なんだこれは？」


　眉まゆをひそめてレイオットは言った。


　場所はムーグ邸の裏庭である。


　花か壇だんや噴ふん水すい、東あずま屋やの配置された中庭や正面玄関と異なり──こちらは割と殺風景というか、特に何の設備も無くただ芝しば生ふだけが広がっている。裏庭とは言ってもそれなりの面積が在り、小さな家なら一軒か二軒は建てられそうな広さだった。


　その真ん中にぽつんと置かれたもの。


　それは小型の自動二輪だった。


　見れば判わかる。


　だがこれがフィリシスの言う『面白いもの』で──わざわざレイオットを喚び出して押おしつけるようなものなのだろうか。


「あれ。これって」


　レイオットの疑問に答えたのは、しかしフィリシスではなく、同じく喚び出されていた機械工のジャック・ローランドだった。


　男にしておくには惜しい程の、整った顔立ちの青年は──興味深そうにその表情を輝かせてその小さな走行機械に見み入いっている。


「ヤマノハのＢＰＲじゃないか。──あ。ちょっとカスタムもしてるんだな」


「定番の改造でしょ？」


　腕を組んでその自動二輪を見下ろしながら言うのは──持ち主である処のフィリシス・ムーグである。


　女流戦術魔法士という肩かた書がきだけを聞けば恐らく人は男勝りの乱暴な女性か、あるいは娼しよう婦ふの様に蓮はすっ葉ぱな女性を連想するかもしれない。


　少なくとも戦術魔法士とはそういう仕事であるのだ。下手をすれば命どころか人間としての尊厳すら失いかねない現場で働けるのは、そうしたものに微み塵じんも価値を認めていない人間か、さもなくば自分だけは大だい丈じよう夫ぶと頑かたくなに信じ込める様な人間位のものだろう。


　だがフィリシスの姿はそうした大方の印象を──戦術魔法士という職業への認識から当然の様に導き出される想像図を悉ことごとく裏切る。


　まず美しい。


　かつて雑誌の表紙を飾った事からも分かる様に、そしてその雑誌が瞬またたく間に売り切れてしまった為、異例の重版を掛けたという事からも分かる様に、彼女はその気があれば容姿を商売道具にして財を築く事も出来そうな器き量りよう好よしである。


　別に着き飾かざっている訳でも艶あでやかな訳でもない。


　金髪は男性の様に短めで、化粧の類たぐいも最低限のもの。衣装もシャツとジーンズという簡素なもので、飾り気は皆かい無むと言っても良いだろう。


　だがそれでも──だからこそ美しい。


　野を駆かける獣の如く、その姿には素の美しさが備わっている。その姿に気高さを感じる者も居るだろう。隙の無い顔立ち。大きく涼すずしげな目め許もと。媚こびを含まぬ自然な仕草。これ以上は足す事も引く事も出来ない、均きん衡こうの醸かもし出だす美しさだ。


　ただし……


「そりゃそうだけど扱あつかいが難しくなるよ？　ハンドリングに変な癖がつくっていうか」


「それが面白いんじゃないの。まあ普段は使いやすいように安全機構付けてあるけど」


　その完成された容貌とは裏腹に、フィリシスは何処か悪趣味な処が在る。


　とにかく趣味が偏っているというか、嗜し好こうが全体的に極端なのだ。酒はやたらに強いものを水の様に飲むし、普ふ段だん着ぎは前述の通りなのに靴くつだけは百足以上を揃そろえていたり。


　男の趣味についてもレイオットと暮らしていた事を思えば真っ当とは言えまい──まあ実際には『同どう棲せい』というより、この広いムーグ邸にレイオットが間借りしていただけとも言えるが。彼女にしてみれば愛あい玩がん動物を一匹ぴき飼っていた程度の認識かもしれない。


　それはさておき……


「……有名なもんなのか？」


　レイオットは怪け訝げんそうにその自動二輪を眺めながら尋ねた。


　相手は隣に立っているネリン・シモンズだった。


　今日は非番とかで私服姿である。ただし着ているものが地味な色合いのジャケットにタイトスカートと、制服と大差ない組み合わせなので、あまり印象に差はなかったが。


　眼鏡もいつも通りである。


　元々童顔で小柄な事も在あり──彼女がフィリシスと並んでいると両極端というか、余計に幼く見えたりもする。本人曰いわくワンピースなどを着ていると学生に間違われて補導され掛かった事が何度もある為、衣装はどうしても仕事を意識させるものを着る様になってしまったのだとか。


「私も詳しい事は知らないんですが」


　首を傾かしげながらネリンは言った。


「フィリシスから聞いた話では、海外製の──ちょっと変わった自動二輪だそうですよ」


「……ああ。成る程」


　とさして興味も無さそうに頷くレイオット。


　フィリシスの父親は貿易商なので、時折、海外の珍しい民芸品や工業製品を参考品サンプルとして持ち込んでくる事がある様だ。勿もち論ろん、外国でどれだけ売れていても、輸出先の風土や国民性に合わなければ商品は売れない。結果としてムーグ家の倉庫にはそうした変わった代物が幾つも転がっている事になる。


「いかにも変な形してるな」


　レイオットが呟く。


　ぱっと見ればそれは自動二輪だと分かるのだが──まあ大きめの車輪二つに剝むき出しのエンジンが付いていれば当たり前だ──何か色々と違和感が在る。車輪を保持する部分が長めなのは不整地走行を考こう慮りよしての事なのだろうが、どうも……それだけではないというか、全体的に見て普通の自動二輪と細部のバランスが違う様な気がするのだ。


「〈ホイール・マニア〉程じゃないでしょうけどね」


　と苦笑するネリン。


「あれはそもそも自動二輪じゃないが」


　言ってから──レイオットはフィリシスの方を振り返って問うた。


「で──これがどうしたって？」


「私が子供の頃に乗り回してたんだけどさ」


　と自動二輪を弄いじりながらフィリシスは言った。


「ほら、もう私じゃ小さすぎてね」


「……まあそうだろうな」


　フィリシスは女性としてはかなり長身である。


　対してこの自動二輪は全体的に小型に過ぎるというか……普通の自動二輪を無理矢理押し縮めた様な外観をしている。可愛かわいらしいといえば可愛らしいのだが、フィリシスの身長では既に乗るのも窮きゆう屈くつだろう。


　恐らく生産国国民の平均身長が、アルマデウス帝国のそれよりも低いのだろう。その国では大人おとな向けとして充分な大きさでも、アルマデウスでは小さすぎる。乗れない事は無いがわざわざ輸入しても数は売れないだろう。


「だからさ」


　フィリシスは面白そうに言いながら、レイオットの方を──否いな、彼の傍かたわらを振り返った。


「カペちゃんにどうかと思って」


「…………」


　レイオットの隣。


　そこに黙然と立っているのは、赤い髪の少女だった。


　人間には染めでもしないかぎり在り得ない──真紅の髪を肩かた口ぐちで切りそろえ、同じ色の双そう眸ぼうには淡々と無表情を凝こごらせたその顔は、およそ浮世離れした雰囲気を漂ただよわせており、人形めいた硬質さが備わっていた。


　眉まゆの代わりに備わった二つの球面も、その印象を強める。


　カペルテータ・フェルナンデス。


　レイオットの──世間的には色々と口さがない事を言われているが──同居人の少女である。彼女は飼い猫ねこのシャロンを胸に抱いて静かに佇たたずんでいる。まるでフィリシスの台詞せりふが聞こえていないかの様な風情だが、これはいつもの事だ。


「ちょっと買い物とかするのに便利だよ？」


「……カペルが一人で出歩く事はまず無いんだが」


　その異い形ぎようを見れば判る通り──カペルテータは普通の人間ではない。


　魔法中毒患者ソーサリイ・エディクト、通称・魔族が女性に性的暴行を加えた結果として生まれる、先天性魔法中毒患者だ。その名称に反してＣコンジエネタル・Ｓソーサリイ・Ａアデイクトが魔族の様な振ふる舞まいをしたりする事はまず無く、外見が特異であるという以上に、現状、人間との差異が認められてはいないが……それでも世間では『出来損ないデイフエクテイブ』だとか『半魔族ハーフ・ブルート』だとか言ってこの生まれついての被害者達を差別する傾向に在る。


　故ゆえに、未まだ少女のカペルテータが一人で出歩く事は無い。


　大抵は保護者的な立場のレイオットが一緒に居る。それですら何度か変な連中に絡まれて流血沙ざ汰たになりかけた事は在あるのだが。


「まあそうだけどね。これ被かぶってれば目立たないでしょ」


　とフィリシスが取り出したのは、ヘルメットである。


　頭部全てを覆おおう様な本格的なものではなく、顔はそのまま見えているが──確かに髪と額ひたいは隠れてしまう。フィリシスは無言で自動二輪を眺めているカペルテータに歩み寄ると、問答無用でかぽっとそのヘルメットをＣＳＡの少女の頭部に被せてしまった。


「うん。これなら遠とお目めには分からないんじゃない？」


　言って彼女はゴーグルも取り出した。


　確かにそれで目元を覆ってしまえば、カペルテータの外見的な特異性は全て隠れてしまう訳だが。


「それは──そうだけどな」


「まあ本当に買い物に使うかどうかはともかく、便利だと思うよ」


　とジャックも言ってくる。


「このＢＰＲの特徴は、この可動部なんだよね」


　と言いながらジャックはハンドルとシート部分の後ろに取り付けられたフックを手にして──上に引っ張る。


　がちゃりと音を立てて、そのＢＰＲなる自動二輪は──縮んだ。


　いや。違う。まるで広げていた脚を閉じたかの様に、本体を持ち上げてその下に出来た空くう隙げきに、前輪と後輪が、滑り込んで左右に並んだのだ。


「なんだこりゃ」


「元々は車に積み込みやすいように、って事で作られた機構みたいでさ」


　ジャックが今度は別の金具を操作してぽんとシートを叩くと、ＢＰＲは再び車輪を前後に開いて──やや変わってはいるが、自動二輪らしい形状に戻った。


「不整地走行にも使えるようにって、車輪を支えるアーム自体に可動性が付けられてるんだけどさ。更に可動部を広げて、こういう風に『直立』出来る訳」


　言って再びジャックがＢＰＲを持ち上げると、がちゃりと意外に軽い金属音と共にその小型自動二輪は二本のタイヤで『直立』した。


「でもって……普通はこの状態では走行できないんだけどね。この状態でも走れる様にする改造が昔、流は行やったんだよ」


　再び『伏せ』の状態に戻しながらジャックは言う。


「この状態ってお前──」


　レイオットは眉を顰ひそめて言った。


「転こ倒けるだろう？」


「いや？　意外とこれがいけるんだよ。一輪車の要領だね」


「…………」


　呆あきれて見ているレイオットの前で、ジャックはＢＰＲに跨またがると、ハンドルを握り、『よっ』と掛かけ声を掛けて──地を蹴った。


　上に跳ねるジャックの身体に引きずられる様にして、三度目の直立をするＢＰＲ。さすがにジャックの身長だと辛つらいのか、それともジャイロ効果がなければ元々直立性は低いのか──ふらふらと前後左右にＢＰＲは揺れていたが。


「まあこんな感じで。前後のバランスさえとれてれば、結構この状態でも走れたりして、面おも白しろいんだよね」


「……カペルよりもお前の方が欲しいんじゃないのか？」


「俺の身長でもちょっと辛いんだよね。まあその内、拡大サイズアツプ版作ろうとは思ってるんだけどさ」


「……左さ様ようで」


　レイオットは肩を竦すくめた。


「でも小さいからモールド・キャリアに積み込んでもそんなに邪じや魔まにならないよ」


「それはそうだろうが……使うか……？」


　レイオットは傍らの少女に尋ねてみる。


　カペルテータは無表情に眼を瞬かせながら──


「どうでしょうか……」


　と言った。


　さすがに判断しきれないらしい。


「ちょっと乗ってみたら？　──ネリンもいけそうだけど」


「私ですか？」


　いきなり話を振られてネリンが慌てた様に言う。


　確かに小柄な彼女ならばカペルテータと同様にＢＰＲに乗ってもそう無理は無かろうが。


「免めん許きよとか持ってませんけど」


「ここ私有地だから道路交通法関係無いよ。ネリンは普通自動車の免許は持ってるから免許とるにしても実技だけでしょ。二輪だったらカペちゃんも免許は取れるだろうし」


　と平然とフィリシスは言う。


「まあそもそも免許だとか法律だとかとは縁えんの無い奴も居るしね」


「…………」


　親指で指され無言で肩を竦めるレイオット。


「でも何かと現場で移動できるのは便利だよ。特にレイの近くに居ると、機動力在った方がきちんと監督できるだろうし」


「…………」


「…………」


　フィリシスのその言葉で、ＢＰＲをじっと見つめるカペルテータとネリン。


　まあ確かに周りの状況をあまり気にしないレイオットは、対魔族戦の最中でも平気で移動しまくるというか……警察の現場封鎖などまるで意識せずに闘う為、彼の『魔法の行使』を正確に記録して『監督』すべきネリンが、現場で彼の姿を見み失うしなう事も多い。


　もっとも、あまり近づき過ぎてレイオットと魔族の戦闘に巻き込まれる可能性も在る。


　なので、これは痛いたし痒かゆしで仕方のない事とネリンは考えていた訳であるが──


「ちょっと……乗ってみようか」


　若干引き攣つり気味の笑顔を浮かべながら、ネリンはカペルテータに尋ねる。


　Ｃコンジエネタル・Ｓソーサリイ・Ａアデイクトの少女はしばしネリンの顔を見つめてから──


「──はい」


　と頷いた。





　　　　●　　●　　●





　軽快な爆音が響く。


　御お嬢じよう様さまに言われて倉庫から各種工具の入ったワゴンを裏庭に運び出していたアンソニは、そこでふらふらと走る小型の自動二輪と、その様子を少し離れた処で見物している数人の人影を見た。


　いずれも御嬢様の友人であるらしい。


「…………」


　その中の一人にアンソニはふと視線を向ける。


　中途半端に長く黒髪を伸ばし、丸レンズのサングラスを鼻先に引っかけた男。着ているものもどこかよれた印象の蒼あおいコートで、顔立ちそのものは端整だが、全体的に胡う散さん臭くさいというか、妙に物もの憂うげな印象を引きずっている。


　レイオット・スタインバーグ。


　無資格の戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト。


　そして御嬢様の恋人──だった人物だ。


　どういう経緯が在あったのか、今は男女の関係ではなくなっているらしいが、友人としての付き合いは続いているらしく……御嬢様に喚よび出されて屋敷にやってきたのを、何度かアンソニも見かけていた。


　肩書きからも分かる通り、決して立派な好漢という訳ではないが、まあ、一度見れば忘れない様な──印象の強い人物である。少なくともアンソニと並べばどちらが目立つかというと、間違いなくあちらだろう。


「御嬢様」


　アンソニが声を掛けると御嬢様が振り返った。


「工具をお持ちしました」


「ありがとう」


　微笑する御嬢様の姿に、アンソニは胸が高鳴るのを覚える。


　ムーグ邸に雇やとわれて半年余りだが……そう頻ひん繁ぱんに言葉を交わす機会も無いので、御嬢様の側からすれば恐らくアンソニは使用人の一人、という以上の認識は無いだろう。だがアンソニにしてみれば御嬢様と短いながらも会話できるこの時間が幸せだった。


「他に何かございますか？」


「ん……」


　束つかの間、御嬢様は眉み間けんに皺しわを寄せて考えていたが。


「そうね。一時間くらい後に、客間に御お茶ちやの用意をする様に手配しておいて」


　まるで暴れ馬の背に乗せられているかの様に、きゃあきゃあと悲鳴を上げながら小型自動二輪を乗り回している友人の姿を眺めながら言った。恐らくその位の時間には一区切りつくか、乗り手の精根が尽つき果てて、休きゆう憩けいになる──という読みなのだろう。


「かしこまりました」


　アンソニは一礼すると未練を断たち切きる様に勢いよく踵きびすを返す。


　今日は幸せな日だ。


　昼間からもうこんなに御嬢様と会話できたのだから。


　他人が見れば呆れる程にささやかな幸福感を抱きながらアンソニは屋敷に戻っていった。





　　　　●　　●　　●





「そう。そこで身体ごとぶら下がる様な感じで」


　フィリシスの指南に従って体重を移動させる。


　若干、進路のブレは在ったものの、最小限のハンドル操作で自動二輪はするりと弧を描いて曲がった。再び僅わずかに姿勢を変えて直進。するすると裏庭を横切って──屋敷の壁に衝突する寸前でカペルテータはブレーキを引き絞しぼった。


　がつんとつんのめる様に停車する自動二輪。


　だがＣＳＡの少女は殊こと更さら表情を変えるでもなく、冷静にエンジンを切ると、自動二輪から降りた。


「どう？」


　フィリシスが尋ねてくる。


　カペルテータは束つかの間ま考えて──


「少し練習すれば問題無いと思います」


　と答えた。


「……少し？」


　シャロンを胸に抱きながら呻うめく様に言うのは、ネリンである。


　自慢の栗色の長い髪は、あちこち芝生しばふの切れ端はしや土で汚れていた。カペルテータに先んじてこのＢＰＲという自動二輪に乗ってみた結果だ。速度こそ出していない上に、ＢＰＲの車体が軽く、ヘルメットもしていたので、怪け我がらしい怪我はしていないが……彼女は半時間の間に十回近く転んでいたのだった。


　ちなみに。


　ネリンもカペルテータも共にフィリシスが用意したツナギ姿である。スカートで自動二輪に乗る訳にもいくまい。流石さすがに革製の本格的なものではなく、ジャックが着ているものと同様の、作業着仕立てのものだが。


「もう完全に乗りこなせている様に見えるけど……」


「まあネリンから見ればそうかもね」


　とフィリシスは苦笑する。


「乗れてはいるけど、乗りこなせてはいない──って感じかな」


「そうだね」


　フィリシスの評にジャックが同意する。


　ＢＰＲの所有者であるフィリシスは勿もち論ろんだが、ジャックも自動二輪の免許を持っていて、普段の外出は愛用の自動二輪で移動するのが常だ。


「微妙に危なっかしいよね」


「そうなのか？」


　とレイオット。


　彼は自動二輪には乗らないのでフィリシスとジャックの評価について今ひとつ理解出来ていない様だが──


「言われた事を言われた通りに実行してるって感じ。だから基本的には上手く乗れるんだけど、所々でぎこちないの。最後に停まる時──ちょっと危なっかしかったでしょ。自分の乗り方になってないって言えば良いのかな」


「教科書通りで応用力が低いって事か？」


「そんな感じ」


「なるほどな……」


　レイオットは頷いた。


　カペルテータは何事につけても技術の飲み込みが早い。


　大抵の人間は、何を始めるにしても先入観というものが在って、それに引きずられてしまう。誰かに教えられてもそれを完全に言われた通りには実じつ践せんできない。例えば自動二輪の類に今まで乗った事の無い人間は、先のフィリシスの様に、『曲がるときには車体ごと傾ける様に体重を掛けろ』と言われても中々それを実行できない。『傾く』と『倒れる』が直結しているので、どうしても躊ちゆう躇ちよしてしまうのだろう。


　実際──ネリンなどはそれで何度も転倒している。


　だがカペルテータにはそれが無い。


　言われれば何の躊躇も無くその通りに──まるで機械の如く正確に実行する。


　お陰で茶の煎いれ方から自動二輪の乗り方まで、基礎の段階では殆ど苦労する事が無い。むしろ彼女からすれば、はっきりした手本が在るのに、何度も何度も失敗する方が不思議に見えているだろう。


　だが逆に、その先に進むのが彼女には難しいのだ。


『自分なりのやり方』というものが彼女にはまるで無い。


　本来、基礎とは万人に共通するものだ。


　だがその段階を越えれば自分自身の体格や体力、反射神経その他の要素に合わせて微調整をしながら技術を身に着けていく事になる。基礎とは文字通りに自分自身に最適な方法を確立するための土台でしかない。


　しかし……彼女はその段階になると途端に上達が止まってしまう。


　何でも出来る。だが何も極められない。


　それがカペルテータという少女なのである。


　どうしてそうなるのかはレイオットにもよく分からない。それが彼女のＣコンジエネタル・Ｓソーサリイ・Ａアデイクトという特異性に因よるものか、生い立ちに因るものか、あるいは他に理由が在るのかも判然としない。


　しかし──


「学習能力が高いんだか低いんだか……」


「まあ何でもかんでも極めれば良いってもんでもないけどね」


　とフィリシス。


「お前が言うと今ひとつ釈しやく然ぜんとしないものがあるな」


「そう？」


　レイオットの評に屈くつ託たく無い笑顔で首を傾げるフィリシス。


「極めるってのは他の可能性を棄すてるって事だからね」


「……そういう考え方も在るか」


「ともあれ──どう、カペちゃん？　ネリンは何だかお手上げギブアツプって感じだけど、君はアレ、乗ってくれる？　このまま廃はい車しやにしちゃうのも忍しのびないし、かといって何処の誰とも知らない相手に売っちゃうのも気が引けるのよ。一応は、うちの父が私にくれたものだからさ」


「…………」


　自動二輪を降りてレイオット達の処に歩いてきたカペルテータは、珍しく戸惑う様に眼を瞬かせて、立ち止まる。それから彼女は背後の自動二輪を振り返った。


　血色の双そう眸ぼうが、芝生の上の小さな金属の獣を見つめる。


「少し……考えさせてください」


「──準備も済んでる頃合いだし、ちょっと御茶にしようか」


　無表情にそう言う少女を面白そうに眺めて、フィリシスは言った。
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　ふと傍かたわらを振り返ると──そこに窓が在った。


　路地裏に面する小さな窓で内側にはカーテンも引かれている為、建物の中を見み通とおす事は出来ない。壁と同じだ。だが降り注ぐ月光の加減で、硝子ガラスが鏡の様に光を反射し、彼の顔を映し出していた。


　黒くろ縁ぶち眼鏡を掛けた、線の細い、平凡な顔の男が、鏡の中に映っている。


　不細工ではない。決して醜みにくい訳ではない。だがそれだけなのだ。積極的に誰かに訴うつたえかける魅み力りよくが無い。本当に特徴に乏とぼしい──印象にすら乏しい容よう貌ぼうだ。我ながら情けない。少しでも特徴を付けようと髪を伸ばしてみたり、一部を染めてみたりしたが、自分でも似合わないと思ってすぐに止めてしまった。


　容姿だけではない。


　能力としても別に突出した部分は無い。


　財産も無い。才能も無い。特徴も無い。


　結局の処、つまらない人間なのだ。自分でもそう思ってしまう。


　恋れん愛あいの対象になどならないのだろう。


　彼の相手はいつも行きずりだ。


　なのに──彼は恋こいをした。してしまった。


「…………本当」


　溜め息をつく。


　我ながらひどく重いそれが、夜気に混じって拡散していくのを彼は感じる。


「情けない話です」


　不ふ釣つり合いだと分かっている。


　自分のような人間など彼女は歯し牙がにも掛けまい。


　だから──


「この年齢になって──恥ずかしいと思いますか？」


　彼は行きずりの相手にそう尋ねた。


「…………」


　相手は答えない。


　当たり前だろう。


　猿さる轡ぐつわを嚙かまされているのだから出せるものといえばくぐもった呻うめき声位のものだ。


「叶かなわぬ恋に身を焦こがして、代償に、行きずりの相手との行為に耽ふける。ええ。分かっています。最低ですね。なんて卑いやしいんでしょうか──私は」


　彼は一夜限りの相手を見下ろしながら言った。


　若い娘だ。彼に年齢のこだわりは余りないが──十代の少女でもなく、三十代四十代の熟女でもなく、彼女に近い年齢の娘を選んだのは、せめて昂たかぶるこの気持ちを紛まぎらわせたい、という心理が働いていたのかもしれない。


　恐怖の涙なみだに潤うるんだ瞳が彼を見上げている。


　彼はしゃがみ込みながら優しく微笑んで言った。


「もっと美しければ。もっと格好良ければ。もっと逞たくましければ。あの人は私を振り向いてくれるのでしょうか……」


　彼は縛って転がしてあるその娘の上にのしかかると、溜め息をついた。


「嗚あ呼あ──切ない。どうしたらこの想いを鎮しずめる事が出来るのでしょうか」


　懐ふところから取り出した愛用のレンチを娘の頭部に振ふり下ろす。


　ごきゅりという異様な手て応ごたえに満足感を嚙かみ締しめながら、彼は更にレンチを振り上げ、また振り下ろす。もう一度。もう一度。未だ生きている。未だ楽しめる。だからもう一度。金属が皮ひ膚ふを潰して骨を砕くだく感かん触しよくに彼は震える。


「分かっているんですよ。こんなの良くないって」


　丁てい寧ねいに丁寧にレンチで娘を叩きながら彼は言った。


「でもしょうがないじゃないですか。こんな風に生まれちゃったんですから。生まれついての負け犬なんですよ、私。だからこんな風にしか女の子とおつきあい出来ないんです」


　娘の眼は既に彼を見ていない。


　涙でなく血で潤うるんだ双そう眸ぼうは、まるで別の方向を睨んでいた。三度目の殴おう打だで左目が眼がん窩かから飛び出してしまったからだ。


「こんなだから長続きしないんですよね。いつも行きずりの関係になっちゃう」


　振り下ろす。振り下ろす。振り下ろす。


　あまり時間を掛けてはいられない。


　住み込みの仕事なので、夜にあまり出歩いていると不ふ審しんがられてしまう。


「でも彼女だけは──違うんだ。違う様な気がするんですよ」


　うっとりとした表情で、既に単なる物体となった娘の身体を叩きながら彼は言った。
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　結局──ＢＰＲはカペルテータが譲ゆずり受ける事になった。


「その為だけに呼んだ訳か」


「みたいですね」


　モールド・キャリアを運転しながら溜め息混じりに言うレイオットに、助手席のネリンが苦笑混じりに応じた。


　ちなみに運転席と助手席の間に置かれた補助席にはカペルテータがシャロンを抱いて座っている。レイオットとネリンは彼女の頭あたま越ごしに会話している形だ。


「昔からそうだが──あいつも何を考えてるんだかよく分からんな」


「スタインバーグさんが言いますか」


　とネリンが笑う。


「きっとカペちゃんの事が気に入っているんですよ」


「まあそうかもしれんが、俺まで喚よび出だす必要は無いだろう」


「カペちゃん一人喚び出す訳にもいかないでしょう？」


　先にレイオットが言った通り、カペルテータが一人で出歩く事は皆かい無むと言って良いだろう。ただでさえ最近は物ぶつ騒そうだが──それ以前にＣコンジエネタル・Ｓソーサリイ・Ａアデイクトが一人で出歩いていては通報されてしまう可能性も在る。彼等は法的権利を大きく制限されている為、何をするにも後見人が付いていなければならないのだ。


「あんたがそのまま連れて行ってくれれば良かったんだよ」


　とレイオット。


　実際、今回もネリンが一いつ旦たん、スタインバーグ邸まで車でやってきて、その後、モールド・キャリアに同どう乗じようする形でムーグ邸に向かっている。ネリンに言わせれば、恒こう例れいになっているレイオットの説得──正規資格取得のあれだ──と、レイオットを確実にムーグ邸に引っ張っていくのを兼ねた行動であるらしい。彼女がこの帰り道に同乗しているのも車がスタインバーグ邸に置いてあるからだ。


「無資格の戦術魔法士より余程、信用が在るだろ──魔法監督官は」


「それはそうかもしれませんけど」


　ネリンは少し首を傾げる。


「でもそれだけじゃないと思いますよ」


「うん？」


「彼女、スタインバーグさんの顔も見たかったんだと思います」


「俺の？　別れた男の顔を見たがる様な、未練がましい性格でもないと思うが」


「フィリシスは『飼い主の責任』って言ってましたけど」


「…………成る程」


　レイオットは曖あい昧まいに笑ってハンドルをきった。


　モールド・キャリアが大きく十字路を曲がって郊外に向かう道に出る。


　しばらく車内には中途半端な沈黙が満ちていたが──


「たまに……」


　ふと思いついた様子でネリンが言う。


「心配になるんですよね。彼女を見ていると」


「……心配？」


「なんかひどく危なっかしい感じがします」


「フィリシスがか？」


「ええ」


　怪け訝げんそうなレイオットにネリンは頷いて見せた。


「誰かに心配される様な生やさしい奴じゃないと思うが」


「そうですね。だから心配なんです」


　とネリンは言った。


「……意味が分からん」


「どう言えば良いのかな……フィリシスって時折、凄すごく、寂さびしそうって言うか、辛つらそうっていうか……違いますね。なんて言えば良いんだろう。でもとにかく──何だか他人を一定以上踏み込ませない様な処が在るでしょう？」


「在るな」


　レイオットは頷く。


　これはある程度フィリシスと付き合いがある人間ならば、誰でも気付く。


「近くに居てもどうしても、距離を感じちゃうというか。それがいつの間にかどんどん開いて──放っておけば彼女は、何処かに行ってしまう様な、そんな感じ、しませんか？」


「…………」


　レイオットは答えない。


　だがネリンの言葉には思い当たる部分が無いでもなかった。


　傷一つ無い球体の様なものだ。完全すぎて──放っておけば何処までも何処までも果てしなく転がっていく。止めようと思っても手を掛ける場所が無い。他者の差し伸のべる手など彼女には必要ないのだ。


　欠点が在るからこそ補い合える。


　短所が在るからこそ庇かばい合あえる。


　それがまるで無いという事は──


「それが自分でも分かってるんだと思います。だからなんて言うか、スタインバーグさんと会う事で自分をその場に引き戻しているっていうか」


「それはあんたの勘違いだ」


　レイオットは物憂げな表情でそう言った。


「そ……そうですか？」


「それは俺じゃない。多分それは──そんな事が可能だとすれば、それはネリン・シモンズ監督官、あんたや、カペルや、ファーゴや、ジャックや、その他大勢の全員だ。俺一人でそこに繫つなぎ止めておける程、あいつは安くも軽くもない」


「…………」


　ネリンは眼を瞬しばたたかせてレイオットの横顔を見つめる。


　珍しく饒じよう舌ぜつなレイオットに驚いているのかもしれなかった。無口という程ではないがレイオットとネリンはあまりこうした会話をする機会が無い。


　自分の内面を他人に見せたがらないという意味ではレイオットもフィリシスと同じだ。


　だが──


「ひょっとして」


　ネリンはふと思いついた様に問うた。


「フィリシスと別れたのは──彼女の処から出て行ったのはそのせいですか？」


　普通の人々。


　極端でも完かん璧ぺきでもなく、大多数の──ごく平凡な人々。


　彼等の形作る人と人との繫つながりこそが、フィリシスの様な人間を繫ぎ止める事が出来る。つかみ所の無い球体でも掌てのひらで包み込む事で持つ事が出来るのと同じく。


　だがレイオットの様な人間が側そばに居れば──それは彼女の側に寄るべき人々を遠ざける事にもなりかねない。


「さて。どうだろうな……」


　レイオットの横顔を微苦笑がかすめた。


「……実は俺にもよくわからん」
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　ベッドの中で彼女の写真の載のった雑誌の表紙を見ながら彼は溜め息をついた。


　どうすれば良いのだろう。


　たとえ告白しても彼女は彼の事など歯し牙がにも掛けまい。


　生まれついての負け犬である彼には、彼女の気を引くための容姿も、能力も、悉ことごとく無い。目立つ様なものが何も無い。だから彼女に自分の思し慕ぼを告げても先が無いのは眼に見えているのだ。


　彼女は戦術魔法士だ。


　平凡な自分とはまるで違う世界の住人だ。


　残ざん酷こくで。華か美びで。壮そう絶ぜつで。絢けん爛らんで。胡う乱ろんで。


　手を伸ばせば届くかの様な近くに居ても、まるで接点が無い。


　彼女の事を想うと夜も眠れないというのに──その一方で例えば自分と彼女が幸せそうにおつきあいしている様な場面がまるで想像できない。接せつ吻ぷんも。抱ほう擁ようも。まるでその情景が思い浮うかばない。


　あるいはこれは恋などではなくて。


　もっと別の──崇すう拝はいや畏い敬けいに近い感覚なのかもしれない。


　たった一度だけ彼は見た。


　たまたま買い物途中に通り合わせた街角で。


　ひどく遠目にだが、あの白と紫の優美な装甲を帯びて闘う、戦術魔法士の姿を。


　何故だか彼は眼が離はなせなくなった。


　圧倒的なその力の発はつ露ろと──その一方で、拘束装甲を帯びていながらも、それと分かる華きや奢しやな身体の組み合わせが衝しよう撃げき的だった。まるで焼き付けられたかの様に、その姿が意識の片隅に残り続けて、彼は居ても立っても居られなくなり、手を尽くしてその戦術魔法士の名前と姿を調べた。


　フィリシス・ムーグという名はすぐに分かった。


　彼女が表紙に載ったという『ＡＧＥ』のバックナンバーも手に入れた。


　それだけでは飽きたらず──少しでも彼女に近付きたいと、一分一秒でも長く、一メルトル一センテでも近く、彼女の側に居たいと、職もそれが可能なものを探した。


　だがそれでも。


　渇かわく。


　近付けば近付く程に渇かつ望ぼうの気持ちが疼うずいて仕方がない。居ても立っても居られない。彼女の周りに居る大勢の人間の誰か、ではなく、彼女が振り向いて自分だけを見てくれる様な、特別な誰かになりたい。


　どうすれば良いのだろう？


　彼は密ひそかに考え続けた。ベッドの中でフィリシスの事が書かれた記事を何度も何度も読みあさり、少しでも彼女の世界に近付きたいと、魔法関連の資料などにも眼を通した。


　そして──


「──あ」


　それはまるで天てん啓けいの様に。


「そうか」


　ある夜──何の脈絡も無く彼の心に発生していた。


　ぱちりとパズルのピースが塡はまり込む感じ。何故今まで自分はこんな簡単な事も分からなかったのだろうと可お笑かしくなった。


「そうですね。そうなんですね。あは。私はなんて馬鹿なんでしょうか」


　くすくすと彼は笑った。


　笑いながらベッドから立ち上がると本棚から一冊の本を取り出した。


　一度思いついてしまえばそれはもう他に比べるものも無い位、素晴らしい案に思えた。躊ちゆう躇ちよも逡しゆん巡じゆんも既に彼には無い。彼はくすくすと笑い続けながら着替えると、早速、その案を現実に移す為に行動を開始する。


「待っていてください」


　ベッドの上に置かれた『ＡＧＥ』の表紙に微笑ほほえみかけると、彼は黒い表紙の本を手に、意い気き揚よう々ようと部屋を出た。
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　軽く拳こぶしで扉を叩く音が二度。


「──御嬢様」


　次いで扉越しに執事ファーゴ・レスポールの声がした。


「開いてるよ」


　フィリシスがそう応じると『失礼します』の一言を先に置いてからファーゴが静かに書斎に入ってきた。このムーグ家の執事は、既に老境に達しつつある筈はずなのだが、その動きに衰おとろえはまるで見られず、ぴんと背筋の伸びた立ち姿には歪ゆがみの兆きざしも無く、後ろ姿だけを見れば青年のそれと勘違いする者も多いだろう。


　フィリシスは書斎で本を読んでいた。


　この書斎は彼女の父のものだが──貿易商の父はあちこちに拠きよ点てんを持っており、家で寝ね泊とまりする事の方が少ない。この為に豊富な蔵書を蓄たくわえたこの書斎は、幼い頃からフィリシスの書庫同然となっており、彼女は此処で夜を過ごす事も多かった。


「御夕食の準備が整いました。食堂でお召めし上がりになりますか？　それともこちらでお召し上がりになりますか？」


「食堂に行くよ」


　ぱたんと本を閉じてフィリシスは立ち上がる。


「──それから？」


　ファーゴの隣に並びながらフィリシスは促した。


　食事の事を告げるだけならば家政婦達で事足りる。執事と言えば使用人達を統率する指揮官だ。いくらフィリシスの信任が篤あついからといって、わざわざこの程度の連絡の為に動いたりはしない。


　他にも用件が在ると分かった上でのフィリシスの問いである。


「お暇をいただければと」


　廊下を歩きながらファーゴが言った。


「暇ねえ……」


「妻の容よう態だいが思わしくなく」


「……そっか」


　フィリシスは頷く。


　ファーゴの細君は現在、入院中である。


　病状については生命に関わる様な深刻なものではない様だが、子供のいないレスポール夫妻の場合、片方が病に伏せればもう片方が細こま々ごまとした面倒を見ざるを得ない。病は気からとも言うが──家族が側に居るだけで変化する病状も在る。とりあえず金で介かい護ご人を雇っておけば良いというものでも無かろう。


「ムーグ家の執事を辞めさせていただくという意味ではございません」


「それは分かってるけどさ」


　フィリシスは首を傾かしげる。


「貴方が居ないと、色々立ち行かないんだよね」


　軍隊で言えばいきなり指揮官が居なくなる様なものだ。


　執事の仕事は家政のみならず、各種資産の管理や税金対策など非常に多た岐きに亘わたる。文字通りに仕える家の雑事全ぜん般ぱんを執とり仕切る事がその役目だ。


「それについては」


　ファーゴが言った。


「代わりの者を」


「ちょっと心こころ許もとないかなぁ」


「まだ誰とも申し上げておりませんが」


「ヴィスカントでしょ」


「……左さ様ようで」


　微苦笑を浮かべてファーゴが頷いた。


「殴なぐったら一発で倒たおれそうだよね」


「御嬢様。通常、格かく闘とう術は執事の嗜たしなみに含ふくまれません」


　元軍人の執事は呆れた様に言った。


「確かに才気走るという程ではありませんが。明確な問題点も在りません。最低限の教養は在りますし、真面目です。あと二……いえ三ヶ月も掛けて徐じよ々じよに慣らしていけば、辛うじて私の代理程度は務まるかと」


「要するに普通って事かな？」


「そうです」


　ファーゴは言った。


「そっか。普通か」


「はい。呆れる程に」


「それは大事だね」


「ええ。とても」


　特に──極端な者の側に侍はべるのならば。


　二人は階段を降りて一階の奥に位置する食堂へと向かう。


　その時……


「──おじょうさま」


　ふとそんな呼び声がする。


　ごく当たり前の──しかし何処か歪んだ口く調ちようで。


「…………」


「…………」


　立ち止まって振り返るフィリシスとファーゴ。


　二人の視線が向かう先──外に面した硝子ガラス窓まどの向こうにそれは居た。


「お……お……」


　端正な顔が真ん中に在った。


　長い足が生えていた。


　細い腕が伸びていた。


　部分で見ればそれは綺麗な形をしていたが──直径二メートル余りの肉の球体の真ん中に埋まった顔と、そこから出で鱈たら目めに生えまくった十数本の手と足は、奇き怪かいを通り越こして喜劇に等しい姿を形作っていた。


「おれさま……カッコイイ！」


　わしゃわしゃと手足を動かしながらその怪物は吼ほえた。


「カッコカッコカッコォォォォカッコオイイイイイイイイイイイイイイン!!」


「……レスポール」


　フィリシスは至し極ごく冷静な口調で言った。


「私はこのとてもカッコイイ色男とちょっとお話ししていくから、モールドの用意してくれる？　裏庭にキャリア回して」


「……お気を付けください」


　躊ちゆう躇ちよも無く頷くとファーゴは走り出す。


　対してフィリシスは窓の外の怪物と相対してにっこりと笑った。


「さて。で──そのカッコイイ貴方は私に用があるんだよね？」


「おおおおおおおじょおじょおじょおじょうさまん」


「デート？　じゃあ人の居ない処に行こうか」


「カッコオオオオオオオオオオオ──イイン！」


　叫ぶ怪物。


　窓硝子が一いつ斉せいに砕くだけ散ちる。


　奇蹟の様な身のこなしで破片を避よけると、フィリシスはファーゴとは反対方向に向けて走り出した。





　　　　●　　●　　●





　素晴らしい。素晴らしい。実に素晴らしい。


　全身を貫く解放感に彼は打ち震えていた。


　どうしてこんな簡単な事に今まで気付かなかったのだろう。


　冴さえない容姿なら変えてしまえばいい。


　腕わん力りよくが足りないなら筋肉を増やせばいい。


　脚が短くて不格好なら伸ばして──それでも足りないなら継つぎ足せばいい。


　簡単な事なのだ。


　思った通りに全すべては従う。


　何もかも思い通りに変化する。


　嗚あ呼あ──自分は何と格好良くなったのだろう！


　素敵だ！　素敵だ！　なんて素敵なんだ！


　人間は変われる！　ほんの少しの勇気、くだらない常識を振ふり捨てる勇気さえあれば、こんなにも簡単に、美しくなれるのだ！


「オレサマハ、ナンテ、カッコイインダーッ!!」


　彼は叫んだ。


　叫ばずにはいられなかった。


　この悦よろこびを彼女にも知って欲しかったからだ。


　きっとこんなに格好良くなった彼を知れば、彼女も振り向いてくれる。あの強い光を宿した眼で彼だけを見てくれるに違いない！


　だが──


「カッコイイ！　カッコオオオオオ……イイン！」


　そう訴うつたえても彼女は彼の方を見てくれない。


　むしろ背を向けて走り去っていく。


　駄だ目めだ。振り向いてくれ。


　振り向いて私を見ておくれ──愛いとしい人！


「ンンンン～カッコイイ～光線!!」


　彼の熱い眼まな差ざしは、熱線となって迸ほとばしる。


　紅い光こう条じようが走るフィリシスを追って床を、壁を、そして天井を這はい回まわり、それが触れた部分から途端に火を噴ふいた。恋の炎ほのおが屋敷の廊下に燃え広がり、その中を彼は美しい手足を使ってわしゃわしゃと進んでいく。


　やがてフィリシスは玄関から外に出た。


「カッコイイ～跳ちよう躍やく！」


　十本の脚を使って彼は空中に跳んだ。


「オオ！　ッッッッッッッッッカッコオオオオオオオオオオオオオオオイイン!!」


　歓かん喜きの叫びを上げながら彼は空中で回転。


　逃げていこうとする彼女に向けて、手を差し伸べる。


「カッコイイイイイイイイイ──平手チヨツプッ!!」


　伸びた手が、振り回された手が、続けざまに、機き銃じゆう掃そう射しやの如ごとく地面に向けて突き刺さる。


　触れれば柔やわ肉にくを押おし分けて彼女の中までずぶりと貫くだろう。その瞬間にきっと彼女は彼の愛の深さを知ってくれる筈だ。


　だが彼女は逃げ回る。


　恥はずかしがっているのだろうか。


　初めて知る彼女の可か憐れんな乙おと女めの如き一面に、彼は奮ふるい立たつ。


「カッコ面ンンンッ！」


　精一杯の輝かしい笑顔を振りまきながら彼は彼女の側に飛び降りた。


　そして──
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「──ッ！」


　瞬間的にまずいとフィリシスは悟さとっていた。


　屋敷を回り込んで、ファーゴがモールド・キャリアを回しているであろう裏庭に向かう途中──何か庭先に用事でも在ったのか、家政婦の一人がそこに立っていたのだ。


「……え」


　唐突に直面した事態に、その家政婦は理解が追いつかなかったらしい。


　物凄い勢いで走ってくるフィリシスと。


　それを飛び跳ねながら追ってくる異い形ぎようの怪物。


　眼を見開いてその両者を見つめながら、家政婦はその場に硬直した。


　その頭上に、豪ごう雨うの如き怪物の手が降り注ぐ。


　触れれば肉を裂さき骨を砕く威力を秘めたそれらを、家政婦はただ呆ぼう然ぜんと見つめ──


「──!?」


　唐突に家政婦が横に吹っ飛ぶ。


　彼女の一瞬前まで占しめていた空間をぶち抜いて地面に突き刺さる魔族の手。


　そして──


「さすがに無理が在ったかな」


　家政婦を突き飛ばした反動で反対側に跳んだものの、フィリシスの脚を魔族の手がかすめていたのだ。


　ジーンズの太ふと股ももの部分が大きく裂け、そこから血が滴したたり落おちている。


　内うち股またでなかったのは幸いだが──太い動脈が在る──さすがに痛みを無視して走れる様な浅い傷でもなかった。


「カッコオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！」


　ざわざわと手足を動かして──何故か肉の球体の真ん中でその顔に晴れやかな笑顔まで浮かべて怪物はフィリシスに迫ってくる。


「オレサマカッコイイイイイイイイ！」


「逃げなさい！」


　慌てて身を起こした家政婦にそう叫ぶフィリシス。


　彼女は片かた膝ひざをついて魔族に視線を向けながら──にやりと笑った。


「絶体絶命？」


　楽しそうにそう呟く。


　己の生命が──存在そのものが危機にさらされるその瞬間。


　条理も常識も何もかもを押し潰してやってくる圧倒的な『死』──逆説的にそれを感じる事で、フィリシスは自分が生きているという事を確認出来る。本能が必死に生きようとして暴れる感触──それを感じたくて彼女は敢あえて戦術魔法士をしている。


　異常だと思う。


　狂くるっているという自覚も在る。


　だが止められない。


　止めるには──


「死ぬしかないんだけども」


　呟くフィリシスの上に魔族がのしかかってきた。
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　一瞬だが、脳が真っ白に漂ひよう白はくされた様な気がした。


　ムーグ邸の出入り業者が納品してきた各種の生活必ひつ需じゆ品ひん──食品からトイレット・ペイパーまで本当に多種多様だ──を点検していたアンソニは、轟ごう音おんと、そして響ひびき渡わたる奇声に思わず何事かと勝手口を出て、そこでとんでもない光景を見た。


　見てしまった。


　異形の怪物と。


　そしてその足あし下もとに片膝をつく──


「御嬢様!?」


　フィリシスの左の太股から血が流れているのが見えた。


　あれのせいで動けないのだ。


「御嬢様……！」


　必死に叫ぶ声とは裏腹に身体が動かない。


　当たり前だ。あんな異形の怪物を前にして、そうそう身体が動く筈が無い。


　魔族。あれは存在するだけで条理とか常識とか……人間が拠よって立つ諸もろ々もろを嘲ちよう笑しようし破壊する、超常の存在である。非力な一般人が相対して、どうにか出来るものではない。出来ないからこそ専門職としての戦術魔法士が成立するのだ。


　まして──アンソニの様な何の取とり柄えもない人間では。


（駄だ目めだ。駄目だ。とても駄目だ）


　がんがんと脳裏に無意味な諦あきらめの言葉が跳ね回る。


（無理だ。無理だ。絶対に無理だ）


　さようなら御嬢様。


　貴女あなたの事が好きでした。お慕したい申し上げておりました。


　でも凡ぼん俗ぞくの私には何も出来ません。どうかお許しください。生まれついての負け犬に、こんな場面で、貴女を颯さつ爽そうと助けるなどと、そんな格好良い事など出来る筈も──


「──え？」


　気が付けば。


「えええええええ!?」


　アンソニは走り出していた。


　フィリシスに──そしてその上にのしかかろうという怪物に向かって。


「わあああああああああああああああ!?」


　悲鳴を上げるアンソニ。


　訳が分からない。自分でどうしてこんな事をしているのか分からない。


　死ぬ。絶対に死ぬ。こんな事をして死なない筈がない。自分は超ちよう人じんでもなければ英えい雄ゆうでもない。戦術魔法士でもなければ軍人でもない。ただの没ぼつ落らく貴族の、本当に何の取り柄も無い、ただ真面目に生きるしか能がない様な──


「カッコイイ蹴りキツクッ!!」


　魔族がそう叫んで伸しん縮しゆく自在の脚をアンソニに向けて蹴けりだしてくる。


「──ッ！」


　フィリシスが跳ねた。


　魔族に体当たりした彼女のお陰で、アンソニの腹をぶち抜く筈だった魔族の蹴りは、彼の服の裾すそを引き裂いただけに留とどまった。


　服を引っ張られ裂かれた為に、アンソニは脚をもつれさせ、回転しながらフィリシスの処に倒れ込む。だが自分でも訳が分からない状態の彼は、倒れた痛みなど微み塵じんも感じず、殆ほとんど自分でも呆れる位の迷い無い動きで、フィリシスを抱えた。


「ちょっと……!?」


　さすがのフィリシスも驚きの表情を浮かべた。


　そんな──年齢相応の御嬢様の顔を、可愛いと心の何ど処こかで思う自分の余裕に、アンソニは呆れた。多分、それは余裕ではなくて、緊張感と恐怖感が限界を超えたために、色々な何かが狂ってしまっているだけなのだろう。


　だがそれでも。


「ひいいいいいいいいいいいいいいいいいい!?」


　身も世もない悲鳴を上げながらアンソニはフィリシスを抱えて走り出す。


　自分でもこんなに走れたのだと、驚く位の速さが出ていた。


　火事場の馬ば鹿か力ぢから──日常的に異様な世界に接していない、凡人であるからこそ、この極限状況に曝さらされたアンソニの肉体は限界以上の力を絞しぼり出し、主あるじの期待を遥はるかに超える力で生き延びようとしていた。
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「カッコイイオレサマ──オレサマ！」


　魔族が追ってくる。それも物凄い速さで追ってくる。


　振り返らずとも、距離がみるみる内に縮まるのが分かった。


　駄目だ。やっぱり駄目だ。嫌だ。死にたくない。嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ。嗚あ呼あ。どうしてこんな事に。自分の様な凡人が大それた事をしてしまったせいだ。今なら未だ間に合う。御嬢様を放り出して逃げれば、未だ何とか──


「それもいやだあああああ！」


「……なにが？」


　抱えられたまま怪け訝げんそうに尋ねてくるフィリシスに、答える余裕がアンソニに在る筈もなく。彼は恐怖で涙と鼻水を垂れ流しながらも──格好悪くも、停まる事無く、フィリシスを放り出す事も無く、そのまま走り続けた。


「カッコイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイインンンン──熱視線！」


　芝生の上を紅い焦こげ跡が走る。


　それは瞬またたく間にアンソニに追いつき、彼の靴から煙が──





　──ごッ!!





　次の瞬間。


　アンソニとフィリシスの真横を通り過ぎた巨大な鋼はがねの塊かたまりが、追いかけてきていた魔族と正面衝突していた。


　モールド・キャリアである。


　運転席にはファーゴの姿が在った。彼はそのまま速度を緩ゆるめず、モールド・キャリアはむしろ加速して魔族を引きずりながら屋敷の壁に激突。


「御嬢様！」


　運転席から身を乗り出し、手にした突撃小しよう銃じゆうで壁とモールド・キャリアの間に挟まれた魔族に銃撃を加えながら、ファーゴが叫んだ。


「お早く！」


「──だそうだから」


　明後日あさつての方向に無我夢中で走り続けるアンソニにフィリシスは言った。


「そっちじゃなくてモールド・キャリアの後ろに連つれてってくれる？」


「あああああああ」


「聞いてる？　──アンソニ・クル・ヴィスカント」


「あああ……え？」


　まさか名前を呼ばれると思っていなかったアンソニは、呆然とその場に立ち止まる。


　そして──


「は……はいっ！」


　彼は慌てて方向転換した。
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　少々手間取ったが彼は壁とトレーラーの間から抜ぬけ出る事が出来た。


　小うるさい感じで銃を撃っていた男も何処かに行ってしまった。きっと彼の格好良さに恐おそれおののいて、大それた事をした自分を何処かで悔くいているのだろう。今度見かけたら『気にするな』と言って、とりあえず首をもいであげよう。


　そんな事を考えながら彼はフィリシスを探した。


　何ど処こに行ったのだろう。愛いとしい人。


　私はこんなに美しく強くなったのに。


　もう凡人ではなく貴女に振り向いて貰える様な凄すごい存在になったのに。


　貴女が居なければ──


「そこのカッコイイお兄にいさん」


　恋こい焦こがれた人の声は少しくぐもっていた。


　当然だ──仮面越しなのだから。


「ちょっと支度に時間がかかってしまったけれど。許してね。女はそういうものなのよ」


　振り返った彼は見た。


　白と紫の優美な拘束装甲に身を包んだ──戦いくさ女め神がみ。


「おおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」


　感動に彼は吼ほえた。


　これだ。これだ。これが見たかった。


　この彼女に会いたかった。何か少し足りない気がしていたのだ。これだった。この拘束装甲を纏まとった彼女にこそ彼は会いたかったのだ。


　ああ愛しい人！


　そうだ！　それでこそだ！


　その姿の貴女に会いたかった！


　その姿の貴女を──


「グロークングロークン……」


　いや。違う。違うと思う。


　その姿の貴女──に。


　私は。


「…………〈ヴォルテックス〉──イグジスト」


　魔力が集束する。


　強きよう烈れつな力りき場ばの渦か動どうが彼を捉える。


　容よう赦しやなく肉がよじれ、皮がよじれ、骨がよじれ、容易たやすく限界を超えたそれらが裂けて、潰れて、砕けて、彼という存在を破壊していく。


「カッッコオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！」


　痛い。苦しい。


　でも──嬉しい。


　たまらない。


　素晴らしい。


「オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ」


　嗚あ呼あ。そうか。そうだったか。


　彼は悟った。


　私は──その姿の貴女に。


「オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ──」


　滅ほろぼして欲しかったのか。


　本当に普通で。本当に凡俗で。


　生まれ落ちた時点で人生の負けが決まっていたかの様な在あり様さまで。


　だからそれを慰なぐさめるのに誰かを殺して殺して殺し続けて。


　でも──完全な怪物にもなりきれないから。心の何処かに罪悪感なんていう平凡な気持ちが未だ残っていたから。最後の最後まで平凡である呪のろいに引きずられた負け犬だったから。自分で自分の幕も引けない駄だ目めな人間だったから。


　せめて。


　人並み外はずれて優美で、強大な貴女にこそ滅ぼして欲しかったのか。


　素晴らしい。これこそが我が望み。


　これで──私は。


「オオオオォォォォォ…………」


　粉こな微み塵じんに分解されていく魔族の身体。


　そして──





　──轟ごう音おん。





　耳を聾ろうする爆音が怪物の最さい期ごを華はな々ばなしく飾った。
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　魔族との一戦で生じた損害──硝子ガラスや壁やモールド・キャリアの破損──は、ムーグ邸の出入り業者が弁べん償しようする事となった。雇こ用よう者責任である。魔族となってムーグ邸を襲おそったのが、出入り業者が雇やとっていた人間だとすぐに分かったからだ。どうやらムーグ邸に納品に来た直後、〈黒本〉を使って魔族化したらしい。


　その人物が何故に、いきなりそんな真似をしたのかは分からない。


　恐らく誰にも分からないだろう──人間を自ら辞める様な者の心を、人間であるままに理解する事など所しよ詮せん、無理だという事だ。


「まあ……災難だった……な？」


　後日。


　見み舞まいにやってきた──ネリンが首根っこを摑んで連れてきた──レイオットが、太股に包帯を巻いてソファに横たわるフィリシスを見下ろして言った。


　口調が若干、疑問の響きを帯びているのは、彼女の嗜し好こうというものを、彼も朧おぼろ気げながら理解しているからだろう。


　確かに、フィリシスにとって、あれは充実した一夜だった。


　久ひさ々びさに死ぬのではないかと思った。


　いや。恐らく使用人の一人が身を挺ていして庇かばってくれなければ、間違いなく死んでいただろう。だが……それはそれでつまらない。この生と死の境目を綱つな渡わたりするぎりぎりの感覚がもう味わえなくなってしまうのだから。


「まあちょっとくらい痕あとは残るかも知れないけど、歩くのに支障は無いって話だから。来月には復帰するよ。うちの担当さんに伝えておいて」


　と言ってフィリシスはネリンに笑いかける。


　そこに──


「御嬢様。クリーボ自動車モータースから、モールド・キャリア修しゆう繕ぜんの見積もりが来たのですが──」


　開け放たれたままだった部屋の戸口からそんな声が聞こえてくる。


　書類を片手にフィリシスの書斎に入りかけて──その使用人らしき男性は、そこでようやくレイオット達の存在に気付いた様だった。彼は慌てて姿勢を正すと、いかにも未だ慣れきっていない様な、ぎこちない仕草で一礼した。


「お客様でしたか。これは、失礼──を」


「いえいえ。お構いなく」


　とネリンが勤め人らしい愛想の良さで一礼を返す。


　そんなやり取りを眺めながら──


「ああ。改めて紹介しておくね」


　フィリシスは言った。


「先日、うちの執事代理になったアンソニ・クル・ヴィスカント。レスポールがちょっと奥おくさんの入院で忙いそがしくてね。代わりに。それと──」


　楽しげに付け加えるフィリシス。


「私の命の恩人」


「……ほう？」


　苦笑を浮かべてアンソニを振り返るレイオット。


　勿もち論ろん、フィリシスの性格と実力を知っている彼は、『命の恩人』という表現がこのアンソニという男性をからかう為のものだと理解している。全く根も葉もない話でもないのだろうが……


「そりゃ大したもんだ」


「あ。いえ。その。命の恩人などでは──と、とにかく、よろしくお願い致します」


　一同の視線を浴びて赤面しながら、アンソニは深ふか々ぶかと頭を下げた。






　あとがき







　長々とお待たせ致しました──ストレイト・ジャケット　フラグメント三巻目『テンリンのサガ』をお届けいたしまする。


　ちなみに漢字では『天てん稟りんの性さが』となります。「てんぴん」と読む場合もありまするな。「生まれつきのすぐれた才能」という意味。別に普通に「天才」でもよかったんですが、カタカナに直すと「天災」と区別つかないので、こうなったという（笑）





　それはさておき。


　本書は「ドラゴンマガジン」及び「ファンタジアバトルロイヤル」誌上で連載された短編六本に、書き下ろし短編一本を加えたものです。「バトルロイヤル」でやっていた方（三章～六章）は、なんだか随ずい分ぶん昔むかしですが。どうも色々あってこんなに文庫化が遅れてしまいました。本当に申し訳無い。


　本編の方で、既にエヴァが既出キャラ扱いされていたので、雑誌を読んでおられない読者の方々は「？」と思われたでしょうが、まあ、こういう話があったんですよ、という。





　ちなみに時系列的には第一章、第二章は、第三章から第五章までと比べて、随分後の扱いになります。ジャックが第一章で口にする「エヴァ姉にも誘われている」云うん々ぬんの台詞せりふは、仲直り後の発言という事になりまする。


　第六章は──あまり深くは考えておりませんが。


　作品時系列としては、一番新しいかなあ、位に思っていただけると。





　何はともあれ。


　ストジャも残す処、あと二冊ばかり。


　さすがに今度こそあまり間を開けるべきではないと、近々、最終章（二冊分）に取りかかる予定ですので、ここまでおつきあいしてくださった方達におかれましては、どうか最後までおつきあいの程を。


　ではでは。


　また次の本でお会い致しましょう。








　二〇〇九／五／一四


　ＭＡＣＨＩＮＥ：ＥｅｅＰＣ　９０１Ｘ


　ＢＧＭ：「ＳＴＯＲＭＢＲＩＮＧＥＲ」（ｂｙ　ＪＡＭ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）
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　　初　出




第一章　カイコウのトキ（前編）


　　　　月刊ドラゴンマガジン２００７年10月号


第二章　カイコウのトキ（後編）


　　　　月刊ドラゴンマガジン２００７年11月号


第三章　コウソクのハガネ


　　　　月刊ドラゴンマガジン５月号増刊ファンタジアバトルロイヤル２００５年春号


第四章　サイノウのキワミ


　　　　月刊ドラゴンマガジン８月号増刊ファンタジアバトルロイヤル２００５年夏号


第五章　テンサイのザイカ


　　　　月刊ドラゴンマガジン11月号増刊ファンタジアバトルロイヤル２００５年秋号


第六章　カンケイのヨスガ


　　　　月刊ドラゴンマガジン２月号増刊ファンタジアバトルロイヤル２００６年冬号


　　　　（※第一章～第六章　掲載された原稿を加筆修正して収録）


第七章　アコガレのヒト


　　　　書き下ろし




ストレイト・ジャケット　フラグメント03


テンリンのサガ


THE GENIUS
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